
令和２年度 第１回横浜市精神保健福祉審議会 

 

令和２年９月４日（金） 

14時 00分～16時 00分（予定） 

             横浜市開港記念会館 １号会議室 

≪次 第≫ 

１ 開会 

 

２ 健康福祉局障害福祉保健部長挨拶 

 

３ 議題 

  (1) 会長及び副会長の選出について 

(2) 横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）の骨子について（資料１） 

 

４ 報告 

 (1) 精神障害者生活支援センター機能標準化に係る 10月 1日からの本格実施について 

（資料２） 

(2) 横浜市精神障害者生活支援センターにおける退院支援の実績報告について（資料３） 

(3) 第４期横浜市障害者プランの策定について（資料４） 

  (4) 精神保健福祉対策事業について（資料５、６） 

                                              

５ その他 

 

 

【配 付 資 料】 

・資料 1 横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）の骨子について 

・資料 2 精神障害者生活支援センター機能標準化に係る 10月 1日からの本格実施について 

・資料 3 横浜市精神障害者生活支援センターにおける退院支援の実績報告について 

・資料 4 第４期横浜市障害者プランの策定について 

・資料 5  精神保健福祉対策事業について 

・資料 6 横浜市こころの健康相談センター所報（当日配付） 

・資料 7 横浜市精神保健福祉審議会条例 

・資料 8  横浜市精神保健福祉審議会運営要綱 



委員氏名 職 名

天　貝　　徹
横浜市医師会　常任理事
あまがいメンタルクリニック　院長

飯 島　倫 子
神奈川県弁護士会
横浜あかり法律事務所

池 田　陽 子 神奈川県精神保健福祉士協会　会長

石 井　一 彦
神奈川県精神科病院協会　理事
大和病院　院長

石 渡　和 実 東洋英和女学院大学 人間科学部　教授

伊 東　秀 幸 田園調布学園大学　副学長

大 友　　勝 横浜市精神障害者地域生活支援連合会　代表

大 貫　義 幸 横浜市社会福祉協議会　障害者支援センター　事務室長

金 子　由紀子 横浜市精神障がい者就労支援事業会　多機能型施設長

川 越　泰 子 横浜市総合保健医療センター　地域精神保健部長　

佐 伯　隆 史
神奈川県精神科病院協会　理事
神奈川病院理事長・院長

土 屋　恵 美 子 南区生活支援センター　所長

豊 田　ま ゆ 美 神奈川県看護協会　洋光台訪問看護ステーション　所長

西 井　華 子
神奈川県精神科病院協会　監事
鶴見西井病院　理事長

長谷川　吉 生
神奈川県精神科病院協会　監事
日向台病院　院長

樋 口　美 佳 神奈川県立病院機構　神奈川県立精神医療センター　副院長兼看護局長

菱 本　明 豊 横浜市立大学医学部精神医学教室　主任教授

三 村　圭 美
神奈川県精神神経科診療所協会　副会長
医療法人圭信会　東川島診療所　院長

宮 川　玲 子 横浜市精神障害者家族連合会　理事長　

山 口　哲 顕
神奈川県精神科病院協会　副会長
港北病院　院長

令和２年度　横浜市精神保健福祉審議会委員名簿　（五十音順）



区分 氏　　　　名 所　　　　　属

田中　博章 健康福祉局長

田畑　和夫 健康福祉局保健所長（担当理事兼務）

上條　浩 障害福祉保健部長

白川　教人 担当理事（こころの健康相談センター長）

佐渡　美佐子 障害施策推進課長

榎本　良平 精神保健福祉課長（こころの健康相談センター担当課長兼務）

近藤　友和 精神保健福祉課担当課長

渡辺　文夫 障害自立支援課長

宮嶋　真理子 障害施設サービス課長

粟屋　しらべ 企画課長

佐藤　修一 医療援助課長

室山　孝子 保健事業課健康づくり担当課長

水野　直樹 高齢在宅支援課長

松浦　拓郎 障害施策推進課施策調整係長

渡辺　弥美 障害施策推進課共生社会等推進担当係長

田辺　興司 障害施策推進課計画推進担当係長

萩原　昌子 障害施策推進課指定・システム担当係長

根岸　桂子 障害施策推進課相談支援推進係長

川上　俊輔 障害施策推進課担当係長

米津　克哉 障害施策推進課区分認定係長

今井　智子 障害施設サービス課施設管理係長

赤池　洋一 障害施設サービス課整備推進担当係長

黒米　建一 障害施設サービス課地域施設支援係長

品田　和紀 障害施設サービス課共同生活援助担当係長

水原　伸浩 障害施設サービス課施設等運営支援係長

米田　一貴 障害施設サービス課担当係長
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三小田　晃児 精神保健福祉課救急医療係長

山﨑　三七子 こころの健康相談センター相談援助係長

壷井　亜希子 こころの健康相談センター担当係長

佐々木　祐子 こころの健康相談センター依存症等対策担当係長

石井　正則 企画課企画係長

松本　瑞絵 医療援助課福祉医療係長

春日　潤子 保健事業課担当係長

高野　利恵 高齢在宅支援課認知症等担当係長

山本　憲司 医療政策課長

山嵜　信也 医療政策課担当係長
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局
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横浜市依存症対策・地域支援計画（仮称）の策定について 

１ 趣旨 

横浜市の依存症対策の推進に向けた「横浜市依存症対策・地域支援計画（仮称）」を策定します。本計

画では、アルコール・薬物・ギャンブル等の依存症に悩むご本人やご家族への支援に着目し、関係者と支

援の方向性を共有することで、包括的な支援の提供を目指します。 

２ 計画策定の基本的な考え方 

(1) 計画期間

策定後、５年間（令和３年度～令和７年度）

(2) 計画の位置づけ

国の「依存症対策総合支援事業実施要綱」に基づき、本市が任意で策定するものです。

(3) 計画内容

横浜市の依存症者の現状や、医療機関、回復支援施設等の社会資源の状況などを踏まえた依存症者

への支援の方向性をまとめます。 

また、アルコール・薬物・ギャンブル等のぞれぞれの依存症の状況や特徴を捉えた支援策等を盛り

込むことを想定しています。 

３ 計画の検討体制 

(1) 依存症対策検討部会

ア 位置づけ

横浜市の依存症対策に関する事業・取組の実施に関すること等について、有識者等の方から、専

門的な意見を受け審議するため、精神保健福祉審議会の部会として設置しています。 

 令和２年から３年にかけては、「依存症対策・地域支援計画（仮称）」の検討を行うため、設置当

初の学識経験者の委員に加え、アルコール・薬物・ギャンブル等の依存症の当事者やご家族、支援

団体、関係団体等の代表者にも参画いただき、依存症の予防や回復に必要な支援について検討しま

す。 

イ 委員構成

令和元年度までの委員５名に、令和２年度に 13 名を加えた計 18名（委員名簿のとおり）

ウ 開催回数及び開催時期（予定）

令和２年度に４回、令和３年度に２回を予定（計画策定前及び後に１回ずつ）

(2) 計画への意見反映

依存症の回復には医療とともに民間団体の支援が大変重要であることから、市内の民間団体から丁

寧にご意見を伺いたいと考えています。 

そのため、支援に携わる方を中心とした連携会議※の場において、計画の検討状況を積極的に情報

提供し、現場の意見を伺いながら検討を進めます。さらに、市民、関係者の意見提案の機会を確保す

るため、市民意見募集を実施し、意見募集への当事者、家族、支援者等の参加も推進していきます。 

※連携会議：厚生労働省が定める依存症対策総合支援事業に基づく「依存症相談拠点」の事業で、地域

における依存症に関する課題や情報の共有を行い、連携を深める場として、回復支援施設や自助グル

ープ等の民間団体、行政、医療・福祉・司法等の関係機関等の幅広い関係者で構成する会議

依存症対策 

検討部会 
連携会議 

市民意見募集 
への参加 

支援者間の情報や課題の共有 
顔の見える関係づくり 

計画検討の場 

計画の検討状況 
情報提供 

現場の意見の 
フィードバック

資料 １ 



４ 策定スケジュール 

（令和２年度） 

時期 依存症対策検討部会 連携会議 

６月３日 第１回 計画検討開始 

６月 23日～ 

７月８日 

第１回 各団体の取組情報収集や連携会
議での取組の照会（書面開催） 

８月 19日 
第２回 骨子案の確定 

素案の検討 

９月頃 第２回 素案について意見交換 

11 月頃 第３回 素案の作成 

12 月頃 第３回 素案の報告 

令和３年１月頃 第４回 素案の報告 

（令和３年度） 

  令和３年４月～  市民意見募集、原案の作成、計画策定 

５ 令和２年度依存症対策検討部会での検討内容 

(1) 第１回

〇計画の方向性、計画に盛り込む取組案について議論

〇主な意見

・依存症の定義について、「病気」と言うと否認されることもあれば、逆に「病気」と言われて楽

になる方もいる。両方があるので検討しなければいけない。

・困ったことを気軽に相談できるプライマリー（一次的）な窓口が、依存症に関する情報・知識を

習得して、支援機関につなげられるようになるとよい。

・横浜は社会資源が充実しているが、それらがつながって受け皿になることが必要。行政と支援機

関が一体になって取り組むことが重要。

 ・ホームページを見て訪れる方は非常に多く、インターネット上に情報を充実させていくのはとて

も重要。一方で、情報がまとまっていないという問題点もあるため、情報を整理するとともに、

効果的な発信方法も検討してほしい。 

・依存症の支援は、背景に DV や虐待、貧困の問題を抱えていることもあるので、支援者間が連携

してその方に対する支援の方針をよく話し合うことが大切。

(2) 第２回

〇計画骨子案、素案たたき台について議論

〇主な意見

・依存症は重症度や進行度に応じて説明の仕方や支援を考える必要がある。何を目的として計画を

作るのか、誰を一番重点的なターゲットするかを判断して計画における依存症の定義とするこ

とがよいと思う。

・一次支援では、軽症者やナチュラルリカバリー(自然回復者)についても対象にした方がよい。 

・偏見をどう解決していくかが一つの大きなテーマであり、偏見を減らすためには、子ども、学生、

若者にアプローチすることが効果的で重要だと思う。

・身近な支援者が相談を受けたときに、依存症問題をどう聞き出すのか、ギャンブル問題の有無を

どう見極めるのかなどの基準があると助かる。フローチャートのようなものがあるといい。

 ・最初に表面に出るのは依存症以外の課題で、それを対応した上で初めて依存症の問題に取り掛か

れるケースも多い。回復には時間がかかる。 

６ 骨子案 

  別紙の通り 



想定する概要（案）

計画名称 横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）

はじめに

第１章　計画の概要

１　計画策定の趣旨

◆計画策定の背景・主旨
・策定の背景となった、これまでの国・県・市、関係機関、市内民間支援団体等
による取組など
・依存症に苦しむ本人や家族への支援に着目した計画であること
・幅広い関係者と支援の方向性を共有するための計画であること

２　用語の定義
◆本計画内で使用する用語を定義
多くの支援者・関係者の皆様と方向性を共有するためにも、使用する用語を定
義

３　計画策定の位置付け
◆依存症対策総合支援事業要綱に基づく地域支援計画であること
◆国・県・本市の他計画との関連

４　計画の期間
◆計画期間
令和３～７年度の５年間

５　対象とするもの

◆本計画が対象とする依存症
・アルコール、薬物、ギャンブル等を中心とした依存症全般に対する対策であ
ること
・上記以外の、ゲーム障害などの依存症についても触れる

第２章　本市における依存症に関連する状況と課題


１　現状

◆依存症に関連するデータ
・国及び本市における依存症者推計数等
・市民の認知度や地域の特徴等
・アルコール、薬物、ギャンブル等の依存症をとりまく状況についてのデータ等

◆関係機関等における依存症対策の取組と状況
・身近な支援者・医療機関等
・民間支援団体等
・本市

３　課題

◆一次支援
予防に資する取組及び依存症に関する誤解や偏見を減らすことを目指す上で
の課題
・ライフステージに合わせた予防に資する普及啓発の必要性
・依存症の発症リスクの高い層への普及啓発の必要性
・誤解・偏見解消に向けた正しい知識の理解促進の必要性
◆二次支援
依存症に苦しむ本人や家族が早期に適切な支援につながることを目指す上で
の課題
・早期に適切な支援につながるための普及啓発の必要性
・依存症の複合的な背景を踏まえた重層的な支援体制の必要性
・身近な支援者等から専門的な支援者へ円滑につなぐ取組の必要性
・支援者への支援の必要性
◆三次支援
支援につながった方が回復し、自分らしく健康的に暮らせることを目指す上で
の課題
・支援団体ごとの特色を生かし、支援ニーズに対応するための、情報共有・アセ
スメントの必要性
・民間支援団体等の支援者への継続的な活動支援の必要性
・回復段階における課題への対応の必要性

横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）　骨子案

目次

２　本市及び関係機関、民間支援団体等における
　　取組と状況

別紙



第３章　計画の目指すもの

１　基本理念
◆依存症に苦しむ本人や家族が自分らしく健康的に暮らすことを目指す
・支援に関わる幅広い関係者で、支援の方向性を共有し、包括的な支援を提供
・予防に資する取組を実施

２　基本方針

◆一次支援
予防に資する取組及び依存症に関する誤解や偏見を減らすことを目指す
・依存症の予防に資する効果的な普及啓発
・正しい理解の普及啓発
◆二次支援
依存症に苦しむ本人や家族が早期に適切な支援につながることを目指す
・相談周知の普及啓発
・支援者間の連携推進
◆三次支援
支援につながった方が回復し、自分らしく健康的に暮らせることを目指す
・民間支援団体等の安定した運営の支援
・地域で生活しながら、回復を続けるための支援

第４章　取り組むべき施策

１　一次支援

◆若年層から幅広い年齢層に対して、様々な機会を捉えた普及啓発・予防教
育
・学齢期、依存対象と出会う時期などに合わせた普及啓発・予防教育
・ライフイベントに合わせた普及啓発
◆多くの人の目に触れる普及啓発
・インターネットを活用した依存症についての知識・理解の普及啓発
・多くの人の目に触れる場所への啓発資材の配架等

２　二次支援

◆相談先の周知及び正しい知識の普及啓発
・インターネット等を活用した相談先の普及啓発
・多くの人の目に触れる場所への啓発資材の配架等（再掲）
・依存症に関連する問題を抱える人の目に触れる普及啓発
◆身近な支援者等から依存症支援につなげるための取組
・連携会議による幅広い支援者間の情報共有、関係づくり
・身近な支援者等に向けた研修

３　三次支援

◆民間支援団体等の安定した運営の支援
・連携会議による団体同士の情報共有・関係づくりを通じた、団体ごとの特色
を生かした多様な支援ニーズへの対応
・民間支援団体等の活動支援
◆地域で生活しながら、回復を続けるための支援
・身近な支援者等に向けた研修（再掲）
・保護観察所と連携した刑務所の出所者等へのサポート

第５章　計画の推進体制

１　関係主体に期待される役割
◆関係主体別（本市、身近な支援者各主体、民間支援団体、関係機関等）に期
待される取組を再構成して整理

２　計画の進行管理 ◆計画を推進するための進行管理等

用語集 ◆専門用語等の解説

参考資料
◆各種法律条文・計画等（抜粋）
◆調査結果データ



依存症対策検討部会 委員一覧 

 委員氏名 役職 

審議会委員 伊東
い と う

 秀
ひ で

幸
ゆ き

 田園調布学園大学 副学長 

審議会委員 長谷川
は せ が わ

 吉生
よ し お

 
神奈川県精神科病院協会 監事 

日向台病院 院長 

審議会委員 天貝
あまがい

 徹
とおる

 
横浜市医師会常任理事 

（あまがいメンタルクリニック院長） 

審議会委員 飯島
いいじま

 倫子
と も こ

 神奈川県弁護士会 

審議会委員 佐伯
さ え き

 隆史
た か し

 
神奈川県精神科病院協会 理事 

医療法人 誠心会 神奈川病院 院長 

審議会委員 菱本
ひしもと

 明
あ き

豊
と よ

 
横浜市立大学大学院医学研究科 

精神医学部門 主任教授 

臨時委員 植原
うえはら

 憲
の り

明
あ き

 神奈川県司法書士会 理事 

臨時委員 大石
おおいし

 雅之
まさゆき

 
医療法人社団 祐和会  

大石クリニック 院長 

臨時委員 岡田
お か だ

 三男
み つ お

 NPO法人 横浜ひまわり家族会 理事長 

臨時委員 小嶋
こ じ ま

 洋子
よ う こ

 
NPO法人 あんだんて 女性サポートセ

ンター Indah（インダー） 代表 

臨時委員 小林
こばやし

 桜児
お う じ

 
神奈川県立病院機構 

神奈川県立精神医療センター医療局長 

臨時委員 斎藤
さいとう

 庸男
つ ね お

 
神奈川県精神神経科診療所協会 会長 

（さいとうクリニック 院長） 

臨時委員 佐藤
さ と う

 しのぶ 
NFCRノンファミリー 

カウンセリングルーム 

臨時委員 中村
なかむら

 努
つとむ

 NPO法人 ワンデーポート 施設長 

臨時委員 松
ま つ

﨑
ざ き

 尊信
たかのぶ

 
国立病院機構 

久里浜医療センター精神科 医長 

臨時委員 松下
まつした

 年子
と し こ

 
横浜市立大学 医学部看護学科 

医学部看護学科 教授 

臨時委員 山田
や ま だ

 貴志
た か し

 
特定非営利活動法人 

横浜ダルク・ケア・センター 施設長 

臨時委員 由井
ゆ い

薗
ぞ の

 松枝
ま つ え

 横浜断酒新生会 家族会 



【資料２】 

精神障害者生活支援センター機能標準化に係る 10 月 1 日からの本格実施について（報告）

各区に１館設置している精神障害者生活支援センターについて、指定管理方式のＡ型９館と補助金方式のＢ型

９館の機能標準化及び相談機能の強化を図るため、平成 30 年度から実施しているモデル事業の基準を一部変更

し、令和２年 10月１日から下記の基準により運営を行います。（機能標準化の本格実施） 

１ 新たな基準を定める経緯 

指定管理方式のＡ型９館と補助金方式のＢ型９館では、職員数、開館日・開館時間、実施事業が異なってお

り、利用者やその家族、区や関係機関等から、長年、区間格差の是正を求められてきました。平成 30年度から

現在まで「機能標準化モデル事業」を実施し、当事者や家族、有識者及び区福祉保健センター等を交えた課題

検討委員会でモデル事業の効果検証や新たな基準の検討を行ってきました。 

２ 新たな基準の概要 

モデル事業で確認された効果（関係機関との連携強化等）や、利用者等の意見（利用者、家族会会員、区Ｍ

ＳＷ向けに実施したアンケート結果）を踏まえ、新たな基準を次のとおり設定し、10月１日から運営していき

ます。新たな基準の運用により、平日の日中の職員体制を更に厚くすることで、アウトリーチ等の相談支援機

能の強化に向けた体制づくりや関係機関の連携強化を図ります。 

【令和元年度モデル基準】 

Ａ型（９区） Ｂ型（９区） 

職員体制 施設長１、常勤５、非常勤４ 

開館日数／１年 307日（週１日＋年末年始 12/29～1/3休館） 

開館時間／１日 
 週５日 11時間（9:00～20:00） 

週１日  8時間（9:00～17:00） 

居場所提供時間／１日 
週５日 ９時間 

週１日 ６時間 

一般電話相談時間／１日 ７時間 

【10月１日以降の基準】 

Ａ型（９区） Ｂ型（９区） 

職 員 体 制 施設長１、常勤５、非常勤４ 

開 館 日 数 ／ １ 年 307日（週１日 （日曜）＋年末年始12/29～1/3休館） 

開 館 時 間 ／ １ 日 
週５日（月～金曜） 11時間（9:00～20:00） 

週１日（土曜）    8時間（9:00～17:00） 

居場所提供時間／１日 
週５日 ９時間 

週１日 ６時間 

一般電話相談時間／１日 ７時間 

※ 休館日であっても、一部の事業で緊急対応（電話・訪問）は行います。

※ 国民の祝日に関する法律に規定する休日（１月１日以外）は、上記の曜日と同じ基準で運営します。

＜裏面あり＞



精神障害者生活支援センター開館時間等一覧 

【令和２年 10月１日からの各区センター開館時間等一覧】 

休館日

(※) 
開館時間 開館曜日 居場所提供 電話相談 

Ａ
型

神奈川区 

日曜日 

【月～金】 

9:00～20:00 

【土曜日】 

9:00～17:00 

月～金 10:00～19:00 10:00～12:00、14:00～19:00 

土 10:00～16:00 10:00～17:00 

栄区 
月～金 10:00～19:00 10:00～12:00、14:00～19:00 

土 10:00～16:00 9:00～12:30、13:30～17:00 

港南区 
月～金 10:00～19:00 10:00～12:00、14:00～19:00 

土 10:00～16:00 10:00～17:00 

保土ケ谷区 
月～金 10:00～19:00 10:00～12:00、14:00～19:00 

土 9:00～15:00 9:00～16:00 

緑区 
月～金 10:00～19:00 10:00～13:00、14:00～18:00 

土 9:00～15:00 9:00～16:00 

磯子区 
月～金 10:00～19:00 10:00～13:00、14:00～18:00 

土 10:00～16:00 10:00～17:00 

港北区 
月～金 10:30～19:30 10:00～13:00、14:00～18:00 

土 10:30～16:30 10:00～17:00 

鶴見区 
月～金 10:00～19:00 10:00～12:00、14:00～19:00 

土 9:00～15:00 9:00～16:00 

中区 
月～金 10:00～19:00 10:00～13:00、14:00～18:00 

土 10:00～16:00 9:00～16:00 

Ｂ
型

旭区 
月～金 10:00～19:00 9:30～11:30、12:00～17:00 

土 10:00～16:00 9:30～16:30 

金沢区 
月～金 9:00～18:00 9:00～16:00 

土  9:00～15:00 9:00～16:00 

泉区 
月～金 9:00～18:00 10:00～17:00 

土 10:00～16:00 9:00～16:00 

南区 
月～金 10:30～19:30 12:00～13:00、13:30～19:30 

土 9:30～15:30 9:30～13:00、13:30～17:00 

都筑区 
月～金 9:00～18:00 9:00～16:00 

土 9:00～15:00 9:00～16:00 

青葉区 
月～金 10:00～19:00 10:00～17:00 

土 10:00～16:00 10:00～17:00 

西区 
月～金 9:30～18:30 10:00～17:00 

土 9:30～15:30 10:00～17:00 

戸塚区 
月～金 10:00～19:00 12:00～19:00 

土 10:00～16:00 10:00～17:00 

瀬谷区 
月～金 9:15～18:15 9:30～16:30 

土 9:15～15:15 9:30～16:30 

※休館日…上記に加えて年末年始（12月 29日から１月３日まで）休館

※国民の祝日に関する法律に規定する休日（１月１日以外）は月～金と同じ基準で運営



【資料３】 

横浜市精神障害者生活支援センターにおける退院支援の実績報告について 

１ 横浜市退院サポート事業 

横浜市では、精神障害者生活支援センターにおいて、市独自の横浜市退院サポート事業を実施

し、精神科病院の入院患者の退院支援、地域移行に向けた支援を行っています。 

令和元年度より、全 18区の精神障害者支援センターで実施しています。 

横浜市退院サポート事業では、精神科病院の入院患者に対する地域移行に向けた啓発活動や、

病院スタッフや地域へ向けた事業の普及啓発を行う「協働活動」と個別の退院支援を行う「個別

支援」を行っています。個別支援においては、利用期間や退院先を限定せずに支援の対象者とし

ています。 

(1)【協働活動(地域移行の普及啓発活動)実績】

実施病院数 
入院患者 

対象 

病院スタッフ

対象 

地域関係者 

対象 
合計 

平成 30年度 19か所 69回 18回 10回 97回 

令和元年度 14か所 86回 15回 6回 107 回 

 平成 30 年度には、市内の精神科入院病棟のある全病院及び横浜市民の入院患者の多い病院

を訪問し退院サポート事業の周知を行いました。 

(2)【個別支援の実績】

実施 

事業所数 
実利用者数 退院者数 

支援対象者

の平均延べ

入院期間 

支援対象者

の平均年齢 

平成 30年度 15か所 123 人 46人 6年 2か月 47歳 

令和元年度 18か所 161 人 58人 6年 3か月 48歳 

２ 障害者総合支援法サービスにおける地域移行支援 

障害者総合支援法の地域移行支援の要件を満たす精神科病院の入院患者については、本サービ

スを利用して退院支援を行っています。

  【地域移行支援の利用実績】 

実施事業所数 実利用者数 退院者数 

平成 30年度 ８か所 33人(22人) 4人 

令和元年度 10か所 40人(24人) 12人 

※()内は、退院サポート事業からの移行者 



【資料４－１】 

第４期横浜市障害者プラン策定にむけた 

当事者向けアンケートについて 

 

第３期横浜市障害者プラン（以下「３期プラン」という。）の計画期間終了に伴って第４

期横浜市障害者プラン（以下「４期プラン」という。）を策定するにあたり、令和２年１月か

ら２月にかけて当事者向けアンケート（以下「アンケート」という。）を実施しましたので、

調査結果を報告します。 

 

１ アンケートの概要 

（１）実施期間 

令和２年１月10日～２月７日 ※ただし、２月14日着分までを集計 

（２）発送者数等 

17,098人 

 対象者総数 割合 発送者数 

身体障害 99,606人 

約10％ 

9,950人 

知的障害 31,976人 3,200人 

精神障害 38,368人 3,900人 

難病※ 63人 － 48人 

計 170,013人 約10％ 17,098人 

※障害者手帳の交付を受
う

けておらず、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスの支給決定を受け

ている難病患者 

（３）回収数及び回収率 

6,997人（回収率：40.9％） 

【内訳】 回収数 

身体障害 4,614人  

知的障害 1,652人  

精神障害 1,552人  

難病 491人  

※重複障害の方はそれぞれでカウントしているため、「回収数の内訳の合計」は回収数と一致しませ

ん。 



２ アンケートの調査結果 

全39問から一部を抜粋して報告します。 

（１）全体統計 

ア 困りごとの有無（問18） 

順位 内容 割合 

１位 制度やサービスがわかりにくい 40.5％ 

２位 役所や病院、銀行などの手続きが難しい 38.9％ 

３位 周囲の理解が足りない 36.9％ 

４位 外出が困難 34.2％ 

５位 自分の意思が相手に伝わらない 33.4％ 

イ 相談相手がいない困りごと（問18抜粋） 

順位 内容 割合※ 

１位 結婚相手や恋人などが見つからない 18.3％ 

２位 同じ障害のある仲間と出会えない 16.1％ 

３位 近所で知り合いがいない 15.0％ 

４位 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 10.5％ 

５位 希望する就労場所がない 10.4％ 

※その選択肢について「困っている」と回答した人のうち、相談先として「相談相手がいない」を選

んだ人の割合 

ウ 将来に不安を感じること（問22） 

順位 内容 割合 

１位 健康や体力が保てるか 50.0％ 

２位 十分な収入があるか 44.4％ 

３位 災害時に安全が確保できるか 32.3％ 

４位 介助してくれる人がいるか 27.6％ 

５位 働く場があるか 25.3％ 

エ 将来、生活したいところ（問24） 

順位 内容 割合 

１位 自宅 72.8％ 

２位 グループホーム 8.0％ 

３位 特別養護老人ホームなど高齢者の入所施設 5.8％ 

４位 障害者の入所施設  4.9％ 



オ 仕事上で困っていること（問 30-2） 

順位 内容 割合 

１位 職場までの通勤が大変 15.7％ 

２位 職場でのコミュニケーションがうまくとれない 15.3％ 

３位 障害がない人と比べて仕事の内容や昇進などに差がある 12.6％ 

４位 障害について理解してもらえない 11.0％ 

５位 職場や仕事について相談するところがない  9.4％ 

カ 災害に備えていても不安なこと（問39） 

順位 内容 割合 

１位 
避難場所で周りの人や知らない人とうまく 

過ごせるか 
44.6％ 

２位 避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか 40.3％ 

３位 避難場所までたどり着けるか 39.0％ 

４位 避難場所の設備が障害に配慮されているか 29.8％ 

５位 
避難勧告などの重要な情報がきちんと障害者 

にも入ってくるか 
23.6％ 

（２）障害別の統計 

ア 障害福祉にかかわる情報の入手先（問 21） 

順位 身体障害 知的障害 精神障害 

１位 

区役所 

(福祉保健センター) 
家族 

区役所 

(福祉保健センター) 

31.3％ 53.8％ 45.6％ 

２位 
家族 

支援者(医療機関・施設

等の職員) 
家族 

30.6％ 40.2％ 34.8％ 

３位 
インターネット・ＳＮＳ 

区役所 

(福祉保健センター) 

支援者(医療機関・施設

等の職員) 

24.4％ 35.2％ 34.8％ 

  



イ 仕事上で困りごとがある。（問 30-2） 

身体障害 知的障害 精神障害 

50.8％ 47.4％ 67.1％ 

ウ 病院で困りごとがある。（問 35） 

身体障害 知的障害 精神障害 

20.6％ 41.7％ 32.9％ 

エ 災害に備えていても不安なこと（問 39） 

順位 身体障害 知的障害 精神障害 

１位 

避難場所までたどり着

けるか 

避難場所で周りの人や

知らない人とうまく 

過ごせるか 

避難場所で周りの人や

知らない人とうまく 

過ごせるか 

41.4％ 61.9％ 60.4％ 

２位 

避難場所の設備が障害

に配慮されて(バリアフ

リーになって)いるか 

避難場所の人が自分の

障害を理解してくれる

か 

避難場所の人が自分の

障害を理解してくれる

か 

36.6％ 57.0％ 45.7％ 

３位 

避難場所で周りの人や

知らない人とうまく 

過ごせるか 

避難場所までたどり着

けるか 

避難場所までたどり着

けるか 

35.1％ 43.6％ 33.8％ 

 



【資料４－２】 

第４期横浜市障害者プラン素案(案)について 

 

４期プラン素案骨子をもとに、４期プラン素案 (案)を作成しましたので、概要を

御説明します。 

 

第１章 計画の概要 

１ 計画策定の趣旨 

３期プランと同様、３つの法定計画を一体的に策定します。 

（１）「市町村障害者計画」 

障害者基本法第 11 条第３項に基づき、施策の方向性及び個別の事業等を定め

るもの。 

（２）「市町村障害福祉計画」 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 88 条第１項

に基づき、サービス利用の見込み量等を定めるもの。 

（３）「市町村障害児福祉計画」 

児童福祉法第 33 条に基づき、サービス利用の見込み量等を定めるもの。 

２ 計画の位置づけ 

計画期間を令和３年度（2021 年度）から８年度（2026 年度）までの６年間とし、

障害福祉計画及び障害児福祉計画の部分については３年後に見直します。 

施策の展開にあたっては、他の福祉保健分野の計画等と有機的に連動させ、効

果を上げていくことを目指します。 

３ 計画の構成 

３期プランと同様、施策分野別ではなく、障害のある人の生活場面ごとに、５つ

の枠組みに分類しました。 

また、障害のある人を地域で支えるための基盤整備として、各事業とは別に、

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」と「地域生活支援拠点機能」に

ついて取り上げる章を設け、それぞれの概要、将来像、取組をまとめました。 

４ 国の動向 

３期プランの計画期間を中心に、国の動向をまとめます。 



第２章 横浜市における障害福祉の現状 

１ 横浜市の障害福祉のあゆみ 

この項では、横浜市が障害福祉分野で大切にしてきた、障害当事者やご家族、支

援者や地域住民といった様々な方々との対話・協力などを、これまでの市単独事

業などを例に説明し、今後もそのことを大切にしていくという思いを記載します。 

２ 将来にわたるあんしん施策 

この項では、在宅心身障害者手当から将来にわたるあんしん施策への転換につ

いて、改めて説明します。 

３ 横浜市の各障害手帳等統計の推移 

この項では、３期プランに記載した身体障害、知的障害、精神障害、難病患者の

ほか、発達障害、強度行動障害、医療的ケア児・者について、市が持つ統計情報等

を記載します。 

４ 第３期障害者プランの振り返り 

この項では、３期プランの取組を５つのテーマごとに振り返り、それぞれ今後

の課題を挙げます。 

 

第３章 第４期障害者プランの基本目標とテーマ 

１ 基本目標 

障害のある人もない人も、相互に人格と個性を尊重し合いながら、

地域共生社会の一員として、自らの意思により自分らしく生きるこ

とができるまちヨコハマを目指す 

３期プラン策定時と比べ、施策・事業は充実に向かっている一方、「津久井やま

ゆり園」での事件やグループホーム建設反対運動など、社会の不寛容により障害

者の生命・生活が脅かされる出来事も目立っています。 

４期プランは、その基本目標を定めるにあたり、改めて、障害のある人の尊厳と

人権を尊重することの大切さを示したいと考えます。 

  



２ 基本目標の実現に向けて必要な視点 

個々の事業を基本目標の実現に向け一体感のある取組としていくために必要な

考え方・視点を７つ設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生活の場面ごとの取組 

３期プラン同様、施策分野別ではなく、障害のある人の生活場面ごとに５分類

にわけました。 

４期プランでは、生活全般に係わる施策・事業の重要性を捉えて、「様々な生活

の場面を支えるもの」を新たな枠組みとして設けるとともに、分類を再検討しま

した。 

枠組み 内容 

様々な生活の場面を支えるもの 普及啓発、人材確保・育成、権利擁護、 

相談支援 

生活の場面１ 住む・暮らす 住まい、暮らし、移動支援、まちづくり 

生活の場面２ 安心・安全 健康・医療、防災・減災 

生活の場面３ 育む・学ぶ 療育、教育 

生活の場面４ 働く・楽しむ 就労、日中活動、スポーツ・文化芸術 

 

第４章 障害のある人を地域で支える基盤の整備 

第３章で取り上げた各事業とは別に、様々な事業をネットワーク型でつなぎ、

障害のある人を地域全体で支える社会基盤の整備について説明します。 

１ 本章の位置付け 

２ 国の動向 

地域共生社会の実現に向けて国が進める「精神障害にも対応した地域包括ケア

システム」と「地域生活支援拠点機能」について、これまでの経過を説明します。 

１ 障害のある人個人の尊重と人権の保障の視点 

２ 障害状況やライフステージに合わせたニーズを捉えていく視点 

３ 将来にわたるあんしん施策を踏まえた視点 

４ 親なき後の安心と、親あるうちからの自立につなげていく視点 

５ 障害のある人すべてが生きがいを実感できるようにしていく視点 

６ 障害理解を進め、社会の変容を促していく視点 

７ サービス提供体制を持続可能にしていく視点 

 



３ 横浜市の状況 

横浜市が進める「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」と「地域生活支

援拠点機能」について、それぞれの将来像とそれに向けた取組を説明します。 

４ 今後の方向性 

これからの検討・推進の方向性を説明します。 

 

第５章 ＰＤＣＡサイクルによる計画の見直し 

障害福祉計画及び障害児福祉計画の部分については３年後に見直します。

見直しにあたっては、障害のある人や家族、支援者等のインタビューや意見

交換を行うとともに、障害者施策推進協議会や障害者施策推進部会、毎年開

催する市民向け説明会など様々な場面で、各施策・事業の評価・検討を行いま

す。 
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横浜市
よこはまし

では、障害
しょうがい

施策
し さ く

に係
かか

わる中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

な計画
けいかく

である「障害者
しょうがいしゃ

プラン」（以下
い か

「プラン」

といいます。）を、平成
へいせい

16年度
ね ん ど

に策定
さくてい

しました。その後
ご

、21年度
ね ん ど

に「第
だい

２期
き

プラン」、27年度
ね ん ど

に「第
だい

３期
き

プラン」を策定
さくてい

し、障害者
しょうがいしゃ

が自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のできる社会
しゃかい

の構築
こうちく

という視点
し て ん

を中心
ちゅうしん

に、

施策
し さ く

を推進
すいしん

してきました。 

このプランは、次
つぎ

の三
みっ

つの法定
ほうてい

計画
けいかく

（策定
さくてい

するよう法令
ほうれい

で決
き

められている計画
けいかく

）の性質
せいしつ

を持
も

つ

計画
けいかく

です。 

一
ひと

つ目
め

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づく、障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

等
とう

を定
さだ

める基本的
きほんてき

な計画
けいかく

で

ある「障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」です。二
ふた

つ目
め

は、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づき、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

におけるサービス

ごとに、必要
ひつよう

な利用
り よ う

の見
み

込
こ

み量
りょう

を定
さだ

め、その円滑
えんかつ

な実施
じ っ し

の確保
か く ほ

を進
すす

めていくことを定
さだ

める「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」です。三
みっ

つ目
め

は、児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

におけるサービスごとに、必要
ひつよう

な

利用
り よ う

の見
み

込
こ

み量
りょう

を定
さだ

め、その円滑
えんかつ

な実施
じ っ し

の確保
か く ほ

を進
すす

めていくことを定
さだ

める「障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」で

す。 

第
だい

４期
き

プランも、引
ひ

き続
つづ

き、横浜市
よこはまし

の施策
し さ く

と、国
くに

が定
さだ

める障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの連携
れんけい

を図
はか

ってい

く必要
ひつよう

があることから、この三
みっ

つの計画
けいかく

を一体的
いったいてき

に策定
さくてい

します。 

障害
しょうがい

のあるなしに係
かか

わらず、全
すべ

ての市民
し み ん

が、等
ひと

しく基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こ じ ん

として尊重
そんちょう

されることを前提
ぜんてい

に、障害
しょうがい

のあるなしによって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そ う ご
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じんかく

と個性
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らすことの出
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です。 
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方
ほう

向性
こうせい

をまとめた改定版
かいていばん

を策定
さくてい

しました。 

  第
だい

４期
き

プランについても、第
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き

プランと同
おな

じく、中
ちゅう

・長期的
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なビジョンをもって施策
し さ く
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め

ていくために、計画
けいかく

期間
き か ん

を６年
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間
かん

として策定
さくてい

します。 

また、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

及
およ

び障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計
けい

画
かく

の部
ぶ

分
ぶん

については、３年
ねん

後
ご

に見
み

直
なお

しを実施
じ っ し

します。そ

のほかにも、プランの進行
しんこう

管理
か ん り

や進捗
しんちょく

を評価
ひょうか

し、その施策
し さ く

・事業
じぎょう

の必要性
ひつようせい

の検討
けんとう

、事業
じぎょう

規
き

模
ぼ

や期間
き か ん

などを見
み

直
なお

すとともに、社会
しゃかい

情勢
じょうせい

やニーズの変化
へ ん か

に 伴
ともな

う 新
あたら

しい課題
か だ い

に柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

するための

施策
し さ く

の再構築
さいこうちく

なども併
あわ

せて実施
じ っ し

します。 

本市
ほ ん し

では、個別
こ べ つ

の法律
ほうりつ

を根拠
こんきょ

とする福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

の分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

として、「よこはま地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア計画
けいかく

（横浜市
よこはまし

高齢者
こうれいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

・認知症
にんちしょう

施策
し さ く

推進
すいしん

計画
けいかく

）」、「健康
けんこう

横浜
よこはま

21」、「横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

」、「横浜市
よこはまし

住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」、「横浜市
よこはまし

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」がありま

す。これに加
くわ

えて、本市
ほ ん し

独自
ど く じ

に「横浜市
よこはまし

歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

推進
すいしん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

）」や、「よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プ

ラン」という本市
ほ ん し

の保健
ほ け ん

医療
いりょう

施策
し さ く

に関
かん

する総合的
そうごうてき

な計画
けいかく

があります。 

また、「横浜市
よこはまし

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

」は、地域
ち い き

の視点
し て ん

から高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

、子
こ

ども・若者
わかもの

等
とう

の対象者
たいしょうしゃ

や、保健
ほ け ん

や健康
けんこう

に関
かん

する分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

に 共
きょう

通
つう

する理念
り ね ん

、方針
ほうしん

及
およ

び取組
とりくみ

推進
すいしん

の方向性
ほうこうせい

等
とう

を明示
め い じ

し、

対象者
たいしょうしゃ

全体
ぜんたい

の地域
ち い き

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることを目指
め ざ

しています。また、住民
じゅうみん

、事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び公的
こうてき

機関
き か ん

が協働
きょうどう

する基本的
きほんてき

な事項
じ こ う

を横断的
おうだんてき

に示
しめ

すことで、地域
ち い き

における展開
てんかい

を総括
そうかつ

する役割
やくわり

を果
は

たします。

分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

に掲
かか

げた事業
じぎょう

や地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

は、地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

と相互
そ う ご

に取組
とりくみ

を進
すす

めることで

対象者
たいしょうしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

このように、障害
しょうがい

のあるなしに係
かか

わらず、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支援
し え ん

するためには、人々
ひとびと

の暮
く

らしの

場
ば

である地域
ち い き

において、様々
さまざま

な取組
とりくみ

をそれぞれの関係性
かんけいせい

や相互
そ う ご

のつながり、取組
とりくみ

全体
ぜんたい

の方向性
ほうこうせい

、

連続性
れんぞくせい

といった視点
し て ん

で捉
とら

え、それぞれを関
かん

連
れん

付
づ

けて行
おこな

うことが必要
ひつよう

です。 

施策
し さ く

の展開
てんかい

にあたっては、関係
かんけい

するそれぞれの分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

が、有機的
ゆうきてき

に連動
れんどう

していくことによっ

て、一層
いっそう

の効果
こ う か

があがってきます。 

年
度

ね
ん
ど

平 成
へいせい

 

27年度
ねんど

 

(2015

年度
ねんど

) 

28年度
ねんど

 

(2016

年度
ねんど

) 

29年度
ねんど

 

(2017

年度
ねんど

) 

30年度
ねんど

 

(2018

年度
ねんど

) 

令
れい

和
わ

元
がん

年度
ねんど

 

(2019

年度
ねんど

) 

２年度
ねんど

 

(2020

年度
ねんど

) 

３年度
ねんど

 

(2021

年度
ねんど

) 

４年度
ねんど

 

(2022

年度
ねんど

) 

５年度
ねんど

 

(2023

年度
ねんど

) 

６年度
ねんど

 

(2024

年度
ねんど

) 

７年度
ねんど

 

(2025

年度
ねんど

) 

８年度
ねんど

 

(2026

年度
ねんど

) 

名

称

め
い
し
ょ
う 

第

だい

３期
き

横浜市
よこはまし

障 害 者
しょうがいしゃ

プラン 第

だい

４期
き

横浜市
よこはまし

障 害 者
しょうがいしゃ

プラン 

構

成

こ
う
せ
い 

障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

 

（=施策
しさく

の 方 向 性
ほうこうせい

と個別
こべつ

の事 業
じぎょう

等
とう

を定
さだ

める 計 画
けいかく

） 
障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

（=サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み 量
りょう

等
とう

 

を 定
さだ

める 計 画
けいかく

） 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

（２） 他
た

計画
けいかく

との関係性
かんけいせい
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行政
ぎょうせい

分野
ぶ ん や

ごとの専門性
せんもんせい

を充実
じゅうじつ

させ、質
しつ

の高
たか

い施策
し さ く

を展開
てんかい

していくとともに、関連
かんれん

する分野
ぶ ん や

を

意識
い し き

し、整合性
せいごうせい

を図
はか

りながら一体的
いったいてき

に推進
すいしん

していきます。 

名称
めいしょう

 根拠法
こんきょほう

 

横浜市
よこはまし

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法
ほう

 

よこはま地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア計画
けいかく

（横浜市
よこはまし

高齢者
こうれいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

・

認知症
にんちしょう

施策
し さ く

推進
すいしん

計画
けいかく

） 

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

法
ほう

、 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

法
ほう

 

健康
けんこう

横浜
よこはま

２１ 健康
けんこう

増進
ぞうしん

法
ほう

 

横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 
子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

法
ほう

、 

次
じ

世代
せ だ い

育成
いくせい

支援
し え ん

対策
たいさく

推進
すいしん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

教育
きょういく

基本
き ほ ん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

推進
すいしん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

） 
横浜市
よこはまし

歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

の推進
すいしん

に

関
かん

する条例
じょうれい

 

☆横浜市
よこはまし

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

・地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

） 

※策定作業中

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

（国
くに

要綱
ようこう

） 

よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プラン ― 

☆：第
だい

４期
き

プランから新
あら

たに取
と

り上
あ

げた計画
けいかく

 

第
だい

３期
き

プランに引
ひ

き続
つづ

き、施策
し さ く

分野
ぶ ん や

別
べつ

や障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

にまとめた行政
ぎょうせい

や支援者
しえんしゃ

の側
がわ

に立
た

った

視点
し て ん

をもとにした構成
こうせい

ではなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視点
し て ん

に立
た

った枠
わく

組
ぐ

み

を設定
せってい

しました。 

第
だい

４期
き

プランでは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を４つにわけて考
かんが

えました。また、「普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

、人材
じんざい

確保
か く ほ

など特定
とくてい

の生活
せいかつ

場面
ば め ん

に限定
げんてい

できないものが大切
たいせつ

だ」という意見
い け ん

を受
う

け、「様々
さまざま

な

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの」を１つにまとめました。 

こうして、計
けい

５つの分野
ぶ ん や

に障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

する施策
し さ く

・事業
じぎょう

を分類
ぶんるい

しました。 

３ 計画
けいかく

の構成
こうせい
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分類
ぶんるい

内容
ないよう

 

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

、人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい

、権利
け ん り

擁護
よ う ご

、相談
そうだん

支援
し え ん

 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす 住
す

まい、暮
く

らし、移
い

動
どう

支援
し え ん

、まちづくり 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２ 安心
あんしん

・安全
あんぜん

健康
けんこう

・医療
いりょう

、防災
ぼうさい

・減災
げんさい

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ 療育
りょういく

、教育
きょういく

 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
たの

しむ 就労
しゅうろう

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

、スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

 

また、様々
さまざま

な施策
し さ く

・事業
じぎょう

をつなぎあわせ、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

で支
ささ

えるための基盤
き ば ん

を整備
せ い び

する

取組
とりくみ

として進
すす

めている「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」と「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステ

ム」については、別
べつ

にまとめ、将来像
しょうらいぞう

とそれに向
む

けた取組
とりくみ

を総合的
そうごうてき

に記載
き さ い

しました。 

平成３０年度
ね ん ど

報酬改定 

・介護との共生型援助 

４ 国
くに

の動向
どうこう

 

・第
だい

３期
き

プランの計画
けいかく

期間中
きかんちゅう

（平成
へいせい

27年度
ねんど

～令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

）にあった国
くに

の法
ほう

改正
かいせい

・

報 酬
ほうしゅう

改定
かいてい

などを中 心
ちゅうしん

に説明
せつめい

します。 
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 横浜
よこはま

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

には、全国
ぜんこく

に先駆
さ き が

けて始
はじ

まった事業
じぎょう

や、横浜市
よこはまし

独自
ど く じ

の取組
とりくみ

なども

多
おお

くあります。こうした施策
し さ く

・事業
じぎょう

は、行政
ぎょうせい

だけで進
すす

めてきたものではありません。

障害
しょうがい

のある人
ひと

たちやその家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

と行政
ぎょうせい

が対話
た い わ

を重
かさ

ね、ともに検討
けんとう

を

して、実現
じつげん

に導
みちび

いてきたという歴史
れ き し

的
てき

な流
なが

れがあります。 

まだ横浜
よこはま

市内
し な い

に障害
しょうがい

のある人
ひと

を支援
し え ん

する社会
しゃかい

資源
し げ ん

が乏
とぼ

しかった昭和
しょうわ

40年代
ねんだい

、障害
しょうがい

のあ

る子
こ

を育
そだ

てている保護者
ほ ご し ゃ

たちが、障害
しょうがい

のある子
こ

の療育
りょういく

・レクリエ－ションや保護者
ほ ご し ゃ

向
む

け

の学習会
がくしゅうかい

などを行う「地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

」を自分
じ ぶ ん

たちで立
た

ち上
あ

げていきました。そして、障害
しょうがい

のある子
こ

たちが成長
せいちょう

し、成人
せいじん

した後
あと

に通
かよ

う日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

として、「地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」をつく

っていきます。こうした動
うご

きに対
たい

して、横浜市
よこはまし

は、運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

する仕組
し く

みをつくり、

活動
かつどう

を支
ささ

えてきました。その後
ご

、地域
ち い き

で暮
く

らし続
つづ

けられる住
す

まいについて、障害
しょうがい

のある

人
ひと

たちやその家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

と行政
ぎょうせい

が対話
た い わ

と検討
けんとう

を重
かさ

ね、「グループホーム」の制度
せ い ど

化
か

へ

つながっていくことになります。 

こうした活動
かつどう

の輪
わ

が広
ひろ

がっていくにつれて、その活動
かつどう

場所
ば し ょ

を確保
か く ほ

することが難
むずか

しくな

っていきました。そこで、安定
あんてい

的
てき

な地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

を設
もうけ

けるため、地域
ち い き

住民
じゅうみん

もまじえ、

「横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム」（以下
い か

「地活
ち か つ

ホーム」といいます。）の建設
けんせつ

・運営
うんえい

が

始
はじ

まりました。この地活
ち か つ

ホームは、昭和
しょうわ

55年
ねん

に１か所目
し ょ め

が建設
けんせつ

されてから、平成
へいせい

６年
ねん

には

23か所
しょ

にまで広
ひろ

まります。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

たちを支
ささ

える社会
しゃかい

資源
し げ ん

が増
ふ

えてきたことによって、生活
せいかつ

の場
ば

は自宅
じ た く

だけ

ではなく地域
ち い き

へと広
ひろ

がりを見
み

せるようになります。それに伴
ともな

って、地活
ち か つ

ホームに求
もと

めら

れる役割
やくわり

も、地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

だけではなく、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の拠点
きょてん

といえるようなものが必要
ひつよう

と

されるようになっていきました。こうした流
なが

れを受
う

けて、地活
ち か つ

ホームでは、平成
へいせい

７年
ねん

か

ら、夜間
や か ん

の介助
かいじょ

や見守
み ま も

りをする「ショートステイ事業
じぎょう

」などの機能
き の う

を増
ふ

やした「機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホーム」への転換
てんかん

が、行政
ぎょうせい

との対話
た い わ

の中
なか

で進
すす

められていくことになります。

更
さら

に、地活
ち か つ

ホームの自主的
じしゅてき

な運営
うんえい

を支
ささ

えてきた横浜市
よこはまし

も、平成
へいせい

11年
ねん

からは行政
ぎょうせい

施策
し さ く

とし

て、機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホームよりも事業
じぎょう

・施設
し せ つ

の規模
き ぼ

を拡大
かくだい

した「社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホー

ム」の各区
か く く

１館
かん

設置
せ っ ち

を進
すす

めていくことになります。機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホームへの転換
てんかん

と社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホームの設置
せ っ ち

は、ともに平成
へいせい

25年
ねん

に完了
かんりょう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの地域
ち い き

生活
せいかつ

を支える拠点
きょてん

として機能
き の う

しています。 

地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

が立
た

ち上
あ

がった頃
ころ

からこれまでの活動
かつどう

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちを支
ささ

える担
にな

い

手
て

も地域
ち い き

で増
ふ

えていきました。個人
こ じ ん

としての活動
かつどう

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの

保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

が集
あつ

まって活動
かつどう

をすることも多
おお

くありました。そうした活動
かつどう

などをき

第
だ い

２章
しょう

 横浜市
よ こ は ま し

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

について 

１ 横浜市
よ こ は ま し

の障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

のあゆみ 
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っかけとして、小規模
しょうきぼ

ながらも障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の専門性
せんもんせい

が高
たか

い社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

が数多
かずおお

く立
た

ち上
あ

げ

られたことや、こうした法人
ほうじん

が地域
ち い き

の活動
かつどう

を支
ささ

えることで更
さら

に地域
ち い き

での障害
しょうがい

福祉
ふ く し

が活発
かっぱつ

になってきたことは、横浜市
よこはまし

の特徴
とくちょう

であり強
つよ

みとなっています。 

この大
おお

きな流
なが

れは、ここまで触
ふ

れてきた身体
しんたい

障害児者
しょうがいじしゃ

・知的
ち て き

障害児者
しょうがいじしゃ

だけでなく、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

にも同
おな

じように広
ひろ

がっていました。精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

では、各区
か く く

役所
やくしょ

に専任
せんにん

で

配置
は い ち

された医療
いりょう

ソーシャルワーカーが中心
ちゅうしん

となって家族
か ぞ く

会
かい

を立
た

ち上
あ

げるなど、発端
ほったん

は

行政
ぎょうせい

が主導
しゅどう

的
てき

でした。しかし、その後
ご

、「横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」（以下
い か

「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」といいます）やグループホームの設置
せ っ ち

など、地域
ち い き

で生活
せいかつ

するための

場
ば

づくりに、家族
か ぞ く

会
かい

を含
ふく

む地域
ち い き

の担
にな

い手
て

が行政
ぎょうせい

と共
とも

に早
はや

い時期
じ き

から取
と

り組
く

んでいきま

す。社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

の場所
ば し ょ

として市内
し な い

初
はつ

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

が２か所
しょ

設置
せ っ ち

されたのは昭和
しょうわ

57年
ねん

、「社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

の促進
そくしん

」が法的
ほうてき

に位置
い ち

づけられる５年
ねん

ほど前
まえ

のことでした。 

地域
ち い き

での活動
かつどう

が活発
かっぱつ

になるにしたがって、法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホームの設置
せ っ ち

に向
む

けた動
うご

きと同様
どうよう

に、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

での居
い

場所
ば し ょ

や地域
ち い き

活動
かつどう

の拠点
きょてん

が必要
ひつよう

とされるようになります。

平成
へいせい

11年
ねん

には、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える拠点
きょてん

として、各区
か く く

に横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター（以下
い か

「生活
せいかつ

支援
し え ん

センター」といいます）が設置
せ っ ち

されていくこととなり

ます。平成
へいせい

25年
ねん

には、各区
か く く

１館
かん

設置
せ っ ち

が完了
かんりょう

し、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

への充実
じゅうじつ

した支援
し え ん

を行
おこな

って

きています。 

こうして、現在
げんざい

、横浜市
よこはまし

では、区
く

役所
やくしょ

に設置
せ っ ち

された福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター、法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホー

ムに設置
せ っ ち

された基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター、生活
せいかつ

支援
し え ん

センターの３機関
き か ん

が一体
いったい

となり、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える体制
たいせい

をつくっています。 

近年
きんねん

では、国
くに

で定
さだ

める制度
せ い ど

や横浜市
よこはまし

独自
ど く じ

の事業
じぎょう

など、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスはかなり充足
じゅうそく

してきました。しかし、国
くに

の事業
じぎょう

が充実
じゅうじつ

していく過程
か て い

で、もともと横浜市
よこはまし

が独自
ど く じ

に実施
じ っ し

してきた事業
じぎょう

が利用
り よ う

しづらいものになってしまうことも多々
た た

あります。また、福祉
ふ く し

や保健
ほ け ん

などの分野
ぶ ん や

だけでなく医療
いりょう

も含
ふく

めた視点
し て ん

や、各制度間
かくせいどかん

の連携
れんけい

などもますます重要
じゅうよう

になっ

てきています。今後
こ ん ご

は、既存
き ぞ ん

の支援
し え ん

制度
せ い ど

の狭間
は ざ ま

にある人
ひと

たちをどう支
ささ

え、見過
み す

ごされがち

なニーズをどう汲
く

み取
と

っていくかが課題
か だ い

といえます。 

また、これまでとは異
こと

なり、行政
ぎょうせい

と共
とも

に横浜市
よこはまし

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

を引
ひ

っ張
ぱ

ってきた障害
しょうがい

の

ある人
ひと

たちやその家族
か ぞ く

も、サービスの利用者
りようしゃ

としての側面
そくめん

が強
つよ

くなってきている傾向
けいこう

があ

ります。そうした人
ひと

たちの生活
せいかつ

を支
ささ

えるのが行政
ぎょうせい

の役割
やくわり

である一方
いっぽう

、横浜市
よこはまし

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

をさらに良
よ

いものにしていくためには、対話
た い わ

・協働
きょうどう

は必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

なものです。 

第
だい

４期
き

プランの計画
けいかく

期間
き か ん

中
ちゅう

も、過去
か こ

から大切
たいせつ

にしてきた「障害
しょうがい

のある人
ひと

たちやその

家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

と行政
ぎょうせい

とが協 力
きょうりょく

し合
あ

って、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちが地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

るための施策
し さ く

を共
とも

に考
かんが

え、一緒
いっしょ

に進
すす

めていく」という姿勢
し せ い

を貫
つらぬ

いていくこ
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と、これまで続
つづ

けてきた協働
きょうどう

のあゆみを止
と

めず進
すす

めていくことが、行政
ぎょうせい

に求
もと

められてい

ると考
かんが

えています。 

将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

は、「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

」の質的
しつてき

転換
てんかん

策
さく

として、平成
へいせい

21

年度
ねんど

から進めて
すす

きた施策
しさく

です。 

「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

」とは、障害
しょうがい

のある人
ひと

への在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスがほとんどなかっ

た昭和
しょうわ

48年
ねん

につくられた制度
せいど

です。その後
ご

、30年
ねん

以上
いじょう

経過
けいか

する中
なか

で、障害
しょうがい

基礎
きそ

年金
ねんきん

の

創設
そうせつ

やグループホーム、地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

、地
ち

活
かつ

ホーム、ホームヘルプなど、在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービス

が充実
じゅうじつ

してきました。 

このような変化
へ ん か

のもと、障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

などが参加
さ ん か

する横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

施
し

策
さく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

で在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

のあり方
かた

について話し合い
はな  あ

を重
かさ

ね、ニー

ズ把握
は あ く

調査
ちょうさ

などを行
おこな

いました。その結果
けっか

、個人
こじん

に支給
しきゅう

する手当
てあて

を、障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

の多
おお

くが切実
せつじつ

に求めて
もと

いる「親
おや

亡
な

き後
あと

の生活
せいかつ

の安心
あんしん

」「障害者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への

対応
たいおう

」「地域
ち い き

生活
せいかつ

のためのきめ細
こま

やかな対応
たいおう

」などの必要
ひつよう

な施策
しさく

に転換
てんかん

すべきであると

確認
かくにん

されました。 

これらの声
こえ

を受けて
う

、本市
ほんし

では在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

を廃止
はいし

して、その財源
ざいげん

を活用
かつよう

し、

特
とく

に重要
じゅうよう

で緊急
きんきゅう

と思
おも

われる課題
かだい

認識
にんしき

を示す
しめ

ものとして「将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

」

としてとりまとめた施策
しさく

に転換
てんかん

することとしました。これらの施策
しさく

は第２期
だい  き

プランに明記
めいき

し、取
と

り組
く

んできました。続
つづ

く第
だい

３期
き

プランにおいても、その考
かんが

え方
かた

を障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

全体
ぜんたい

の基本的
きほんてき

視点
し て ん

として捉
とら

えて様々
さまざま

な施策
し さ く

展開
てんかい

を図
はか

ることによって、障害
しょうがい

のある人
ひと

の

地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

えてきました。根底
こんてい

に流
なが

れる考
かんが

え方
かた

はとても重要
じゅうよう

で、普遍的
ふへんてき

なものだと捉
とら

えています。 

その上
うえ

で、本人
ほんにん

を中心
ちゅうしん

に据
す

えて考
かんが

えると、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

と同
おな

じで、ご家
か

族
ぞく

が健在
けんざい

なうちから「自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる」ことが、障害
しょうがい

のある人
ひと

のご家
か

族
ぞく

にとっての「親
おや

亡
な

き後
あと

の生活
せいかつ

の安
あん

心
しん

」につながるのではないか、と捉
とら

えることもできま

す。時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に応
おう

じ、「将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

」の本質
ほんしつ

を見失
みうしな

わぬよう、様々
さまざま

な

事業
じぎょう

に取
と

り組
く

んでいく責務
せ き む

が私
わたし

たちには課
か

せられています。 

２ 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く
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トピック「障害
しょうがい

」の表記
ひょうき

について

「障害
しょうがい

」という言葉
こ と ば

は、他
ほか

にも、ひらがなを使
つか

った「障
しょう

がい」、当用
とうよう

漢字
か ん じ

使用
し よ う

以前
い ぜ ん

の表記
ひょうき

である「障碍
しょうがい

」という書
か

き方
かた

が使
つか

われることがありま

す。こうした書
か

き方
かた

は、「害
がい

」という字
じ

には悪
わる

いイメージがある、という考
かんが

えがもとになっているようです。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が社会
しゃかい

的に不利
ふ り

になる原因
げんいん

が「障害
しょうがい

者
しゃ

個人
こ じ ん

の身体
しんたい

能力
のうりょく

・

機能
き の う

に障害
しょうがい

がある」とする考
かんが

え方
かた

は「医学
い が く

モデル」、「社会
しゃかい

の構造
こうぞう

、社会
しゃかい

的
てき

な障壁
しょうへき

に問題
もんだい

がある」とする考
かんが

え方
かた

は「社会
しゃかい

モデル」と呼
よ

ばれていま

す。共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて重要
じゅうよう

な考
かんが

え方
かた

は、「障害
しょうがい

者
しゃ

を取
と

り巻
ま

く社会
しゃかい

の側
がわ

に物理
ぶ つ り

的
てき

・心理
し ん り

的
てき

な壁
かべ

があることにより、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

るこ

とに支障
ししょう

がある」と捉
とら

えることです。例
たと

えば、車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

が段差
だ ん さ

を上
のぼ

れないときは、「その人
ひと

に障害
しょうがい

があるから」とその人
ひと

の身体
しんたい

能力
のうりょく

に

着目
ちゃくもく

するのではなく、「そこにスロープがないから」という社会
しゃかい

の側
がわ

の課題
か だ い

として捉
とら

え、考
かんが

えていこうということです。 

横浜市
よこはまし

では、第
だい

２期
き

プランを策定
さくてい

するときから、このことについて障害
しょうがい

の

ある人
ひと

たちと議論
ぎ ろ ん

を重
かさ

ね、「障害
しょうがい

」という書
か

き方
かた

に統一
とういつ

してきました。今後
こ ん ご

も、これまでと同
おな

じように「障害
しょうがい

」と表記
ひょうき

します。 

そして、「障害
しょうがい

」の表記
ひょうき

とともに、「社会
しゃかい

モデル」の考
かんが

え方
かた

を広
ひろ

めるこ

とで、社会
しゃかい

の障害
しょうがい

や障壁
しょうへき

を解消
かいしょう

できるよう様々
さまざま

な施策
し さ く

を進
すす

めていきます。 

 

第
だい

３期
き

プランは、「自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のもと、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で『安心
あんしん

』して『学
まな

び』

『育
そだ

ち』暮
く

らしていくことができるまち ヨコハマを目指
め ざ

す」を基本
き ほ ん

目標
もくひょう

としました。ま

た、全体
ぜんたい

の構成
こうせい

としては、施策
し さ く

を推進
すいしん

する視点
し て ん

で組
く

み立
た

てた第
だい

２期
き

プランについて「どこ

４ 第
だい

３期
き

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プランの振
ふ

り返
かえ

り 

３ 各障害
か く し ょ う が い

手帳
て ち ょ う

等
と う

統計
と う け い

の推移
す い い

 

・第
だい

３期
き

プランに掲載
けいさい

した身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

に加
くわ

え、発達
はったつ

障 害
しょうがい

、強度
きょうど

行動
こうどう

障 害
しょうがい

、医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

について、把握
はあく

しうる統計
とうけい

データ（推計値
すいけいち

を含
ふく

む）を掲
けい

載
さい

します。 
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に何
なに

が書
か

いてあるかわかりにくい」という声
こえ

を受
う

け、障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

に関
かか

わらず、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視
し

点
てん

に立
た

った枠
わく

組
ぐ

みとして、５つのテーマを設定
せってい

しました。 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「障 害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

と、日常
にちじょう

から災害
さいがい

等
とう

の緊急
きんきゅう

時
じ

まで支
ささ

え合
あ

うことができ

るまち」を目指
め ざ

し、障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

を中心
ちゅうしん

とした普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

イベントや、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

での出前
でまえ

講座
こうざ

な

どの実施
じっし

、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

などによる相談
そうだん

支援
しえん

システムの強化
きょうか

、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえた通知
つうち

文書
ぶんしょ

の点字化
て ん じ か

等
とう

情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

などを推進
すいしん

しました。一方
いっぽう

で、

障害
しょうがい

理解
りかい

の更
さら

なる推進
すいしん

や防災
ぼうさい

対策
たいさく

を求
もと

める声
こえ

のほか、どこに相談
そうだん

に行
い

ったらよいかわからない

などといった声
こえ

が挙
あ

がっています。 

【課題
か だ い

】 

生活
せいかつ

を支
ささ

える環境
かんきょう

整備
せ い び

の充実
じゅうじつ

 

 障害
しょうがい

に対
たい

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

や配慮
はいりょ

を進
すす

めるためには、互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

付
づ

き、身
み

近
ぢか

に感
かん

じる

仕
し

組
く

みづくりが必要
ひつよう

です。また、各相談先
かくそうだんさき

については、機能
き の う

の整理
せ い り

や連携
れんけい

など更
さら

なる充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

だと考
かんが

えられます。 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「自
みずか

ら住
す

まいの場
ば

を選択
せんたく

し、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らし・生活
せいかつ

し続
つづ

けられるまち」を

目指
め ざ

し、親
おや

亡
な

き後
あと

の暮
く

らしを支
ささ

える後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

の全区
ぜんく

展開
てんかい

や、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

える

ための支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

の開催
かいさい

、グループホームの設置
せっち

のほか、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

機能
きのう

の全区
ぜんく

で

の整備
せいび

などを推進
すいしん

しました。 

【課題
か だ い

】 

住
す

まい・暮
く

らしの充実
じゅうじつ

 

住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

・住
す

みたい地域
ち い き

での暮
く

らしや、グループホームでの暮
く

らし、高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

、退院後
たいいんご

や施設
し せ つ

からの地域
ち い き

移行
い こ う

など、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や状態
じょうたい

等
とう

に応
おう

じた多
た

様
よう

なニーズ

に応
こた

えられるよう、住
す

まい・暮
く

らしに関
かん

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や環境
かんきょう

整備
せ い び

が求
もと

められています 

（１） テーマ１ 出会
で あ

う・つながる・助
たす

け合
あ

う 

（２） テーマ２ 住
す

む、そして暮
く

らす 
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【振
ふ

り返
かえ

り】 

「毎日
まいにち

を安心
あんしん

して過
す

ごし、地域
ちいき

の中
なか

で健
すこ

やかに育
そだ

ち、共
とも

に生
い

きていくことができるまち」を目
め

指
ざ

し、障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

を理解
りかい

し、適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

できるよう知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

専門
せんもん

外来
がいらい

を５病 院
びょういん

で

開設
かいせつ

し、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

の関連
かんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

を調整
ちょうせい

するコーディネーターの配置
はいち

、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

・学校
がっこう

のバリアフリー化
か

や、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえた各取組
かくとりくみ

などを推進
すいしん

しまし

た。 

【課題
か だ い

】 

安心
あんしん

・安全
あんぜん

に暮
く

らせる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

 医療
いりょう

受診
じゅしん

環境
かんきょう

の向上
こうじょう

や、障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえた心身
しんしん

の健
けん

康
こう

対
たい

策
さく

等
とう

をライフステージに応
おう

じて推進
すいしん

するため、医
い

療
りょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

の連携
れんけい

強化
きょうか

が必要
ひつよう

です。また、災害
さいがい

時
じ

には、

要援護者
ようえんごしゃ

への必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

が行
おこな

われるよう環境
かんきょう

整備
せ い び

を進
すす

めるほか、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の仕
し

組
く

みの

構築
こうちく

や公
こう

助
じょ

の役割
やくわり

を明確化
めいかくか

する必要
ひつよう

があります。 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

を通
つう

じて、家族
かぞく

や友
とも

だち、学校
がっこう

の先生
せんせい

などの大人
おとな

たちと関
かか

わり、語
かた

り合
あ

い、

学
まな

び合
あ

い、生
い

きる力
ちから

を身
み

に付
つ

けていくことができるまち」を目
め

指
ざ

し、地域
ちいき

療育
りょういく

センターの初診
しょしん

待機
たいき

期間
きかん

短縮
たんしゅく

に向
む

けた取組
とりくみ

の実施
じっし

や、教育環境
きょういくかんきょう

の充実
じゅうじつ

のほか、障害福祉人材確保
しょうがいふくしじんざいかくほ

に向
む

けたＰＲ
ぴーあーる

動画
どうが

の制作
せいさく

・公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

での一斉
いっせい

放映
ほうえい

などを行
おこな

いました。 

【課題
か だ い

】 

療育
りょういく

・教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の増加
ぞ う か

、障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・多様化
た よ う か

を踏
ふ

まえ、様々
さまざま

なニーズに対応
たいおう

できるよう、

地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

、教 職 員
きょうしょくいん

の専門性
せんもんせい

の

向上
こうじょう

や教育
きょういく

環境
かんきょう

、教育
きょういく

活動
かつどう

の更
さら

なる充実
じゅうじつ

が求
もと

められています 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

人材
じんざい

確保
か く ほ

への対応
たいおう

 

 労働
ろうどう

人口
じんこう

減少
げんしょう

の中
なか

、必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

するための人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

が

分野
ぶ ん や

を超
こ

えて求
もと

められています。 

（３） テーマ３ 毎日
まいにち

を安心
あんしん

して健
すこ

やかに過
す

ごす 

（４） テーマ４ いきる 力
ちから

を学
まな

び・ 育
はぐく

む 
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【振
ふ

り返
かえ

り】 

「一人
ひとり

ひとりの適性
てきせい

や希望
きぼう

に合
あ

った仕事
しごと

を見
み

つけることができ、また、外出
がいしゅつ

や趣味
しゅみ

・スポーツ

を楽
たの

しむなど、様々
さまざま

な余暇
よ か

が充
じゅう

実
じつ

したまち」を目指
め ざ

し、就労
しゅうろう

支援
しえん

センター等
とう

を中心
ちゅうしん

とした就労
しゅうろう

支
し

援
えん

の促進
そくしん

・定着
ていちゃく

支援
しえん

や、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

と企業
きぎょう

のコーディネートを担
にな

う横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

センターの開設
かいせつ

、移動
いどう

情報
じょうほう

センターの全区
ぜんく

展開
てんかい

、ラポール上
かみ

大岡
おおおか

の整備
せいび

などを行
おこな

いまし

た 

【課題
か だ い

】 

自分
じ ぶ ん

らしく過
す

ごすための環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

 社会
しゃかい

と関
かか

わりながら様々
さまざま

な 形
かたち

で過
す

ごすため、就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

にした、就労
しゅうろう

支援
し え ん

の促進
そくしん

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

などのほか、生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

の設置
せ っ ち

など希望
き ぼ う

や状態
じょうたい

に合
あ

った

日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の設置
せ っ ち

促進
そくしん

、障害者
しょうがいしゃ

スポーツ・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

のさらなる充実
じゅうじつ

が求
もと

められていま

す 

（５） テーマ５ 働
はたら

く・活動
かつどう

する・余暇
よ か

を楽
たの

しむ 
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障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、 

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、 

自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコハマを目
め

指
ざ

す 

第
だい

３期
き

プラン策
さく

定
てい

時
じ

から比
くら

べると、様々
さまざま

な障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

・事業
じぎょう

は充実
じゅうじつ

に向
む

かっている

と捉
とら

えています。しかし、一方
いっぽう

で、平成
へいせい

28年
ねん

７月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

」

で起
お

きた事件
じ け ん

などを通
とお

して、障害
しょうがい

のある人
ひと

への偏見
へんけん

はいまだ深
ふか

く、社会
しゃかい

の理解
り か い

もまだ十分
じゅうぶん

には進
すす

んでいないということを思
おも

い知
し

らされました。 

このように障害
しょうがい

のある人
ひと

の生命
せいめい

・生活
せいかつ

が脅
おびや

かされる出来事
で き ご と

も起
お

きる中
なか

、改
あらた

めて、障害
しょうがい

のある人
ひと

の尊厳
そんげん

と人権
じんけん

を尊重
そんちょう

することの大切
たいせつ

さを社会
しゃかい

に示
しめ

したいと 考
かんが

え、「障害者
しょうがいしゃ

の

権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

」（平成
へいせい

26年
ねん

１月
がつ

20日
は つ か

批准
ひじゅん

）に基
もと

づき、この基本
き ほ ん

目標
もくひょう

を設定
せってい

しました。 

 

 

 

すべての施策
し さ く

・事業
じぎょう

を進
すす

めていく上
うえ

で必要
ひつよう

な考
かんが

え方
かた

・視点
し て ん

を設定
せってい

しました。一
ひと

つひとつ

の事業
じぎょう

を個別
こ べ つ

に 行
おこな

うのではなく、共通
きょうつう

の視点
し て ん

を持
も

って各
かく

事業
じぎょう

を進
すす

めていくことで、基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けた幅広
はばひろ

い取組
とりくみ

として推進
すいしん

していきます。 

 

１ 障害
しょうがい

のある人
ひと

個人
こ じ ん

の尊重
そんちょう

と人権
じんけん

の保障
ほしょう

の視点
し て ん

 

２ 障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

やライフステージに合
あ

わせたニーズを捉
とら

えていく視点
し て ん

 

３ 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く

を踏
ふ

まえた視点
し て ん

 

４ 親
おや

なき後
あと

の安心
あんしん

と、親
おや

あるうちからの自立
じ り つ

につなげていく視点
し て ん

 

５ 障害
しょうがい

のある人
ひと

すべてが生
い

きがいを実感
じっかん

できるようにしていく視点
し て ん

 

６ 障害
しょうがい

理解
り か い

を進
すす

め、社会
しゃかい

の変容
へんよう

を促
うなが

していく視点
し て ん

 

７ サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

を持続
じ ぞ く

可能
か の う

にしていく視点
し て ん

 

  

第
だ い

３章
しょう

 第
だ い

４期
き

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

の基本
き ほ ん

目標
もくひょう

と取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

１ 基本
き ほ ん

目標
もくひょう

 

２ 基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて必要
ひつよう

な視点
し て ん
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障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として生
い

きていくには、互
たが

いの存在
そんざい

に

気
き

づき、互
たが

いを理解
り か い

し合
あ

い、同
おな

じ社会
しゃかい

に生
い

きている身近
み ぢ か

な存在
そんざい

だと感
かん

じられる仕組
し く

みが大
たい

切
せつ

です。そのためには、障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

などと行政
ぎょうせい

が協
きょう

力
りょく

し、障害
しょうがい

理解
り か い

に向
む

けた普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進
すす

めていくことが重要
じゅうよう

です。啓発
けいはつ

活動
かつどう

にはこれま

でも長年
ながねん

にわたって力
ちから

を入
い

れてきました。しかし、誰
だれ

もが生
い

きやすい社会
しゃかい

をつくるため

これからも、私
わたし

たちは不断
ふ だ ん

の努力
どりょく

を続
つづ

けていかなければなりません。 

また、障害
しょうがい

ゆえに支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする人
ひと

が自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

をどう生
い

きていくのかを考
かんが

えると

ご家族
か ぞ く

が健在
けんざい

であるうちから、「相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

い、自
みずか

らの意思
い し

により自
じ

分
ぶん

らしい生活
せいかつ

を送
おく

る」という将来
しょうらい

を見据
み す

えた取組
とりくみ

が重要
じゅうよう

になります。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を支
ささ

えるには、困
こま

った時
とき

にいつでも相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

や、どこに

相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に対応
たいおう

できる体制
たいせい

、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じて必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を必要
ひつよう

な時
とき

に得
え

られる

ような発信
はっしん

なども必要
ひつよう

です。 

これらの工夫
く ふ う

や配慮
はいりょ

などによって、日常
にちじょう

生活
せいかつ

のあらゆる場面
ば め ん

で、すべての人
ひと

が障害
しょうがい

の

あるなしによる分
わ

け隔
へだ

てがなく互
たが

いの人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

しあうことができる社
しゃ

会
かい

が生
う

み

出
だ

せると私
わたし

たちは考
かんが

えています。さらに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

を送
おく

るには、

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

える人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

や、福祉
ふ く し

サービスを提供
ていきょう

する側
がわ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

のた

めの新
あら

たな取組
とりくみ

など、労働
ろうどう

人口
じんこう

が減少
げんしょう

しても、必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

する

体制
たいせい

を維持
い じ

・強化
きょうか

するための施策
し さ く

が急務
きゅうむ

となっています。 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

う地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を目指
め ざ

して、

横浜
よこはま

市
し

は疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

の促進
そくしん

に努
つと

めてきました。しかし、今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケ

ート調査
ちょうさ

では、日常
にちじょう

生活
せいかつ

での困
こま

りごととして、障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

によっては５割
わり

前後
ぜ ん ご

の人
ひと

が「周
しゅう

囲
い

の理解
り か い

が足
た

りない」と答
こた

えています。さらに、外出
がいしゅつ

時
じ

の困
こま

りごととして「人
ひと

の目
め

が気
き

に

なる」「いじめや意地悪
い じ わ る

がこわい」などの項目
こうもく

が上位
じょうい

に来
き

ています。グループインタビュー

でも、自分
じ ぶ ん

たちの障害
しょうがい

について、「偏見
へんけん

を持
も

たず正
ただ

しく知
し

ってほしい」という意見
い け ん

が多
おお

く

挙
あ

げられており、より一層
いっそう

の障害
しょうがい

理解
り か い

が求
もと

められています。 

行政
ぎょうせい

は、様々
さまざま

な機会
き か い

を捉
とら

え、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

に向
む

けた普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を充実
じゅうじつ

させる責務
せ き む

があります。

効果的
こうかてき

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

うためには、行政
ぎょうせい

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちや支援
し え ん

者
しゃ

などの

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

や地域
ち い き

に根差
ね ざ

した団体
だんたい

、民間
みんかん

企業
きぎょう

など、多様
た よ う

な主体
しゅたい

が互
たが

い

３ 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

ごとの取組
とりくみ

 

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの 

０－１ 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ
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の強
つよ

みを生
い

かしながら協 力
きょうりょく

して取
と

り組
く

んでいくことが重要
じゅうよう

です。 

そこで、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

づき、身近
み ぢ か

に感
かん

じる仕組
し く

みづくり 

「障害
しょうがい

者
しゃ

週間
しゅうかん

」や「世界
せ か い

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デー」など様々
さまざま

なイベントなどをきっかけと

して、誰
だれ

もが障害
しょうがい

のある人
ひと

の存在
そんざい

に気
き

づき、日頃
ひ ご ろ

の生活
せいかつ

の中
なか

で互
たが

いに関
かか

わって身近
み ぢ か

に

感
かん

じる仕組
し く

みづくりを進
すす

めていきます。また、障害
しょうがい

のある人
ひと

が健康
けんこう

づくり活動
かつどう

や地域
ち い き

活動
かつどう

に参加
さ ん か

し、日常
にちじょう

的
てき

なふれあいの中
なか

で地域
ち い き

の誰
だれ

もがお互
たが

いを理解
り か い

し受
う

け止
と

める機会
き か い

を増
ふ

やすなどの取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

（２）障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

障害
しょうがい

の特性
とくせい

や障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する配慮
はいりょ

の理解
り か い

促進
そくしん

のため、各種
かくしゅ

媒体
ばいたい

や様々
さまざま

な機会
き か い

を通
つう

じて疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

の情報
じょうほう

を発信
はっしん

するとともに、当事者
とうじしゃ

や家族
か ぞ く

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

に

よる普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

や地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

の取組
とりくみ

を通
とお

した 住
じゅう

民
みん

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の

推進
すいしん

など、地域
ち い き

住民
じゅうみん

の障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

を進
すす

めていきます。 

（３）学齢期
がくれいき

への重点
じゅうてん

的
てき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、幼児期
よ う じ き

・学齢期
がくれいき

から障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

と共
とも

に取
と

り組
く

む様々
さまざま

な活動
かつどう

や体験
たいけん

などの機会
き か い

を通
とお

して、児童
じ ど う

・生徒
せ い と

や、その保護者
ほ ご し ゃ

の障害
しょうがい

理解
り か い

を進
すす

めてい

きます。 

取組
とりくみ

 

（１）互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

づき、身近
み ぢ か

に感
かん

じる仕組
し く

みづくり 

事業名
じぎょうめい

事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実
じつ

現
げん

に向
む

けた取
とり

組
くみ

等
とう

の

推進
すいしん

 

地域
ち い き

のあらゆる方
かた

が、「支
ささ

え手
て

」と「受
う

け手
て

」に分
わ

かれるのではなく、地域
ち い き

、

暮
く

らし、生
い

きがいをともに創
つく

り、高
たか

め

あうことができる「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の

実現
じつげん

に向
む

けた「障害
しょうがい

者
しゃ

週間
しゅうかん

」などの

取組
とりくみ

を実施
じ っ し

・推進
すいしん

していきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

各区
か く く

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

の促進
そくしん

 

各区
か く く

の住民
じゅうみん

に対
たい

して、疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

等
とう

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるための研
けん

修
しゅう

や

啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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（２）障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

当事
と う じ

者
しゃ

や 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関連
かんれん

施設
し せ つ

、市民
し み ん

団体
だんたい

等
とう

による普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

 

セイフティーネットプロジェクト

横浜
よこはま

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関連
かんれん

施設
し せ つ

、市民
し み ん

団体
だんたい

等
とう

による障害
しょうがい

理解
り か い

のための研修
けんしゅう

や

講演
こうえん

、地域
ち い き

活動
かつどう

を支援
し え ん

・協働
きょうどう

するな

ど、様々
さまざま

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

及
およ

び 家
か

族
ぞく

による普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センターが 中心
ちゅうしん

とな

り、障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

、家
か

族
ぞく

及
およ

び各
かく

団体
だんたい

と

連携
れんけい

・協働
きょうどう

し、障害
しょうがい

理解
り か い

の促
そく

進
しん

に向
む

けた普
ふ

及
きゅう

・啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

疾病
しっぺい

や 障 害
しょうがい

に関
かん

する

情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

 

ホームページなどの媒体
ばいたい

を活用
かつよう

して、

疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

や支
し

援
えん

に

関
かか

わる活
かつ

動
どう

を紹
しょう

介
かい

し、市民
し み ん

や当事
と う じ

者
しゃ

・

関係
かんけい

者
しゃ

の理解
り か い

促進
そくしん

に努
つと

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（３）学齢期
がくれいき

への重点
じゅうてん

的
てき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

学齢期
がくれいき

児童
じ ど う

及
およ

び保護
ほ ご

者
しゃ

への障害
しょうがい

理解
り か い

啓発
けいはつ

 

学齢期
がくれいき

児童
じ ど う

と保護
ほ ご

者
しゃ

が、障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

と

交
こう

流
りゅう

したり、障害
しょうがい

について理解
り か い

を深
ふか

めたりする機会
き か い

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

副学籍
ふくがくせき

に よ る 交流
こうりゅう

教育
きょういく

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に在籍
ざいせき

する児童
じ ど う

生徒
せ い と

が、

居住地
きょじゅうち

の小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

と一
いっ

緒
しょ

に学
まな

ぶ機
き

会
かい

の拡
かく

大
だい

を図
はか

るなど、

共同
きょうどう

学習
がくしゅう

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 横浜
よこはま

市
し

は、様々
さまざま

な団体
だんたい

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

の方々
かたがた

とも 協 力
きょうりょく

しながら、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

や障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどの社会
しゃかい

資源
し げ ん

の整備
せ い び

を進
すす

めてきました。しかし、現在
げんざい

では多
おお

くの業界
ぎょうかい

で

０－２ 人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい
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人材
じんざい

不足
ぶ そ く

が社会
しゃかい

問題
もんだい

となっており、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

でも、サービス提供
ていきょう

事業者
じぎょうしゃ

の多
おお

くは、

現場
げ ん ば

で 働
はたら

く人材
じんざい

の確保
か く ほ

に苦慮
く り ょ

しています。また、人材
じんざい

を確保
か く ほ

できても、定着
ていちゃく

させること

が難
むずか

しく、将来
しょうらい

を担
にな

う人材
じんざい

の育成
いくせい

もままならないという声
こえ

が挙
あ

がっています。障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

での雇用
こ よ う

を安定
あんてい

させることは喫緊
きっきん

の課題
か だ い

といえます。 

しかし、横浜
よこはま

市
し

の労働
ろうどう

人口
じんこう

も減少
げんしょう

が見込
み こ

まれる中
なか

で、人材
じんざい

の確保
か く ほ

・定着
ていちゃく

・育成
いくせい

を進
すす

め

るのは容易
よ う い

ではありません。障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

の魅力
みりょく

発信
はっしん

などこれまで取
と

り組
く

んできた施策
し さ く

だ

けでは不十分
ふじゅうぶん

なのはもちろんですが、人材
じんざい

確保
か く ほ

策
さく

を進
すす

めるだけでなく、事務
じ む

の効率
こうりつ

化
か

や業務
ぎょうむ

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

なども含
ふく

め、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

での働
はたら

き方
かた

を見直
み な お

す必要
ひつよう

があります。 

今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

では、将来
しょうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

にとって特
とく

に重要
じゅうよう

なものとして

「必要
ひつよう

なときに十分
じゅうぶん

な介助
かいじょ

が受
う

けられること」という回答
かいとう

が１位
い

でした。また、グループ

インタビューでも、支援
し え ん

者
しゃ

やサービスの担
にな

い手
て

の団体
だんたい

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちから

も「人材
じんざい

の確保
か く ほ

に力
ちから

を入
い

れてほしい」という意見
い け ん

が挙
あ

げられています。こういった声
こえ

に応
こた

え、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの提供
ていきょう

を将来
しょうらい

にわたって安定
あんてい

的
てき

に続
つづ

けていくために直面
ちょくめん

する

課題
か だ い

に対応
たいおう

するには、民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

や関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

と行政
ぎょうせい

が協働
きょうどう

し、継続
けいぞく

的
てき

に取
と

り組
く

んでい

くことが必要
ひつよう

です。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事
じゅうじ

者
しゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

関係
かんけい

機関
き か ん

との協働
きょうどう

により、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

で 働
はたら

く魅力
みりょく

の発信
はっしん

、求 人
きゅうじん

支援
し え ん

、雇用
こ よ う

支援
し え ん

、専門
せんもん

性
せい

向上
こうじょう

等
とう

に係
かか

る研修
けんしゅう

実施
じ っ し

などの人材
じんざい

育成
いくせい

支援
し え ん

を検討
けんとう

・実施
じ っ し

しま

す。 

（２）業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 

煩雑
はんざつ

な事務
じ む

作業
さぎょう

などの業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

や介護
か い ご

業務
ぎょうむ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

などを進
すす

めるため、ロボッ

ト・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

などの導入
どうにゅう

検討
けんとう

を進
すす

めます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事
じゅうじ

者
しゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

支援
し え ん

人材
じんざい

の

確保
か く ほ

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の仕事
し ご と

の魅力
みりょく

を発信
はっしん

し、

求人
きゅうじん

や雇用
こ よ う

の支援
し え ん

を 行
おこな

うことで

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

支援
し え ん

人材
じんざい

の確保
か く ほ

につなげて

いきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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障害
しょうがい

特性
とくせい

に 応
おう

じ た

支援
し え ん

のための研修
けんしゅう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

や行動
こうどう

障害
しょうがい

を有
ゆう

する方
かた

、

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な方
かた

等
とう

に対
たい

し、

専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を 行
おこな

うことのできる

人材
じんざい

を育成
いくせい

するための研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

職員
しょくいん

等
とう

への支援
し え ん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

の ＱＯＬ
きゅーおーえる

の 向上
こうじょう

を目指
め ざ

し

て、障害
しょうがい

特性
とくせい

やライフステージに応
おう

じ た 障害
しょうがい

の 重度化
じゅうどか

の 緩和
か ん わ

、 生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

等
とう

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

る

ため、 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

における衛生
えいせい

管理
か ん り

、栄養
えいよう

管理
か ん り

に関
かん

する研修
けんしゅう

、連絡会
れんらくかい

等
とう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の支援
し え ん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の定
てい

着
ちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を 行
おこな

うとともに、

人材
じんざい

確保
か く ほ

の方策
ほうさく

について検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

セ ン タ ー

職員
しょくいん

の人材
じんざい

育成
いくせい

 

多様
た よ う

なニーズに対応
たいおう

できるよう、

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルを向
こう

上
じょう

させるため、

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

など、人材
じんざい

育成
いくせい

を進
すす

めま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就労
しゅうろう

促進
そくしん

を目的
もくてき

とし

た 事業所
じぎょうしょ

職員
しょくいん

向
む

け

研修
けんしゅう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を 行
おこな

っている企業
きぎょう

での

「 就 業
しゅうぎょう

体験
たいけん

」の 研修
けんしゅう

を通
つう

じて、

事業所
じぎょうしょ

職員
しょくいん

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルの向
こう

上
じょう

、就労
しゅうろう

に向
む

けた意
い

識
しき

付
づ

けにつなげ

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

病気
びょうき

や 障害
しょうがい

のある小児
しょうに

及
およ

び 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の支援
し え ん

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

・

技術
ぎじゅつ

の向
こう

上
じょう

を図
はか

り、障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

を育成
いくせい

するための

研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ガ イ ド ヘ ル パ ー 等
とう

研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

 

ガイドヘルパー等
とう

の資格
し か く

取得
しゅとく

のため

の研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

し、人材
じんざい

確保
か く ほ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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ガイドヘルパースキル

アップ研修
けんしゅう

 

より質
しつ

の高
たか

いサービスが提供
ていきょう

できる

よ う 、 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の 従 業
じゅうぎょう

者
しゃ

を

対象
たいしょう

に研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センター

に よ る 団体
だんたい

活動
かつどう

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

本人
ほんにん

の活動
かつどう

を支
ささ

える人
にん

材
ざい

の

育成
いくせい

を進
すす

めるとともに、同
おな

じ障害
しょうがい

が

ある人
ひと

たちの交流
こうりゅう

やコミュニケーシ

ョンの機会
き か い

を拡充
かくじゅう

し、各
かく

団体
だんたい

活動
かつどう

を

促進
そくしん

する取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（２）業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロ

ボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 

煩雑
はんざつ

な事務
じ む

作業
さぎょう

などの業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

や

介護
か い ご

業務
ぎょうむ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

などを進
すす

めるた

め、ロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

などの

導入
どうにゅう

検討
けんとう

を進
すす

めます。 

検討
けんとう

・ 

実施
じ っ し

 
推進
すいしん

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 「障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の

一員
いちいん

として、 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きるまち」を実現
じつげん

するためには、障害
しょうがい

者
しゃ

の

権利
け ん り

擁護
よ う ご

について積極
せっきょく

的
てき

に取
と

り組
く

み、一人
ひ と り

ひとりの人権
じんけん

が十分
じゅうぶん

に尊重
そんちょう

される仕組
し く

みを構
こう

築
ちく

することが必要
ひつよう

です。平成
へいせい

26年
ねん

１月
がつ

の障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

や、障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

の施行
し こ う

など、障害
しょうがい

者
しゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

に関
かん

する様々
さまざま

な法
ほう

整備
せ い び

が進
すす

められてきましたが、それだけ

では十分
じゅうぶん

ではありません。法
ほう

の趣旨
し ゅ し

などを 私
わたし

たち一人
ひ と り

ひとりが理解
り か い

し、社会
しゃかい

をより良
よ

く

変
か

えていく取組
とりくみ

が求
もと

められています。 

また、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

が得
え

られること、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の意思
い し

を決
き

めること、決
き

めた意思
い し

を伝
つた

えら

れることなど、自身
じ し ん

の権利
け ん り

を守
まも

るために必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

なことを 行
おこな

う際
さい

、障害
しょうがい

ゆえに支援
し え ん

が

必要
ひつよう

な人
ひと

たちを支
ささ

える仕組
し く

みも無
な

くてはならないものです。 

 そこで、４つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

の具体
ぐ た い

例
れい

などの市民
し み ん

向
む

け広報
こうほう

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業者
じぎょうしゃ

を対象
たいしょう

とし

た研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じて、障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

が重大
じゅうだい

な人権
じんけん

侵害
しんがい

であることや予防
よ ぼ う

や早期
そ う き

発見
はっけん

の

０－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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重要
じゅうよう

性
せい

などを啓発
けいはつ

することで、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

を図
はか

っていきます。 

（２）成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

を必要
ひつよう

とする知
ち

的
てき

障害
しょうがい

者
しゃ

や精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の増加
ぞ う か

に対応
たいおう

し地域
ち い き

で安心
あんしん

した

生活
せいかつ

を送
おく

ることができるよう、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の啓発
けいはつ

や利用
り よ う

の促進
そくしん

を進
すす

めていきます。 

（３）障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

に基
もと

づく取組
とりくみ

 

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に向
む

けて周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

に関
かん

する

相談
そうだん

、紛争
ふんそう

の防止
ぼ う し

等
とう

のための体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させます。 

（４）情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

者
しゃ

、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び知
ち

的
てき

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

について定
さだ

めた、

行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

発信
はっしん

のルールを徹底
てってい

するとともに、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

について検討
けんとう

を行
おこな

っていき

ます。 

取組
とりくみ

 

（１）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

 

事業名
じぎょうめい

事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

対策
たいさく

事業
じぎょう

 

（普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

） 

市民
し み ん

向
む

けのリーフレット作成
さくせい

等
とう

によ

り広報
こうほう

を 行
おこな

います。また、虐待
ぎゃくたい

や

不適切
ふてきせつ

支援
し え ん

をなくしていくため、

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サ ー ビ ス の 事業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

を

対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（２）成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

横浜
よこはま

市
し

市民
し み ん

後見人
こうけんにん

養成
ようせい

・活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

地域
ち い き

における権利
け ん り

擁護
よ う ご

を市民
し み ん

参画
さんかく

で

進
すす

めるため、よこはま成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

セ

ンターが全区
ぜ ん く

で市民
し み ん

後見人
こうけんにん

の養成
ようせい

を

実施
じ っ し

し、区
く

役所
やくしょ

、市
し

・区
く

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協
きょう

議会
ぎ か い

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

が連携
れんけい

した活動
かつどう

支援
し え ん

の体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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法
ほう

人後
じんこう

見
けん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

よこはま成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

センターが、こ

れまでの法
ほう

人後
じんこう

見
けん

受任
じゅにん

実績
じっせき

を踏
ふ

まえ

て、市内
し な い

の社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法
ほう

人
にん

等
とう

への法
ほう

人後
じんこう

見
けん

実施
じ っ し

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

がより利用
り よ う

しやすいも

のとなるよう、関係
かんけい

機関
き か ん

と調整
ちょうせい

して

当事
と う じ

者
しゃ

及
およ

び 家族
か ぞ く

、 支援
し え ん

団体
だんたい

等
とう

へ の

説明会
せつめいかい

などを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

 

権利
け ん り

を守
まも

るための相談
そうだん

や契約
けいやく

に基
もと

づ

く金銭
きんせん

管理
か ん り

サービスなどの日常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

を、区
く

あんしんセンターが、

契約
けいやく

に基
もと

づいて実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

指標名
しひょうめい

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

成年
せいねん

後見
こうけん

申
もうし

立
た

て及
およ

び報
ほう

酬
しゅう

助
じょ

成
せい

件
けん

数
すう

 240件
けん

 270件
けん

 300件
けん

 

（３）障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

に基
もと

づく取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

市民
し み ん

への普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に当
あ

たっては、市民
し み ん

の方々
かたがた

に関心
かんしん

と理解
り か い

を

深
ふか

めていただくことが何
なに

よりも大切
たいせつ

であることから、市民
し み ん

向
む

けの広報
こうほう

及
およ

び

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を効果的
こうかてき

に実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

相談
そうだん

体制
たいせい

等
とう

の周知
しゅうち

 

障害
しょうがい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

に関
かん

する相
そう

談
だん

、紛
ふん

争
そう

の防
ぼう

止
し

等
とう

のための体制
たいせい

を周知
しゅうち

します。ま

た、相談
そうだん

及
およ

び紛争
ふんそう

の防止
ぼ う し

等
とう

を地域
ち い き

にお

いて推進
すいしん

するための地域
ち い き

協
きょう

議会
ぎ か い

を

開催
かいさい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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市
し

職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

の

周知
しゅうち

 

本市
ほ ん し

職員
しょくいん

が適切
てきせつ

な対応
たいおう

を 行
おこな

ってい

くための指針
し し ん

として策定
さくてい

した市
し

職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

を周知
しゅうち

し、差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いと

なり得
う

る事
じ

例
れい

や、合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

の

好事例
こうじれい

等
とう

の浸透
しんとう

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（４）情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

情報
じょうほう

発信
はっしん

時
じ

の 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

 

行
ぎょう

政
せい

情報
じょうほう

発信
はっしん

時
じ

の 視覚
し か く

障害
しょうがい

者
しゃ

、

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び知的
ち て き

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

への

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

代筆
だいひつ

・代読
だいどく

サービス 

視覚
し か く

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

の

中
なか

で代筆
だいひつ

または代読
だいどく

が必要
ひつよう

なときに

支援者
しえんしゃ

によるサービス提供
ていきょう

を 行
おこな

い

ます。 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

者
しゃ

の派遣
は け ん

 

（派遣
は け ん

人
にん

数
すう

） 
11,000人

にん

 11,000人
にん

 11,000人
にん

 

要約
ようやく

筆記
ひ っ き

者
しゃ

の派遣
は け ん

 

（派遣
は け ん

人
にん

数
すう

） 
1,900人

にん

 1,900人
にん

 1,900人
にん

 

手話
し ゅ わ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

） 
172人

にん

 172人
にん

 172人
にん

 

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

者
しゃ

・筆記
ひ っ き

者
しゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

） 
90人

にん

 90人
にん

 90人
にん

 

盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

） 
30人

にん

 30人
にん

 30人
にん

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、どこに

相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に課題
か だ い

解決
かいけつ

が 行
おこな

えるよう、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の充実
じゅうじつ

や連携
れんけい

強化
きょうか

といった体制
たいせい

整備
せ い び

を進
すす

めてきました。しかし、今回
こんかい

実施
じ っ し

したグループインタビューやアンケート調査
ちょうさ

の

０－４ 相談
そうだん

支援
し え ん
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結果
け っ か

では、依然
い ぜ ん

として、困
こま

ったときどこに相談
そうだん

したらいいかわからない、相談
そうだん

した内容
ないよう

が

共有
きょうゆう

されず何度
な ん ど

も同
おな

じ説明
せつめい

をしなければならない、などの声
こえ

も挙
あ

がっています。 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が「 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる」ためには、相談
そうだん

支援
し え ん

は非常
ひじょう

に

重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を持
も

っています。わかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

調
ちょう

整
せい

、

本人
ほんにん

が 自
みずか

ら解決
かいけつ

する 力
ちから

を高
たか

めていくための支援
し え ん

、家族
か ぞ く

支援
し え ん

、困
こま

っている人
ひと

に寄
よ

り添
そ

う

伴走型
ばんそうがた

支援
し え ん

など、様々
さまざま

な機能
き の う

や役割
やくわり

、障害
しょうがい

のある人
ひと

の特性
とくせい

やライフステージなどに応
おう

じて、

分担
ぶんたん

・連携
れんけい

をしながら、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

する暮
く

らしを実現
じつげん

できるよう支えていきます。 

そこで、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていく相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

強化
きょうか

や相談
そうだん

支援
し え ん

システムの整理
せ い り

、相談
そうだん

支援
し え ん

従事
じゅうじ

者
しゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

や当事者
とうじしゃ

による相談
そうだん

の活用
かつよう

促進
そくしん

を進
すす

め、相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センタ

ー、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センターの３機関
き か ん

を中心
ちゅうしん

に地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の機能
き の う

を充足
じゅうそく

させながら、相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の周知
しゅうち

、啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

市域
し い き

と区
く

域
いき

での人
にん

材
ざい

育成
いくせい

に関
かん

する取組
とりくみ

を

整理
せ い り

し、相互
そ う ご

に連動
れんどう

させた効果的
こうかてき

・効率的
こうりつてき

な

人
じん

材
ざい

育成
いくせい

体系
たいけい

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

市
し

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

、ブロック連絡会
れんらくかい

、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

を連携
れんけい

・連動
れんどう

させ、地域
ち い き

づくりに

効果的
こうかてき

に取
と

り組
く

める体制
たいせい

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

当事
と う じ

者
しゃ

に よ る

相談
そうだん

の充実 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センターに設置
せ っ ち

するピア相談
そうだん

センターでの当事
と う じ

者
しゃ

相談
そうだん

の周知
しゅうち

を図
はか

り、当事
と う じ

者
しゃ

による相談
そうだん

支援
し え ん

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

既存
き そ ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

（地域
ち い き

ケアプラ

ザ等
とう

）による連携
れんけい

 

日頃
ひ ご ろ

の関
かか

わりの中
なか

で、何
なに

気
げ

ない会
かい

話
わ

に含
ふく

まれ

ている相談
そうだん

を身近
み ぢ か

な相談
そうだん

者
しゃ

としてとらえ、

必要
ひつよう

に応
おう

じて、一次
い ち じ

及
およ

び二次
に じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

に

つなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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難病患
なんびょうかん

者
しゃ

等
とう

への

必
ひつ

要
よう

な 

情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

難病患
なんびょうかん

者
しゃ

等
とう

に対して必要
ひつよう

な 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を

行
おこな

うこと等
とう

により、難病患
なんびょうかん

者
しゃ

等
とう

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の活用
かつよう

が 促
うなが

されるよう検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 運営
うんえい

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターと、地域
ち い き

の支援
し え ん

機関
き か ん

との連携
れんけい

の仕
し

組
く

みを整
せい

理
り

し、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

に 関
かか

わ る 関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

促進
そくしん

 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

支援
し え ん

センターと地域
ち い き

の関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を促進
そくしん

し、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

に対する支援
し え ん

体制
たいせい

を強化
きょうか

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

（専門的
せんもんてき

な

指導
し ど う

・助言
じょげん

） 
400件

けん

 440件
けん

 480件
けん

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

（地域
ち い き

の

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

者
しゃ

の人
じん

材
ざい

育成
いくせい

の実施
じ っ し

） 
72回

かい

 72回
かい

 72回
かい

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

（地域
ち い き

の

相談
そうだん

機関
き か ん

との連携
れんけい

強化
きょうか

の取組
とりくみ

） 
36回

かい

 36回
かい

 36回
かい

 

総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

 
48,000件

けん

 49,000件
けん

 50,000件
けん

 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（年間
ねんかん

） 
16322人

にん

 18805人
にん

 21453人
にん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

地域
ち い き

協
きょう

議会
ぎ か い

の開催
かいさい

件
けん

数
すう

 
3件

けん

 3件
けん

 3件
けん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターによる相談
そうだん

件
けん

数
すう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く） 

3,500件
けん

 3,500件
けん

 3,500件
けん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 及
およ

び 発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マ ネ ジ ャ ー の 外部
が い ぶ

機関
き か ん

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く） 

55件
けん

 55件
けん

 55件
けん
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医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーター

の配置
は い ち

（人
にん

） 

6人
にん

 6人
にん

 6人
にん

 

 

 

トピック「発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」 

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の施行
し こ う

は、平成
へいせい

17年
ねん

４月
がつ

。横浜市
よこはまし

は、それ以前
い ぜ ん

から市内
し な い

の法人
ほうじん

に自閉症
じへいしょう

に特化
と っ か

した相談
そうだん

支援
し え ん

室
しつ

を委託
い た く

し（のちの発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セン

ター）、法
ほう

施行
し こ う

と同時期
ど う じ き

には、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

や福祉
ふ く し

・医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

、当事者
とうじしゃ

やその

家族
か ぞ く

で構成
こうせい

される「発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」を設置
せ っ ち

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への

課題
か だ い

解決
かいけつ

の議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

ってきました。 

この15年間
ねんかん

、ライフステージごとの現状
げんじょう

と課題
か だ い

に対応
たいおう

するため、乳幼児期
にゅうようじき

・

学齢期
がくれいき

・成人期
せいじんき

に分
わ

けて議論
ぎ ろ ん

するとともに、ライフステージを通
とお

した切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

に向
む

けた検討
けんとう

も行
おこな

ってきました。 

横浜市
よこはまし

では現在
げんざい

、「発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

」「地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャ

ーによる障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

への支援
し え ん

」「障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

のた

めの研修
けんしゅう

（行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

への支援
し え ん

を行
おこな

うことのできる人材
じんざい

を育成
いくせい

する

ための研修
けんしゅう

）」「サポートホーム事業
じぎょう

（生活
せいかつ

アセスメント付
つ

き住宅
じゅうたく

での一人
ひ と り

暮
ぐ

らし支援
し え ん

）」「地域
ち い き

療育
りょういく

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

」「学齢
がくれい

後期
こ う き

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

の発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

等
とう

への相談
そうだん

支援
し え ん

）」等
とう

、発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

支援
し え ん

に関
かん

する、多
おお

くの事業
じぎょう

や取組
とりくみ

を推進
すいしん

しています。 

 近年
きんねん

では、「発達
はったつ

障害
しょうがい

」という言葉
こ と ば

が社会
しゃかい

的
てき

にある程度
て い ど

認知
に ん ち

され、発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

への市民
し み ん

の理解
り か い

も広
ひろ

がってきています。一方
いっぽう

で、発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の

施行
し こ う

から10年
ねん

が経過
け い か

し、時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に対応
たいおう

したよりきめ細
こま

かな支援
し え ん

が求
もと

めら

れていること、また、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた新
あら

たな取組
とりくみ

（障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

に向
む

けた一連
いちれん

の法
ほう

整備
せ い び

など）が進
すす

められていることを背景
はいけい

とし、平成
へいせい

28年
ねん

に同法
どうほう

の改正
かいせい

が行
おこな

われました。 

また横浜市
よこはまし

では、発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

のこれまでの議論
ぎ ろ ん

や福祉
ふ く し

・教育
きょういく

機関
き か ん

の相談
そうだん

状 況
じょうきょう

等
とう

において、発達
はったつ

障害
しょうがい

、特
とく

に「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

う、ある

いは知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

」に対
たい

して、従来
じゅうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・

教育
きょういく

等
とう

の施策
し さ く

では、十分
じゅうぶん

対応
たいおう

できていない現状
げんじょう

が見
み

えてきました。 

令和
れ い わ

元
がん

年
ねん

、この課題
か だ い

に対応
たいおう

する支援
し え ん

策
さく

の再構築
さいこうちく

が求
もと

められているとの認識
にんしき
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から、横浜市
よこはまし

として、発達
はったつ

障害
しょうがい

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の上部
じょうぶ

機関
き か ん

である障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

へ、課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた具体的
ぐたいてき

施策
し さ く

の展開
てんかい

について諮問
し も ん

を 行
おこな

い、

令和
れ い わ

２年
ねん

６月
がつ

に答申
とうしん

を受
う

け取
と

りました。 

令和
れ い わ

３年
ねん

度
ど

から始
はじ

まる第
だい

４期
き

プランでは、新
あら

たな施策
し さ く

を展開
てんかい

していくこと

となります。乳幼児期
にゅうようじき

の発達
はったつ

支援
し え ん

を担
にな

う地域
ち い き

療育
りょういく

センターにおける療育
りょういく

体制
たいせい

の抜
ばっ

本的
ぽんてき

な見直
み な お

しや、支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

・役割
やくわり

分担
ぶんたん

の整理
せ い り

等
とう

の取組
とりくみ

ととも

に、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

に発達
はったつ

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

めるための取組
とりくみ

、さらに、多様性
たようせい

を

尊重
そんちょう

できる社会
しゃかい

風土
ふ う ど

の醸成
じょうせい

を進
すす

めていきます。 

 

＜令和
れ い わ

２年
ねん

６月
がつ

 答申
とうしん

概要
がいよう

＞ 

１ 気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）  

幼少期
ようしょうき

には、本人
ほんにん

・周囲
しゅうい

とも、軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おくれ

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な 遅
おくれ

れを 伴
ともな

わない発達
はったつ

障害
しょうがい

に気
き

づかないことがあります。そのため、

早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

だけでなく、その人
ひと

にとって適切
てきせつ

な時期
じ き

に適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげることが重要
じゅうよう

だと 考
かんが

えます。この理念
り ね ん

を「気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）」と表
あらわ

します。 

２ 地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

 

今回
こんかい

対象
たいしょう

とした発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

は、発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

についての理解
り か い

や

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を得
え

られないことに起因
き い ん

する生
い

きづらさを、障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を主
しゅ

た

る支援
し え ん

対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、就労先
しゅうろうさき

等
とう

）に

相談
そうだん

することも多
おお

いと考
かんが

えられます。そのため、地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で包括的
ほうかつてき

な

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

する必要
ひつよう

があります。 

３ 「０
ぜろ

次
じ

支援
し え ん

」の重要性
じゅうようせい

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

への相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

による適切
てきせつ

な対応
たいおう

につながるためには、

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を主
しゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、

就労先
しゅうろうさき

等
とう

）が、身近
み じ か

な地域
ち い き

の中
なか

で、本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が抱
かか

える生
い

きづらさに気
き

づ

き、受
う

け止
と

めることが重要
じゅうよう

です。 
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トピック「計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の課題
か だ い

と今後
こ ん ご

の取組
とりくみ

」 

 平成
へいせい

27年
ねん

４月
がつ

から、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

を利用
り よ う

する場合
ば あ い

には、サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の提出
ていしゅつ

が必須
ひ っ す

となっています。サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

には、指定
し て い

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

（計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

）の相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

が作成
さくせい

するものと、

本人
ほんにん

が自
みずか

ら作成
さくせい

するセルフプランの２種類
しゅるい

があります。計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

は前者
ぜんしゃ

を指
さ

し、相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

が、本人
ほんにん

やご家族
か ぞ く

の生活
せいかつ

全体
ぜんたい

の希望
き ぼ う

や目標
もくひょう

、それに

向
む

けた支援
し え ん

方針
ほうしん

や解決
かいけつ

すべき課題
か だ い

などを共
とも

に 考
かんが

え計画
けいかく

を作成
さくせい

し、定期的
ていきてき

に

確認
かくにん

・振
ふ

り返
かえ

り（モニタリング）を行
おこな

います。 

 横浜市
よこはまし

では計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の実施率
じっしりつ

が令和
れ い わ

元
がん

年度
ね ん ど

末
まつ

時点
じ て ん

で約
やく

50 ％
ぱーせんと

に留
とど

ま

っています。その理由
り ゆ う

のひとつとして、事業所
じぎょうしょ

及
およ

び職員
しょくいん

の不足
ふ そ く

から、利用
り よ う

に

つながっていないことが考
かんが

えられます。今後
こ ん ご

、制度
せ い ど

のさらなる周知
しゅうち

や、実施
じ っ し

する人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

、市
し

及
およ

び各区
か く く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

との連携
れんけい

などを通
つう

じて、

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な方
かた

に行
い

き届
とど

くよう、引
ひ

き続
つづ

き推進
すいしん

に取
と

り組
く

みます。 

 

  



第３章- 16 - 

 

トピック「横浜市
よこはまし

の依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

」 

１ 従来
じゅうらい

からの取組
とりくみ

 

横浜市
よこはまし

では、従来
じゅうらい

から、アルコールをはじめとした依存症
いぞんしょう

への対応
たいおう

は、

区
く

における精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

相談
そうだん

やこころの健康
けんこう

相談
そうだん

センターで実施
じ っ し

してきま

した。また、医療
いりょう

機関
き か ん

とともに、市内
し な い

における依存症
いぞんしょう

の自助
じ じ ょ

グループや回復
かいふく

支援
し え ん

施設
し せ つ

等
とう

の民間
みんかん

団体
だんたい

が様々
さまざま

な支援
し え ん

を行
おこな

ってきました。 

２ 国
くに

の動
うご

きを踏
ふ

まえた横浜市
よこはまし

における取組
とりくみ

の拡充
かくじゅう

 

近年
きんねん

、アルコール・薬物
やくぶつ

・ギャンブル等
とう

の総合
そうごう

的
てき

な依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

について、

国
くに

におけるアルコールやギャンブル等
とう

の基本
き ほ ん

法
ほう

の制定
せいてい

、基本
き ほ ん

計画
けいかく

の策定
さくてい

、

事業
じぎょう

体系
たいけい

を示
しめ

した依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

を踏
ふ

まえ、こころの

健康
けんこう

相談
そうだん

センターにおいて、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の強化
きょうか

、家族
か ぞ く

教室
きょうしつ

の対象者
たいしょうしゃ

の拡大
かくだい

、

依存症
いぞんしょう

専門
せんもん

相談
そうだん

や回復
かいふく

プログラムの開始
か い し

など、取組
とりくみ

を拡充
かくじゅう

しています。 

また、民間
みんかん

団体
だんたい

や関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

も進
すす

め、令和
れ い わ

２年
ねん

３月
がつ

に、

こころの健康
けんこう

相談
そうだん

センターを、国
くに

が設置
せ っ ち

を求
もと

める『依存症
いぞんしょう

相談
そうだん

拠点
きょてん

』に位置
い ち

づけました。令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

から開始
か い し

した連携
れんけい

会議
か い ぎ

では、幅広
はばひろ

い関係
かんけい

者
しゃ

と支援
し え ん

に関
かん

する情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

うなど、関係
かんけい

者
しゃ

間
かん

のネットワークづくりを進
すす

めて

います。 

３ 横浜市
よこはまし

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

）の策定
さくてい

 

アルコール・薬物
やくぶつ

・ギャンブル等
とう

の依存症
いぞんしょう

に悩
なや

むご本人
ほんにん

やご家族
か ぞ く

への支援
し え ん

に着目
ちゃくもく

し、関係
かんけい

者
しゃ

と支援
し え ん

の方向性
ほうこうせい

を共有
きょうゆう

することで、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

の

提供
ていきょう

を目指
め ざ

すため、依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

に基
もと

づく地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

を策定
さくてい

します。令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

から策定
さくてい

に向
む

けた検討
けんとう

を始
はじ

め、令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

中
ちゅう

に策定
さくてい

する予定
よ て い

です。依存症
いぞんしょう

全体
ぜんたい

の取組
とりくみ

方針
ほうしん

に加
くわ

え、アルコール・薬物
やくぶつ

・

ギャンブル等
とう

の各
かく

依存症
いぞんしょう

の現状
げんじょう

や課題
か だ い

を整理
せ い り

し、支援
し え ん

内容
ないよう

等
とう

を盛
も

り込
こ

む

予定
よ て い

です。 

 

  



第３章- 17 - 

 

 

近
きん

年
ねん

、在宅
ざいたく

の障害
しょうがい

者
しゃ

を支
ささ

える福祉
ふ く し

サービスや相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

などの社会
しゃかい

資源
し げ ん

は増
ふ

えてきて

いますが、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

の中
なか

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを選択
せんたく

することが、まだ十分
じゅうぶん

できているとは言
い

えません。障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

も様々
さまざま

ですし、高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

によるニーズの

変化
へ ん か

もあります。障害
しょうがい

のある人
ひと

が、自分
じ ぶ ん

が住
す

みたいと思
おも

う地域
ち い き

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを

安心
あんしん

して続
つづ

けるには、福祉
ふ く し

サービスや社会
しゃかい

資源
し げ ん

を充実
じゅうじつ

させることが重要
じゅうよう

です。その上
うえ

で、

できる限
かぎ

り自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で「住
す

まいの場
ば

」を選択
せんたく

できることが理想
り そ う

です。 

しかし、自分
じ ぶ ん

の意志
い し

で選択
せんたく

するためには、どこに自分
じ ぶ ん

が希望
き ぼ う

する住
す

まいがあるのか、ど

のような支援
し え ん

があれば希望
き ぼ う

どおり暮
く

らせるのか、情報
じょうほう

を得
え

たり、体験
たいけん

したりすることが

必要
ひつよう

です。 

そのため、多様
た よ う

な「住
す

まいの場
ば

」を確保
か く ほ

し、提供
ていきょう

できる情報
じょうほう

や体験
たいけん

の機会
き か い

を増
ふ

やすこ

とで本人
ほんにん

の選択
せんたく

肢
し

を広
ひろ

げ、暮
く

らしていくうえでの困
こま

りごとに対
たい

する支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させるなど、

一人
ひ と り

ひとりが地域
ち い き

で望
のぞ

む生活
せいかつ

を送
おく

ることができる環境
かんきょう

を整
ととの

えることが求
もと

められています。 

そこで、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

を含
ふく

む多様
た よ う

な形態
けいたい

で住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

を増
ふ

やし、また本人
ほんにん

に寄
よ

り添
そ

って

支
ささ

える仕組
し く

みなどを、ハード及
およ

びソフトの両面
りょうめん

から充実
じゅうじつ

させる施策
し さ く

を展開
てんかい

していきます。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

住
す

まいは生活
せいかつ

の基本
き ほ ん

です。誰
だれ

もが、重度化
じゅうどか

や高齢化
こうれいか

による障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

の変化
へ ん か

などに関
かか

わ

らず、可能
か の う

な限
かぎ

り、自分
じ ぶ ん

が住
す

みたいと思
おも

う場所
ば し ょ

で住
す

み続
つづ

けられることが望
のぞ

まれます。自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で「住
す

まいの場
ば

」を選
えら

べるようにするには、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

だけでなく、住宅
じゅうたく

施策
し さ く

との連動
れんどう

も図
はか

り、多様
た よ う

なニーズに合
あ

った「住
す

まいの場
ば

」の拡充
かくじゅう

、情報
じょうほう

の集約
しゅうやく

と提供
ていきょう

な

どを継続
けいぞく

的
てき

に進
すす

めていく仕組
し く

みづくりが不可欠
ふ か け つ

です。横浜
よこはま

市
し

は、福祉
ふ く し

施策
し さ く

と住宅
じゅうたく

施策
し さ く

の

連携
れんけい

により、不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

と協 力
きょうりょく

し、平成
へいせい

30年
ねん

度
ど

に横浜
よこはま

市
し

居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

を設立
せつりつ

しま

した。従来
じゅうらい

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

では実施
じ っ し

が 難
むずか

しかった分野
ぶ ん や

にも取
と

り組
く

むことができるようになる

ため、これを活用
かつよう

した支援
し え ん

が望
のぞ

まれます。 

障害
しょうがい

の重度
じゅうど

化
か

や高齢
こうれい

化
か

など障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

により専門
せんもん

的
てき

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

とされる場合
ば あ い

でも、

本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

する住
す

まいを実現
じつげん

できるよう対応
たいおう

可能
か の う

な仕組
し く

みも必要
ひつよう

です。 

一方
いっぽう

で、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

などで生活
せいかつ

している人
ひと

にとって、そのときの「住
す

まいの場
ば

」が安心
あんしん

し

て生活
せいかつ

できる場
ば

であるように支援
し え ん

していくことも重要
じゅうよう

です。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
き ぼ う

や 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた多様
た よ う

なニーズに応
おう

えられるよう、多様
た よ う

な

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす 

１－１ 住
す

まい 
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形態
けいたい

の住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

（２）高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構築
こうちく

 

今後
こ ん ご

も進
すす

むとみられる高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえ、ニーズに対応
たいおう

したグループホーム

の整備
せ い び

や、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるバリアフリー改修
かいしゅう

等
とう

を通
つう

じて、安心
あんしん

できる住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

民間
みんかん

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

の促進
そくしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

が民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

をしやす

くする仕組
し く

みとして「 住
じゅう

宅
たく

セーフティネッ

ト制
せい

度
ど

」を活用
かつよう

していきます。 

「居住
きょじゅう

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

」によるオーナーや不動
ふ ど う

産業
さんぎょう

者
しゃ

向
む

けの周知
しゅうち

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

での支援
し え ん

等
とう

を

行
おこな

います。 

また、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

あんしん入居
にゅうきょ

事業
じぎょう

（家賃
や ち ん

等
とう

の支払
しはらい

能力
のうりょく

があるものの連帯
れんたい

保証
ほしょう

人
にん

がいな

いことを理由
り ゆ う

に民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

を

断
ことわ

られてしまう障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

への支援
し え ん

）につい

ては、「住宅
じゅうたく

セーフティネット制度
せ い ど

」との

統合
とうごう

を検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

サポートホーム

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

のある入居
にゅうきょ

者
しゃ

に対
たい

し、地域
ち い き

生活
せいかつ

に

向
む

けた準備
じゅんび

のため、生活
せいかつ

面
めん

のアセスメントと

支援
し え ん

を実施
じ っ し

する「サポートホーム」の効果
こ う か

を

検証
けんしょう

するとともに、支援
し え ん

方
ほう

法
ほう

を地域
ち い き

の事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

へ拡大
かうだい

させていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

児
じ

施設
し せ つ

の

再整備
さいせいび

 

老朽化
ろうきゅうか

が進
すす

んでいる 障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の

再整備
さいせいび

を進
すす

めます。 

 

 

検討
けんとう

 検討
けんとう
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松
しょう

風
ふう

学
がく

園
えん

再
さい

整
せい

備
び

事業
じぎょう

 

 入居
にゅうきょ

者
しゃ

の居住
きょじゅう

環境
かんきょう

改善
かいぜん

のため、個室化
こ し つ か

等
とう

を進
すす

めます。また、同園
どうえん

敷地
し き ち

の一部
い ち ぶ

を活用
かつよう

して民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

を整備
せ い び

します。 

・中間期
ちゅうかんき

までに、個室化
こ し つ か

等
とう

の居住
きょじゅう

環境
かんきょう

や

設備
せ つ び

の改善
かいぜん

及
およ

び民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の工事
こ う じ

実施
じ っ し

 

・計
けい

画期
か く き

間中
かんちゅう

に、個室化
こ し つ か

等
とう

の居
きょ

住
じゅう

環
かん

境
きょう

や設
せつ

備
び

の改善
かいぜん

及
およ

び民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の工事
こ う じ

実施
じ っ し

完了
かんりょう

 

工事
こ う じ

実施
じ っ し

 

工事
こ う じ

実施
じ っ し

完了
かんりょう

 

【 再掲
さいけい

】 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で

働
はたら

く 看
かん

護
ご

師
し

の

支援
し え ん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の定
てい

着
ちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を 行
おこな

うとともに、人
じん

材
ざい

確保
か く ほ

の方策
ほうさく

について検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

指標名
しひょうめい

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム) 

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

(新規
し ん き

設置
せ っ ち

/年
ねん

） 
200人

にん

 200人
にん

 200人
にん

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム) 

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

(利用
り よ う

人
にん

数
すう

/年
ねん

)  
5,000人

にん

 5,200人
にん

 5,400人
にん

 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移
い

行
こう

 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

 
1,426人

にん

 1,420人
にん

 1,414人
にん

 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

（利用
り よ う

人
にん

数
すう

/月
つき

） 
1,426人

にん

 1,420人
にん

 1,414人
にん

 

福祉
ふ く し

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

(利用
り よ う

児
じ

童
どう

数
すう

/月
つき

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

医療
いりょう

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

(利用
り よ う

児
じ

童
どう

数
すう

/月
つき

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

における18歳
さい

以上
いじょう

の入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

宿泊
しゅくはく

型
がた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（利用
り よ う

人
にん

数
すう

/月
つき

） 87人
にん

分
ぶん

 87人
にん

分
ぶん

 87人
にん

分
ぶん

 

宿泊
しゅくはく

型
がた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（利用
り よ う

人
にん

数
すう

/月
つき

） 2,364人
にん

日
にち

 2,364人
にん

日
にち

 2,364人
にん

日
にち
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療養
りょうよう

介護
か い ご

 279人
にん

 279人
にん

 284人
にん

 

 

トピック「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

の考
かんが

え方
かた

」 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
き ぼ う

や 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた多様
た よ う

なニーズに応
こた

えられるよう、

多様
た よ う

な形態
けいたい

の住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めることで、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

の 状 況
じょうきょう

を

十分
じゅうぶん

に踏
ふ

まえながら地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めます。 

国
くに

の第
だい

６期
き

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

指針
し し ん

に基
もと

づき、令和
れ い わ

元年度
がんねんど

末
まつ

から令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

末
まつ

ま

でに、地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

の目標数
もくひょうすう

を87人
にん

（令和
れ い わ

元年度
がんねんど

末
まつ

時点
じ て ん

の施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

の約
やく

６ ％
ぱーせんと

）、施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

は23人
にん

（約
やく

1.6 ％
ぱーせんと

）の減少
げんしょう

を見込
み こ

むこと

とします。なお、市内
し な い

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の定員数
ていいんすう

については、新規
し ん き

利用
り よ う

者
しゃ

などへのサ

ービス提供
ていきょう

を確保
か く ほ

する必要
ひつよう

があること、及
およ

び市外
し が い

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の利用
り よ う

者
しゃ

への

対応
たいおう

等
とう

から、各
かく

施設
し せ つ

の 状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえつつ、現状
げんじょう

を維持
い じ

することとします。 

これまで本市
ほ ん し

の入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

は、一
いっ

生涯
しょうがい

を送
おく

る施設
し せ つ

ではなく、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援型
しえんがた

施設
し せ つ

」と位置
い ち

づけ、障害
しょうがい

者
しゃ

が地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができる

よう、支援
し え ん

に取
と

り組
く

んできたところです。入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

が「通過型
つうかがた

施設
し せ つ

」として

の役割
やくわり

・機能
き の う

を担
にな

い、本人
ほんにん

の意向
い こ う

に沿
そ

った地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

が可能
か の う

となるよ

う、必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を検討
けんとう

・実施
じ っ し

します。また、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して支援
し え ん

を受
う

けるこ

とが真
しん

に必要
ひつよう

とされている方
かた

の把握
は あ く

を 行
おこな

い、適切
てきせつ

なサービス提供
ていきょう

を確保
か く ほ

で

きるよう、多様
た よ う

なニーズに応
こた

える住
す

まいのあり方
かた

を含
ふく

め、必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を検討
けんとう

・

実施
じ っ し

します。 

 

（２）高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構築
こうちく

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

・高
こう

齢
れい

者
しゃ

の 住
じゅう

宅
たく

改
かい

造
ぞう

及
およ

び模様替
も よ う が

え 

市営
し え い

住宅
じゅうたく

に入居
にゅうきょ

している障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の要望
ようぼう

に対
たい

し、トイレや浴室
よくしつ

への手
て

すりの取付
とりつけ

など

の住宅
じゅうたく

改造
かいぞう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

対応
たいおう

のグループ

ホームの検討
けんとう

・

拡充
かくじゅう

 

現在
げんざい

、実施
じ っ し

している高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

対応
たいおう

グル

ープホーム事業
じぎょう

を踏
ふま

まえ、持続的
じぞくてき

に実現
じつげん

可能
か の う

な制度
せ い ど

の検討
けんとう

を 行
おこな

っていきます。今後
こ ん ご

も進
すす

んでいくことが見込
み こ

まれる障害
しょうがい

者
しゃ

の高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

に対
たい

応
おう

していくため、高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

対
たい

応
おう

グループホームを拡充
かくじゅう

していきま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

 

対
たい

応
おう

バリアフリ

ー改修
かいしゅう

事業
じぎょう

 

グループホームを利用
り よ う

する障害
しょうがい

者
しゃ

が高齢
こうれい

に

なり、それに伴
ともな

う身
しん

体
たい

機
き

能
のう

の低
てい

下
か

等
とう

により、

従来
じゅうらい

のホームの設備
せ つ び

で生活
せいかつ

することが困難
こんなん

となる場合
ば あ い

でも、居住
きょじゅう

しているホームで

安心
あんしん

して生活
せいかつ

し続
つづ

けることができるよう、バ

リアフリー等
とう

改
かい

修
しゅう

に係
かか

る経
けい

費
ひ

を補
ほ

助
じょ

しま

す。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしをしていくためには、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスや社会
しゃかい

資源
し げ ん

を充実
じゅうじつ

させることが重要
じゅうよう

です。障害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

によって必要
ひつよう

な支援
し え ん

は異
こと

なりますが、

障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

が変
か

わったとしても必要
ひつよう

な障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを安定
あんてい

して提供
ていきょう

していかなけ

ればなりません。特
とく

に、地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくうえで、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を支
ささ

える核
かく

とし

て整備
せ い び

を進
すす

めてきた様々
さまざま

な拠点
きょてん

の機能
き の う

を充実
じゅうじつ

していくことが大切
たいせつ

です。行動
こうどう

障害
しょうがい

、医療
いりょう

的
てき

ケアなど専門
せんもん

的
てき

なニーズがある人
ひと

も安心
あんしん

して暮
く

らしていけるような支援
し え ん

も欠
か

かせません。

さらに、自身
じ し ん

の障害
しょうがい

によって子
こ

育
そだ

てや介護
か い ご

に不安
ふ あ ん

がある人
ひと

の困
こま

りごとを受
う

け止
と

めていくこ

とも必要
ひつよう

とされています。 

また、長期
ちょうき

入院
にゅういん

中
ちゅう

の人
ひと

や施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

中
ちゅう

の人
ひと

がグループホームでの生活
せいかつ

や一人
ひ と り

暮
ぐ

らしに

移
うつ

ることができるよう、地域
ち い き

移行
い こ う

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

や退院
たいいん

促進
そくしん

などの取組
とりくみ

も継続
けいぞく

して進
すす

めていか

なければなりません。地域
ち い き

で活動
かつどう

する様々
さまざま

な団体
だんたい

・サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

や医療
いりょう

機関
き か ん

を含
ふく

め、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていく体制
たいせい

づくりが求
もと

められています。 

その中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができるようになるために、本人
ほんにん

が

生活
せいかつ

力
りょく

を身
み

につけて安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、本人
ほんにん

の持
も

つ 力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の

必要
ひつよう

性
せい

も見逃
み の が

せません。意思
い し

決定
けってい

を支
ささ

え、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で想定
そうてい

されるトラブルなどの

１－２ 暮
く

らし 
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予防
よ ぼ う

や対応
たいおう

を学
まな

ぶ機会
き か い

を設
もう

けることや、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や思
おも

いに寄
よ

り添
そ

う伴走型
ばんそうがた

の相談
そうだん

支援
し え ん

を

充実
じゅうじつ

させていくことが大切
たいせつ

になります。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かか

わる社会
しゃかい

資源
し げ ん

をもとに、既存
き そ ん

のサービスを充実
じゅうじつ

させていくことで、

地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができる体制
たいせい

づくりを目指
め ざ

します。 

（２）本人
ほんにん

の力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

が変
か

わっても、自
みずか

ら希望
き ぼ う

するところで暮
く

らしていくために、障害
しょうがい

児
じ

・

者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとって必要
ひつよう

なサービスを提供
ていきょう

する事業
じぎょう

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じ っ し

します。 

 

取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活
かつ

動
どう

ホーム事業
じぎょう

 

 

 

 

在
ざい

宅
たく

の障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

とその家族
か ぞ く

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を

支援
し え ん

する拠点
きょてん

施設
し せ つ

として、横浜
よこはま

市
し

が独自
ど く じ

に

設置
せ っ ち

しているものです。主
おも

なサービスとし

て、生活
せいかつ

介護
か い ご

や地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

デ

イサービス型
がた

等
とう

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

のほか、ショー

トステイや一時
い ち じ

ケア等
とう

の生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

を

実施
じ っ し

しています。施設
し せ つ

規模
き ぼ

等
とう

により、社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法
ほう

人
にん

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホ ー ム と 機能
き の う

強化
きょうか

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホームの２種類
しゅるい

に分
ぶん

類
るい

されています。 

 

 

 

 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センタ

ー事業
じぎょう

 

統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

をはじめとした精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の

社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

、自立
じ り つ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さ ん か

を支援
し え ん

するため

各
かく

区
く

に１か所
しょ

設置
せ っ ち

している精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

における本
ほん

市
し

の拠点
きょてん

施設
し せ つ

です。 

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

士
し

を配置
は い ち

し、日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

に関
かん

す

る相談
そうだん

や助言
じょげん

、情報
じょうほう

提供
ていきょう

のほか、専門医
せんもんい

に

よる相談
そうだん

や生活
せいかつ

維持
い じ

のためのサービス

（食事
しょくじ

、入浴
にゅうよく

、洗濯
せんたく

等
とう

）等
とう

を提
てい

供
きょう

していま

す。区
く

や基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとともに、本
ほん

市
し

の「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

」や「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも

対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の中核
ちゅうかく

に

位置付
い ち づ

けられています。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

多機能
た き の う

型
がた

拠点
きょてん

の

整備
せ い び

・運営
うんえい

 

常
つね

に医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

とその家族
か ぞ く

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支援
し え ん

するため、相談
そうだん

支援
し え ん

、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

、生活
せいかつ

介護
か い ご

、

診療
しんりょう

、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

や居宅
きょたく

介護
か い ご

などを一体的
いったいてき

に

提
てい

供
きょう

する多
た

機
き

能
のう

型
がた

拠点
きょてん

の整備
せ い び

を市
し

内
ない

６方面
ほうめん

に進
すす

めます。 

市
し

内
ない

４

方面
ほうめん

整備
せ い び

完了
かんりょう

 

市
し

内
ない

６

方面
ほうめん

整備
せ い び

完了
かんりょう

 

行
こう

動
どう

障害
しょうがい

の あ

る方
かた

の地域
ち い き

移
い

行
こう

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える仕
し

組
く

みづく

り 

行
こう

動
どう

障害
しょうがい

のある方
かた

に必要
ひつよう

とされる支援
し え ん

体制
たいせい

について、特
とく

に地域
ち い き

移
い

行
こう

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える

機能
き の う

の検討
けんとう

を進
すす

めます。 検討
けんとう

 推進
すいしん

 

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジ

ャ ー に よ る

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サ ー

ビス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

へ

の支援
し え ん

 

 

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターに「地域
ち い き

支援
し え ん

マネ

ジャー」を配置
は い ち

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

に対
たい

し、行
こう

動
どう

障害
しょうがい

・発達
はったつ

障害
しょうがい

に係
かか

るコン

サルテーションを実施
じ っ し

します 

 

 

 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

機
き

能
のう

の充
じゅう

実
じつ

 

障
しょう

害
がい

のある方
かた

の高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

、親
おや

なき後
あと

に備
そな

えるとともに、地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めるため。

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター・

区
く

役
やく

所
しょ

の３機
き

関
かん

一
いっ

体
たい

の運
うん

営
えい

により、地
ち

域
いき

のあ

らゆる社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

を有
ゆう

機
き

的
てき

につなぐネットワ

ーク型
がた

の拠
きょ

点
てん

機
き

能
のう

を整
せい

備
び

し、地域
ち い き

での居住
きょじゅう

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

  

精神
せいしん

障害
しょうがい

に も

対応
たいおう

し た 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステ

ムの構築
こうちく

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

のある方
かた

の生活
せいかつ

のしづらさを地域
ち い き

で支
ささ

えていくため、医療
いりょう

・保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

の連携
れんけい

のもと、「協
きょう

議
ぎ

の場
ば

」において関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が共通
きょうつう

の認識
にんしき

の中
なか

で課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた

取組
とりくみ

の検討
けんとう

と実施
じ っ し

をしていきます。また、

地域
ち い き

ごとの課題
か だ い

に対
たい

して特性
とくせい

をふまえた

対応
たいおう

ができるよう、これまでの社会
しゃかい

資源
し げ ん

を

十
じゅう

分
ぶん

に活用
かつよう

しながら、ネットワーク機能
き の う

の

見
み

直
なお

しや新
あら

たなつながりを構築
こうちく

していきま

す。 

※この取組
とりくみ

のため、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

を把握
は あ く

し、基盤
き ば ん

整備
せ い び

の過不足
か ぶ そ く

等
とう

について把握
は あ く

するため、以下
い か

の

事項
じ こ う

について、活動
かつどう

指標
しひょう

として設定
せってい

しま

す。 

 

 

 

・共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

・地域
ち い き

移
い

行
こう

支援
し え ん

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

108人
にん

／年
ねん

 120人
にん

／年
ねん

 132人
にん

／年
ねん

 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

480人
にん

／年
ねん

 576人
にん

／年
ねん

 672人
にん

／年
ねん

 

・自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

60人
にん

／年
ねん

 75人
にん

／年
ねん

 90人
にん

／年
ねん

 

・自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシスタント利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

323人
にん

／年
ねん

 323人
にん

／年
ねん

 323人
にん

／年
ねん

 

・横浜
よこはま

市
し

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

利用
り よ う

者
しゃ

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

180人
にん

／年
ねん

 180人
にん

／年
ねん

 180人
にん

／年
ねん

 
 

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の

家族
か ぞ く

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

とその家族
か ぞ く

が適切
てきせつ

な関係
かんけい

を保
たも

つ

ため、緊急
きんきゅう

滞在
たいざい

場所
ば し ょ

を準備
じゅんび

するとともに、

家族
か ぞ く

が精神
せいしん

疾患
しっかん

について理解
り か い

を深
ふか

める機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

児
じ

・

者
しゃ

等
とう

の支援
しえん

のた

め の 関
かん

係
けい

機
き

関
かん

の

協
きょう

議
ぎ

の場
ば

の開
かい

催
さい

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への地域
ち い き

における更
さら

なる

支援
し え ん

の 充
じゅう

実
じつ

に向
む

けて、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・保育
ほ い く

・教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

が連携
れんけい

を図
はか

る

ため、横浜
よこはま

市
し

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

において、課題
か だ い

共有
きょうゆう

、意見
い け ん

交換
こうかん

、対応
たいおう

策
さく

等
とう

の検討
けんとう

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・

者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

者
しゃ

養成
ようせい

 

受入
うけいれ

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、所属
しょぞく

する施設
し せ つ

・

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

において、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

の受
うけ

入
い

れを積
せっ

極
きょく

的
てき

に行
おこな

えるよう、支援
し え ん

に必要
ひつよう

な

知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を 行
おこな

う支援
し え ん

者
しゃ

を養成
ようせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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メディカルショ

ートステイ事業
じぎょう

 

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の安定
あんてい

を目的
もくてき

として、一時的
いちじてき

に在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

などに、 病
びょう

院
いん

での受
う

け

入
い

れを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の整備
せ い び

 全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の 整備
せ い び

（ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

が有
ゆう

する機
き

能
のう

の 充
じゅう

実
じつ

に向
む

け

た検証
けんしょう

及
およ

び検討
けんとう

の実施
じ っ し

回
かい

数
すう

） 

1回
かい

 1回
かい

 1回
かい

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

に お け る １ 年
ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院患
にゅういんかん

者
じゃ

数
すう

（65歳
さい

以上
いじょう

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

に お け る １ 年
ねん

以上
いじょう

長期
ちょうき

入院患
にゅういんかん

者
しゃ

数
すう

（65歳
さい

未満
み ま ん

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における早期
そ う き

退院率
たいいんりつ

（入
にゅう

院
いん

後
ご

３か
か

月
げつ

時
じ

点
てん

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

病
びょう

床
しょう

における早
そう

期
き

退
たい

院
いん

率
りつ

（入
にゅう

院
いん

後
ご

６か
か

月
げつ

時
じ

点
てん

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

病
びょう

床
しょう

における早
そう

期
き

退
たい

院
いん

率
りつ

（入院
にゅういん

後
ご

１年
ねん

時点
じ て ん

） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア

システム（保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふ く し

関係
かんけい

者
しゃ

に

よる協
きょう

議
ぎ

の場
ば

の開催
かいさい

回
かい

数
すう

） 

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア

システム（保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふ く し

関係
かんけい

者
しゃ

に

よる目標
もくひょう

設
せっ

定
てい

及
およ

び評
ひょう

価
か

の実施
じ っ し

回
かい

数
すう

） 

1回
かい

 1回
かい

 1回
かい

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 及
およ

び 発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マ ネ ジ ャ ー の 関係
かんけい

機関
き か ん

へ の 助言
じょげん

件
けん

数
すう

（ 学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く） 

1,000件
けん

 1,000件
けん

 1,000件
けん

 



第３章- 27 - 

 

居宅
きょたく

介護
かいご

 
127,601

時間
じ か ん

分
ぶん

 

129,642

時間
じ か ん

分
ぶん

 

131,716

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 
8,070人

にん

 8,417人
にん

 8,778人
にん

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 
89,044 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

99,640 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

111,497 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 
544人

にん

 613人
にん

 691人
にん

 

同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

 
16,360 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

17,112 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

17,899 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 
856人

にん

 894人
にん

 934人
にん

 

行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

 
13,544 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

15,792 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

18,413 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 
855人

にん

 1,072人
にん

 1,344人
にん

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（福祉
ふくし

型
がた

）（／月
つき

） 1,100人
にん

分
ぶん

 1,120人
にん

分
ぶん

 1,140人
にん

分
ぶん

 

 

5,500人
にん

日
にち

 5,600人
にん

日
にち

 5,700人
にん

日
にち

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（医療
いりょう

型
がた

）（／月
つき

） 400人
にん

分
ぶん

 410人
にん

分
ぶん

 420人
にん

分
ぶん

 
 

2,000人
にん

日
にち

 2,050人
にん

日
にち

 2,100人
にん

日
にち

 

日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支援
しえん

（／月
つき

） 240人
にん

分
ぶん

 240人
にん

分
ぶん

 240人
にん

分
ぶん

 
 

800回
かい

 800回
かい

 800回
かい

 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

給付
きゅうふ

・貸与
た い よ

（／年
ねん

） 86,000件
けん

 86,000件
けん

 86,000件
けん

 

地域
ち い き

移
い

行
こう

支援
し え ん

（／年
ねん

） 120人
にん

分
ぶん

 132人
にん

分
ぶん

 144人
にん

分
ぶん

 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

（／年
ねん

） 600人
にん

分
ぶん

 720人
にん

分
ぶん

 840人
にん

分
ぶん
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横浜
よこはま

市
し

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

（／年
ねん

） 
180人

にん

 180人
にん

 180人
にん

 

トピック「行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」 

横浜市
よこはまし

では、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
み じ か

な地域
ち い き

の中
なか

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できる

仕組
し く

みづくりのため、横浜市
よこはまし

障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

の部会
ぶ か い

の中
なか

で、障害
しょうがい

の

ある人
ひと

の家族
か ぞ く

や外部
が い ぶ

有識者
ゆうしきしゃ

などによる検討
けんとう

を 行
おこな

って方向性
ほうこうせい

を定
さだ

め、様々
さまざま

な

施策
し さ く

を実現
じつげん

・推進
すいしん

してきました。 

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

から、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

の職員
しょくいん

を対象
たいしょう

に、行動
こうどう

障害
しょうがい

に係
かか

る支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

を図
はか

るための「強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

」を開催
かいさい

しています。この研修
けんしゅう

は、市内
し な い

法人
ほうじん

が協働
きょうどう

し、「オール横浜市
よこはまし

」として実施
じ っ し

しています。 

 また平成
へいせい

28年度
ね ん ど

から、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターに「地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャー」

を配置
は い ち

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

を訪問
ほうもん

して、行動
こうどう

障害
しょうがい

・発達
はったつ

障害
しょうがい

に

関
かん

して支援者
しえんしゃ

がより良
よ

い支援
し え ん

を提供
ていきょう

するためのアセスメントや助言
じょげん

を実施
じ っ し

しています。 

今後
こ ん ご

、こうした取組
とりくみ

を継続的
けいぞくてき

に実施
じ っ し

するとともに、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

の

地域
ち い き

移行
い こ う

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みづくりについて、さらに検討
けんとう

を進
すす

めてい

きます。 

（２）本人
ほんにん

の力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

自
じ

立
りつ

生活
せいかつ

アシスタン

ト 

地域
ち い き

で単身
たんしん

等
とう

で生活
せいかつ

する障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

して、

自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシスタントが、その障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえて、具体的
ぐたいてき

な生活
せいかつ

場面
ば め ん

での社会
しゃかい

適応力
てきおうりょく

を

高
たか

める助言
じょげん

を中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

を行
おこな

います。国
くに

の実施
じ っ し

事業
じぎょう

との関係
かんけい

を整理
せ い り

しながら推進
すいしん

して

いきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

後見的
こうけんてき

支援
し え ん

制度
せ い ど

 

障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

や家族
か ぞ く

に寄
よ

り添
そ

う「伴走
ばんそう

型
がた

相談
そうだん

支援
し え ん

」として日
ひ

頃
ごろ

から関
かか

わることで、親
おや

なきあ

とも安心
あんしん

して暮
く

らすことができる地域
ち い き

での

見守
み ま も

り体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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消
しょう

費
ひ

者
しゃ

教育
きょういく

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

や家族
か ぞ く

及
およ

び支援
し え ん

者
しゃ

が、商品
しょうひん

・サービス

の利用
り よ う

及
およ

び契約
けいやく

に関
かか

わるトラブル等
とう

を学
まな

ぶこ

とにより、安心
あんしん

した日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

を送
おく

れるよう、

意識
い し き

啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

指標名
しひょうめい

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

80人
にん

分
ぶん

 100人
にん

分
ぶん

 120人
にん

分
ぶん

 

自立
じりつ

生活
せいかつ

アシスタント 690人
にん

分
ぶん

 690人
にん

分
ぶん

 690人
にん

分
ぶん

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

で、「日常
にちじょう

の生活
せいかつ

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」とした人
ひと

のうち50％以上
いじょう

の人
ひと

が、外出
がいしゅつ

する際
さい

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

だと回答
かいとう

しています。外出
がいしゅつ

の際
さい

のニーズは以前
い ぜ ん

から高
たか

く、横浜
よこはま

市
し

でも障害
しょうがい

のある人
ひと

の移動
い ど う

を支
ささ

える制度
せ い ど

を拡充
かくじゅう

してきました。本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

に沿
そ

った移動
い ど う

支援
し え ん

に関
かん

する情報
じょうほう

を整理
せ い り

して提供
ていきょう

できる体制
たいせい

として設置
せ っ ち

した移動
い ど う

情報
じょうほう

センタ

ーは、平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

から全区
ぜ ん く

で展開
てんかい

しています。また、グループインタビューなどでは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

な外出
がいしゅつ

に限
かぎ

らず、趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

、観光
かんこう

など様々
さまざま

な外出
がいしゅつ

について

移動
い ど う

支援
し え ん

を求
もと

める声
こえ

がありました。 

このような多様
た よ う

なニーズに応
こた

えるためには、移動
い ど う

時
じ

の付
つ

き添
そ

い支援
し え ん

、経済
けいざい

的
てき

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

など、障害
しょうがい

のある人
ひと

に合
あ

わせた適切
てきせつ

な支援
し え ん

を行
おこな

う必要
ひつよう

があります。地域
ち い き

の窓口
まどぐち

となる移動
い ど う

情報
じょうほう

センターの運営
うんえい

推進
すいしん

やガイドヘルパー等
とう

担
にな

い手
て

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

の強化
きょうか

等
とう

を通
つう

じ、移動
い ど う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。 

取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

移動
い ど う

情報
じょうほう

センタ

ー 運営
うんえい

等
とう

事業
じぎょう

の

推進
すいしん

 

移
い

動
どう

支
し

援
えん

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

を 集
しゅう

約
やく

し、一人
ひ と り

ひ

とりにあった適切
てきせつ

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

すること

や、移動
い ど う

支援
し え ん

を支
ささ

える人
じん

材
ざい

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

を

行
おこな

う移動
い ど う

情報
じょうほう

センターを全
ぜん

区
く

に設置
せ っ ち

し、

市
し

内
ない

のどの地域
ち い き

でも移動
い ど う

支援
し え ん

の仕
し

組
く

みを効
こう

果
か

的
てき

に利用
り よ う

できるようにします。 

相談
そうだん

 

件
けん

数
すう

 

3,300件
けん

 

相談
そうだん

 

件
けん

数
すう

 

3,600件
けん

 

１－３ 移動
い ど う

支援
し え ん
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【再掲
さいけい

】ガイドヘ

ル パ ー 等
とう

研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

 

ガイドヘルパー等
とう

の資格
し か く

取得
しゅとく

のための

研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

し、人
じん

材
ざい

確保
か く ほ

を

図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】ガイドヘ

ルパースキルア

ップ研修
けんしゅう

 

より質
しつ

の高
たか

いサービスが提供
ていきょう

できるよう、

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の 従 業
じゅうぎょう

者
しゃ

を対象
たいしょう

に研修
けんしゅう

を

実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

難病患
なんびょうかん

者
しゃ

外
がい

出
しゅつ

支援
し え ん

サ ー ビ ス

事業
じぎょう

 

一般
いっぱん

の交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

して外出
がいしゅつ

に困難
こんなん

を

伴
ともな

う、 車
くるま

いす等
とう

を利用
り よ う

する難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

に

福祉
ふ く し

車両
しゃりょう

による送迎
そうげい

サービスを提供
ていきょう

しま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

在
ざい

宅
たく

重
じゅう

症
しょう

患
かん

者
しゃ

外
がい

出
しゅつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

車
くるま

いすによる移動
い ど う

が困難
こんなん

でストレッチャ

ー対応車
たいおうしゃ

を使
し

用
よう

せざるを得
え

ない難病
なんびょう

患者
かんじゃ

が、通院
つういん

等
とう

の際
さい

、所定
しょてい

の患者
かんじゃ

等
とう

搬送用
はんそうよう

自動車
じどうしゃ

を利用
り よ う

した場合
ば あ い

に、その移送費
い そ う ひ

の一部
い ち ぶ

を

助成
じょせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

福祉
ふ く し

有償
ゆうしょう

移動
い ど う

サ

ービス事業
じぎょう

 

移動
い ど う

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に、登録
とうろく

されたＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

等
とう

による、自家用
じ か よ う

自動車
じどうしゃ

を利用
り よ う

した移動
い ど う

サービスを促進
そくしん

しま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

へ

の 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

 

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

で の 外出
がいしゅつ

が 困難
こんなん

な 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に対
たい

して、移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

を図
はか

ります。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 
 
 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

（移動
い ど う

介護
か い ご

・通学通所
つうがくつうしょ

支援
し え ん

） 

781,554

時間
じ か ん

分
ぶん

 

797,185

時間
じ か ん

分
ぶん

 

813,128

時間
じ か ん

分
ぶん

  

6,479人
にん

分
ぶん

 6,673人
にん

分
ぶん

 6,873人
にん

分
ぶん
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現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

これまでの取組
とりくみ

によって、公共
こうきょう

施設
し せ つ

やターミナル駅
えき

などにおけるハード面
めん

の整備
せ い び

状 況
じょうきょう

については、今回
こんかい

実施
じ っ し

したグループインタビューでも高
たか

い評価
ひょうか

を得
え

ることができました。

一方
いっぽう

で、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の施設
し せ つ

や、公共
こうきょう

施設
し せ つ

などから離
はな

れた地域
ち い き

は、バリアフリーが進
すす

ん

でいないという声
こえ

もありました。こうした意見
い け ん

の中
なか

には、建物
たてもの

や設備
せ つ び

のことだけでなく、

障害
しょうがい

理解
り か い

などのソフト面
めん

の取組
とりくみ

が進
すす

んでいないといった指摘
し て き

も含
ふく

まれています。 

こうした意見
い け ん

を踏
ふ

まえ、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も過
す

ごしやすいまちづくりを推進
すいしん

するた

めには、これまで取
と

り組
く

んできた以上
いじょう

に、福祉
ふ く し

や交通
こうつう

、建築
けんちく

など様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

で、市民
し み ん

・民間
みんかん

企業
きぎょう

・行政
ぎょうせい

などの多様
た よ う

な主体
しゅたい

が、さらなる連携
れんけい

を図
はか

ってバリアフリーを推進
すいしん

するとともに、

一人
ひ と り

ひとりが障害
しょうがい

を理解
り か い

し、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

を知
し

ったうえで、誰
だれ

もが支
ささ

え合
あ

う地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

をつくるという意識
い し き

を持
も

つことが重要
じゅうよう

です。 

 そこで、施策
し さ く

として、市民
し み ん

・事業者
じぎょうしゃ

・行政
ぎょうせい

が協 力
きょうりょく

して、誰
だれ

もが安全
あんぜん

に安心
あんしん

してまちを

移動
い ど う

し、様々
さまざま

な施設
し せ つ

を利用
り よ う

できる環境
かんきょう

をハードとソフトとを一体
いったい

的
てき

に 整
ととの

えるなど、福祉
ふ く し

のまちづくりをさらに推進
すいしん

していきます。 

 

取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

福祉
ふ く し

のまちづく

り推進
すいしん

事業
じぎょう

 

｢横浜
よこはま

に関
かか

わる全
すべ

ての人
ひと

がお互
たが

いを尊重
そんちょう

し、

助
たす

け合
あ

う、人
ひと

の優
やさ

しさにあふれたまちづく

り｣を実現
じつげん

するため、ハードとソフト（環境
かんきょう

整備
せ い び

や福祉
ふ く し

教育
きょういく

など）を一
いっ

体
たい

的
てき

に取
と

り組
く

み、

福祉
ふ く し

のまちづくりを推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の

バリアフリー化
か

 

誰
だれ

もが移動
い ど う

しやすい環境
かんきょう

整備
せ い び

の一環
いっかん

とし

て、鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

へのエレベーター等
とう

の設置
せ っ ち

及
およ

び

ノンステップバスの導入
どうにゅう

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

バリアフリーの

推進
すいしん

（バリアフリ

ー 基
き

本
ほん

構想
こうそう

の

検討
けんとう

・作成
さくせい

） 

バリアフリー法
ほう

に基
もと

づき、駅
えき

周
しゅう

辺
へん

の重
じゅう

点
てん

的
てき

かつ一体的
いったいてき

なバリアフリー整備
せ い び

を推進
すいしん

する

ため、区
く

ごとにバリアフリー基
き

本
ほん

構想
こうそう

を作成
さくせい

します。 

・策
さく

定
てい

済
ず

み地
ち

区
く

の見直
み な お

しや、未策定地
み さ く て い ち

区
く

の

新規
し ん き

作成
さくせい

等
とう

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

１－４ まちづくり 
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バリアフリーの

推進
すいしん

（バリアフリ

ー 歩
ほ

行
こう

空
くう

間
かん

の

整備
せ い び

） 

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

のバリアフリー化
か

を推進
すいしん

するため、

バリアフリー基
き

本
ほん

構
こう

想
そう

に基
もと

づき、道路
ど う ろ

のバリ

アフリー化
か

を、引
ひ

き続
つづ

き、進
すす

めます。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

横浜
よこはま

市
し

公共
こうきょう

サイ

ンガイドライン

の運用
うんよう

推進
すいしん

 

公的
こうてき

機関
き か ん

により設置
せ っ ち

される歩
ほ

行
こう

者
しゃ

用
よう

案
あん

内
ない

・

誘導
ゆうどう

サインの規格
き か く

や表示
ひょうじ

内容
ないよう

等
とう

の統
とう

一
いつ

を図
はか

るためのガイドラインの運用
うんよう

を推進
すいしん

します。 

また、公共
こうきょう

サインの掲載
けいさい

基準
きじゅん

等
とう

について必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて見
み

直
なお

しを検討
けんとう

し、より歩
ほ

行
こう

者
しゃ

にわ

かりやすいサイン整備
せ い び

を進
すす

めていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

エ レ ベ ー タ ー

設置
せ っ ち

事業
じぎょう

 

エレベーターの整備
せ い び

など、学校
がっこう

施設
し せ つ

のバリア

フリー化
か

を進
すす

め、障害
しょうがい

児
じ

が学
まな

びやすい環
かん

境
きょう

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

では、将来
しょうらい

に不安
ふ あ ん

を感
かん

じることとして「健康
けんこう

や体力
たいりょく

が保
たも

てるかどうか」ということが最
もっと

も多
おお

く挙
あ

げられています。障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとっ

て、健康
けんこう

や老後
ろ う ご

のことが大
おお

きな課題
か だ い

であると考
かんが

えられます。そこで、障害
しょうがい

のある人
ひと

もな

い人
ひと

も誰
だれ

もが健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

みやすくなる施策
し さ く

を検討
けんとう

し、地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるよ

う、一人
ひ と り

ひとりその人
ひと

なりの健康
けんこう

づくりを支
ささ

えていきます。さらに、医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

が障害
しょうがい

理解
り か い

を深
ふか

めることなどにより必要
ひつよう

な時
とき

に適切
てきせつ

な医療
いりょう

を受けられる環境
かんきょう

を充実
じゅうじつ

させていき

ます。 

また、地域
ち い き

で安全
あんぜん

に暮
く

らすためには、防災
ぼうさい

・減災
げんさい

の観点
かんてん

も欠
か

かせません。障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

やあるなしに関
かか

わらず地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

い、助
たす

け合
あ

うことができるような関係
かんけい

づくりが必要
ひつよう

で

す。そのため、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

などを通
とお

した地域
ち い き

への障害
しょうがい

の

理解
り か い

啓発
けいはつ

を進
すす

め、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

を支援
し え ん

し、震災
しんさい

・風水害
ふうすいがい

など様々
さまざま

な災害
さいがい

に対応
たいおう

する

ことが求
もと

められています。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

今後
こ ん ご

、障害
しょうがい

者
しゃ

自身
じ し ん

の高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

もさらに進
すす

むと予測
よ そ く

される中
なか

、障害
しょうがい

の重度
じゅうど

化
か

の緩
かん

和
わ

、生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

の予防
よ ぼ う

及
およ

び合併症
がっぺいしょう

や重 症
じゅうしょう

化
か

の予防
よ ぼ う

は、地域
ち い き

の中
なか

で暮
く

らし続
つづ

けていくう

えで非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

です。今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

では、およそ半数
はんすう

の人
ひと

が、健康
けんこう

・医療
いりょう

につい

て必要
ひつよう

なこととして「十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

と栄養
えいよう

」「適度
て き ど

な運動
うんどう

」と回答
かいとう

しています。これは、第
だい

３期
き

横浜
よこはま

市
し

障害
しょうがい

者
しゃ

プランで取
と

り組
く

んできた生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

予防
よ ぼ う

などの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の成果
せ い か

が出
で

ているとも考
かんが

えられます。一方
いっぽう

、同
どう

アンケート調査
ちょうさ

で「運動
うんどう

はしていない」と回答
かいとう

した人
ひと

は半数
はんすう

を超
こ

えています。健康
けんこう

づくり・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

などをどのように取
と

り組
く

めばよいのか、伝
つた

えきれていないのが現状
げんじょう

だといえます。 

また、受診
じゅしん

が必要
ひつよう

になったとき、医療
いりょう

機関
き か ん

に受
じゅ

診
しん

しやすい環境
かんきょう

も重要
じゅうよう

です。グループ

インタビューでも、ちょっとした体調
たいちょう

不良
ふりょう

や歯科
し か

検診
けんしん

などは、自身
じ し ん

の障害
しょうがい

についてよく

わかっている近隣
きんりん

の医療
いりょう

機関
き か ん

で受
じゅ

診
しん

したいという意見
い け ん

が聞
き

かれました。障害
しょうがい

を専門
せんもん

とする

医療
いりょう

機関
き か ん

だけではなく、障害
しょうがい

のことをよく理解
り か い

して対応
たいおう

ができる医療
いりょう

機関
き か ん

が増
ふ

えていくこ

とは、障害
しょうがい

のある人
ひと

にとっての安心
あんしん

になります。いざというとき速
すみ

やかに対応
たいおう

できる医療
いりょう

環境
かんきょう

を 整
ととの

えることと併
あわ

せ、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

や研修
けんしゅう

など、医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

して障害
しょうがい

のことをよ

り深
ふか

く知
し

ってもらうことにも引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があります。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

  

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

 

２－１ 健康
けんこう

・医療
いりょう
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（１）障害
しょうがい

者
しゃ

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

 

運動
うんどう

、歯
は

・口腔
こうくう

や食
しょく

生活
せいかつ

など健康
けんこう

増進
ぞうしん

の基本
き ほ ん

要素
よ う そ

となる分野
ぶ ん や

について、障害
しょうがい

者
しゃ

団体
だんたい

とも協 力
きょうりょく

しながら、健康
けんこう

増進
ぞうしん

計画
けいかく

と連動
れんどう

させて検討
けんとう

・推進
すいしん

します。また、障害
しょうがい

者
しゃ

に

必要
ひつよう

な体力
たいりょく

づくりやリハビリテーションが地域
ち い き

で 行
おこな

えるよう、人材
じんざい

育成
いくせい

も含
ふく

めた

環境
かんきょう

の整備
せ い び

を進
すす

めます。 

（２）医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

に、適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

できるよう、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

や医療
いりょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や、医療
いりょう

機関
き か ん

・医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

する障害
しょうがい

特性
とくせい

への理解
り か い

を深
ふか

める研修
けんしゅう

などを通
つう

じて、医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

また、精神
せいしん

科
か

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

については、土曜日
ど よ う び

・日曜日
にちようび

・祝日
しゅくじつ

などの病院
びょういん

が 救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を取
と

ることが困難
こんなん

な日
ひ

及
およ

び時間帯
じかんたい

における受入
うけいれ

病 床
びょうしょう

を確保
か く ほ

し、体制
たいせい

が充実
じゅうじつ

されるよう努
つと

めます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

者
しゃ

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

へのスポ

ーツを通
つう

じた健
けん

康
こう

・ 体
たい

力
りょく

作
づく

り

支援
し え ん

 

障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センターのスタッフ等
とう

が、障害
しょうがい

者
しゃ

が体
たい

力
りょく

作
づく

りや余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

を身
み

近
ぢか

な場
ば

所
しょ

で行
おこな

えるよ

う、地域
ち い き

の人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

も含
ふく

めた環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【 再掲
さいけい

】 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

職員
しょくいん

等
とう

への支援
し え ん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

のＱＯＬ
きゅーおーえる

の向上
こうじょう

を目指
め ざ

して、

障害
しょうがい

特性
とくせい

やライフステージに応
おう

じた障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

の緩和
か ん わ

、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

等
とう

の

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

るため、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

におけ

る衛生
えいせい

管理
か ん り

、栄養
えいよう

管理
か ん り

に関
かん

する研修
けんしゅう

、

連絡会
れんらくかい

等
とう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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トピック「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

への支援
し え ん

」 

医療
いりょう

技術
ぎじゅつ

の進歩
し ん ぽ

を背景
はいけい

として、病院
びょういん

を退院
たいいん

後
ご

、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

や胃
い

ろう、吸引
きゅういん

などの医療的
いりょうてき

ケアを日常的
にちじょうてき

に受
う

けながら在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

をされている人
ひと

（以下
い か

で

は「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

」と言
い

います）が増
ふ

えています。 

 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

の家族
か ぞ く

には、夜中
よ な か

も人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の管理
か ん り

や痰
たん

の吸引
きゅういん

などが

必要
ひつよう

なために長
なが

い時間
じ か ん

は眠
ねむ

れなかったり、介護
か い ご

や見守
み ま も

りのために時間的
じかんてき

な制約
せいやく

があったりして、大
おお

きな負担
ふ た ん

がかかっている人
ひと

が多
おお

くいます。 

 また、医療
いりょう

や福祉
ふ く し

などで必要
ひつよう

とするサービスも専門的
せんもんてき

なものが多
おお

いことか

ら、調整
ちょうせい

役
やく

を務
つと

められる人
ひと

が少
すく

ないため、家族
か ぞ く

が自分
じ ぶ ん

で調整
ちょうせい

することを強
し

い

られています。情報
じょうほう

が少
すく

ない中
なか

で、なかなか適切
てきせつ

なサービスが見
み

つからなか

ったりすることが課題
か だ い

となっています。 

加
くわ

えて、風邪
か ぜ

や予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

などのときに近所
きんじょ

で受診
じゅしん

しようとしても受診
じゅしん

できる

クリニックが見
み

つからなかったり、希望
き ぼ う

どおり医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

に対応
たいおう

できる

サービスや施設
し せ つ

が少
すく

なかったりすることも課題
か だ い

です。 

 そのため、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

するのに必要
ひつよう

な医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・

教育
きょういく

などの支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する体制
たいせい

をつくり、サービス利用
り よ う

を充実
じゅうじつ

さ

せようと「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

促進
そくしん

事業
じぎょう

」を実施
じ っ し

しています。現在
げんざい

取
と

り組
く

んでいることは、 

① 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

とその家族
か ぞ く

、地域
ち い き

の支援
し え ん

者
しゃ

や関係機関
かんけいきかん

とのつなぎ役
やく

とし

て必要
ひつよう

な支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する「横浜型
よこはまがた

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

コーディネ

ーター」の養成
ようせい

・配置
は い ち

 

② 施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

などで積極的
せっきょくてき

に支援
し え ん

を行
おこな

うため必要
ひつよう

な知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

・

啓発
けいはつ

を行
おこな

う「横浜型
よこはまがた

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

者
しゃ

」の養成
ようせい

 

③ 医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
とう

の関係機関
かんけいきかん

が一堂
いちどう

に会
かい

して、地域
ち い き

での支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に

向
む

けて議論
ぎ ろ ん

する「横浜市
よこはまし

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」の開催
かいさい

 

④ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

や地域
ち い き

の施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

などの実態
じったい

を継続的
けいぞくてき

に把握
は あ く

する

仕組
し く

みづくり 

 の４つです。 

この取組
とりくみ

により、地域
ち い き

の支援
し え ん

者
しゃ

や関係機関
かんけいきかん

とのネットワークをつくり、

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができるようにしていきます。 
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（２）医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

一時
い ち じ

入院
にゅういん

事業
じぎょう

 

医療
いりょう

依存度
い ぞ ん ど

の高
たか

い難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

が介助
かいじょ

者
しゃ

の事情
じじょう

により、在宅
ざいたく

で介助
かいじょ

を受
う

けることが困難
こんなん

に

なった場合
ば あ い

、一時的
いちじてき

に入院
にゅういん

できるようにし

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

歯
し

科
か

保健
ほ け ん

医療
いりょう

推進
すいしん

事業
じぎょう

( 心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

歯
し

科
か

診
しん

療
りょう

） 

通
つう

常
じょう

の歯
し

科
か

診
しん

療
りょう

では対
たい

応
おう

が困
こん

難
なん

な心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

に対
たい

する歯科
し か

治療
ちりょう

の確保
か く ほ

を、引
ひ

き続
つづ

き、図
はか

ります。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】メディカ

ルショートステ

イ事業
じぎょう

医療的
いりょうてき

ケアが必
ひつ

要
よう

な重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と

在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の安定
あんてい

を目的
もくてき

として、一時的
いちじてき

に

在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

などに、病
びょう

院
いん

での受
う

け入
い

れを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

在宅
ざいたく

療養
りょうよう

計画
けいかく

策定
さくてい

・

評価
ひょうか

事業
じぎょう

 

在宅
ざいたく

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

に対
たい

し、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

の

各
かく

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

するために、関係
かんけい

者
しゃ

が合同
ごうどう

でサービス内容
ないよう

を検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

連
れん

携
けい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

が身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で適切
てきせつ

な医療
いりょう

が受
う

けられる環境
かんきょう

づくりを推進
すいしん

するため、

障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

を理解
り か い

し適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

で

きる医療
いりょう

機関
き か ん

を増
ふ

やします。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重度
じゅうど

神経
しんけい

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

在宅
ざいたく

支援
し え ん

シ ス

テムの構築
こうちく

発病
はつびょう

から数
すう

年
ねん

で急
きゅう

速
そく

に進
しん

行
こう

する神経
しんけい

難病
なんびょう

患
かん

者
しゃ

に対
たい

する在
ざい

宅
たく

支援
し え ん

システムを、専門
せんもん

医療
いりょう

機関
き か ん

・在宅
ざいたく

リハビリテーション等
とう

の

保健
ほ け ん

・医療
いりょう

関係
かんけい

者
しゃ

と障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

等
とう

との連携
れんけい

により、構築
こうちく

します。 

・Ａ
えー

Ｌ
える

Ｓ
えす

者
しゃ

に加
くわ

え、筋
きん

ジストロフィー症
しょう

者
しゃ

のライフステージに合
あ

わせた生活
せいかつ

障害
しょうがい

支援
し え ん

を目的
もくてき

に、在宅
ざいたく

リハビリテーション

を活用
かつよう

する流
なが

れを構築
こうちく

します。

構築
こうちく

 構築
こうちく
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在
ざい

宅
たく

療
りょう

養
よう

児
じ

の 

地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を 支
ささ

え

るネットワーク 

連絡会
れんらくかい

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の医療
いりょう

（入院
にゅういん

・在宅
ざいたく

）に関
かか

わ

る医療
いりょう

関係
かんけい

者
しゃ

を中心
ちゅうしん

に、福祉
ふ く し

・教育
きょういく

関係
かんけい

者
しゃ

を対象
たいしょう

として、在宅
ざいたく

支援
し え ん

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

交換
こうかん

や人
じん

的
てき

交
こう

流
りゅう

を通
つう

じて、障害
しょうがい

理解
り か い

を促
そく

進
しん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるための

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支える

ための医療
いりょう

体制
たいせい

をはじめとする検討
けんとう

を行
おこな

い、支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 
検討
けんとう

 推進
すいしん

 

重
じゅう

度
ど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

入
にゅう

院
いん

時
じ

コミュニ

ケーション支援
し え ん

事業
じぎょう

 

入
にゅう

院
いん

先
さき

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

の医
い

師
し

・看
かん

護
ご

師
し

等
とう

との

意思
い し

疎通
そ つ う

が十
じゅう

分
ぶん

に図
はか

れない障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を

対象
たいしょう

に、入院先
にゅういんさき

にコミュニケーション

支援
し え ん

員
いん

を派遣
は け ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

健康
けんこう

ノート 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

の住
す

む地域
ち い き

の医療
いりょう

機関
き か ん

で

受
じゅ

診
しん

する際
さい

に活用
かつよう

できる「健康
けんこう

ノート」に

ついて、入手
にゅうしゅ

しやすくなるよう検討
けんとう

し、よ

り活用
かつよう

できるようにします。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

のある小
しょう

児
に

及
およ

び重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の支援
し え ん

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の向
む

上
じょう

を図
はか

り、障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

を育成
いくせい

するための研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【 再掲
さいけい

】 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の支援
し え ん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で働
はたら

く看護師
か ん ご し

の定着
ていちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

うとともに、確保
か く ほ

の方策
ほうさく

につ

いて検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

精
せい

神
しん

科
か

救
きゅう

急
きゅう

医
い

療
りょう

対
たい

策
さく

事
じ

業
ぎょう

 

精神
せいしん

疾
しつ

患
かん

の急激
きゅうげき

な発症
はっしょう

や精神
せいしん

症 状
しょうじょう

の悪
あっ

化
か

などで、早急
そうきゅう

に適切
てきせつ

な精神
せいしん

科
か

医療
いりょう

を必要
ひつよう

とする場合
ば あ い

に、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

法
ほう

に基
もと

づく診
しん

察
さつ

や病
びょう

院
いん

の紹
しょう

介
かい

を行
おこな

うとともに、必
ひつ

要
よう

な

医療
いりょう

施設
し せ つ

を確
かく

保
ほ

すること等
とう

により、引
ひ

き続
つづ

き救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
しゃ

の円
えん

滑
かつ

な医
い

療
りょう

及
およ

び保護
ほ ご

を図
はか

り

ます。 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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精神
せいしん

疾
しつ

患
かん

を 合
がっ

併
ぺい

す る 身
しん

体
たい

救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
しゃ

の 救
きゅう

急
きゅう

医
い

療
りょう

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

 

精神
せいしん

疾
しつ

患
かん

を合
がっ

併
ぺい

する身
しん

体
たい

救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
しゃ

を適切
てきせつ

な医療
いりょう

機関
き か ん

へ円滑
えんかつ

に搬送
はんそう

できるよう、

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

横浜
よこはま

市
し

では、災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に要援護
ようえんご

者
しゃ

の安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

等
とう

が迅速
じんそく

に行
おこな

えるよう、日頃
ひ ご ろ

からの地
ち

域
いき

の支
ささ

え合
あ

いの取組
とりくみ

を支援
し え ん

する災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

支援
し え ん

事業
じぎょう

などを推進
すいしん

してきました。その成
せい

果
か

として、災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

支援
し え ん

の取組
とりくみ

を実施
じ っ し

している自治会
じ ち か い

・町内会
ちょうないかい

の割合
わりあい

は毎年
まいねん

高
たか

ま

っています。 

また、今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

でも、およそ半数
はんすう

の人
ひと

が「自分
じ ぶ ん

の避難先
ひなんさき

を確認
かくにん

している」

「災害
さいがい

時
じ

の水
みず

や食 料
しょくりょう

を準備
じゅんび

している」と答
こた

えています。一方
いっぽう

で、現在
げんざい

の避難所
ひなんじょ

へ辿
たど

り着
つ

くことができるか、避難所
ひなんじょ

で周
まわ

りの人
ひと

や知
し

らない人
ひと

とうまく過
す

ごしていけるか、自分
じ ぶ ん

の

障害
しょうがい

のことを理解
り か い

してもらえるかなどの不安
ふ あ ん

を持
も

っている人
ひと

は今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

で

も４割
わり

以上
いじょう

に上
のぼ

りました。 

障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

も参加
さ ん か

した地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

での訓練
くんれん

の

実施
じ っ し

など、災害
さいがい

に備
そな

えた自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

は継続
けいぞく

して推進
すいしん

する必要
ひつよう

があります。 

 行政
ぎょうせい

として、平時
へ い じ

から災害
さいがい

に備
そな

えた必要
ひつよう

な対応
たいおう

について啓発
けいはつ

を行
おこな

うとともに、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

などを通
つう

じて障害
しょうがい

者
しゃ

が日頃
ひ ご ろ

から困
こま

っていることや一人
ひ と り

ひとりに必要
ひつよう

な支援
し え ん

について

地域
ち い き

に理解
り か い

していただくなど、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

を支援
し え ん

し、震災
しんさい

・風水害
ふうすいがい

など様々
さまざま

な

災害
さいがい

に対応
たいおう

できるよう検討
けんとう

する必要
ひつよう

があります。 

  

２－２ 防災
ぼうさい

・減災
げんさい
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取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

災
さい

害
がい

時
じ

要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

災
さい

害
がい

時
じ

に自
じ

力
りき

避
ひ

難
なん

が困
こん

難
なん

な要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

や避
ひ

難
なん

支援
し え ん

等
とう

の活動
かつどう

が円滑
えんかつ

に行
おこな

われる

よう、災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

名簿
め い ぼ

や避難
ひ な ん

支援
し え ん

に必
ひつ

要
よう

な情報
じょうほう

を地域
ち い き

に提
てい

供
きょう

し、日
ひ

頃
ごろ

からの地
ち

域
いき

における自
じ

主
しゅ

的
てき

な支
ささ

え合
あ

いの取組
とりくみ

を支援
し え ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

・支援
し え ん

者
しゃ

に よ る 災害
さいがい

時
じ

等
とう

の障害
しょうがい

理解
り か い

促進
そくしん

 

セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

や

関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

と連携
れんけい

し、各
かく

区
く

で実施
じ っ し

される

地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

訓練
くんれん

等
とう

で障害
しょうがい

者
しゃ

理解
り か い

を促進
そくしん

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

災
さい

害
がい

時
じ

等
とう

の 自
じ

助
じょ

力
りょく

向上
こうじょう

に 向
む

け

たツールの作
さく

成
せい

及
およ

び普
ふ

及
きゅう

・啓発
けいはつ

 

 

風
ふう

水
すい

害
がい

を含
ふく

めた災
さい

害
がい

時
じ

に備
そな

え、自助力
じじょりょく

の向
こう

上
じょう

のためのツールの検討
けんとう

・作成
さくせい

と、本
ほん

市
し

ウ

ェブサイト等
とう

を活用
かつよう

した普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を行
おこな

っ

ていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

災害
さいがい

時
じ

における

自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の 情
じょう

報
ほう

共
きょう

有
ゆう

の推進
すいしん

 

横浜
よこはま

市
し

障害
しょうがい

者
しゃ

推進
すいしん

協
きょう

議会
ぎ か い

や各
かく

団体
だんたい

の会
かい

議
ぎ

体
たい

にて、災害
さいがい

時
じ

における自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

につい

て情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

います。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

応
おう

急
きゅう

備
び

蓄
ちく

物
ぶっ

資
し

連
れん

携
けい

事
じ

業
ぎょう

 

障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた応
おう

急
きゅう

備
び

蓄
ちく

物
ぶっ

資
し

につい

て、引
ひ

き続
つづ

き保
ほ

管
かん

できるよう、普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し
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トピック「セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

（Ｓ
えす

－ｎｅｔ
ね っ と

横浜
よこはま

）の活動
かつどう

」 

 「セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

（ S
えす

-net
ねっと

横浜
よこはま

）」とは、横浜
よこはま

市内
し な い

の15の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

と機関
き か ん

による組織
そ し き

です。障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

が主体
しゅたい

となって、自分
じ ぶ ん

たちのできることから活動
かつどう

することを大切
たいせつ

にしなが

ら、地域
ち い き

の人々へ様々
さまざま

な障害
しょうがい

についての理解
り か い

を深めてもらい、障害
しょうがい

のある

人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らしていけるよう、活動
かつどう

しています。 

 

■「コミュニケーションボード・カード」の活用
かつよう

促進
そくしん

 

 文字
も じ

や言葉
こ と ば

によるコミュニケーションが苦手
に が て

な人
ひと

が、ボードやカードに描
か

かれた絵
え

や記号
き ご う

を指
ゆび

さすことで、意思
い し

を伝
つた

えやすくする「コミュニケーショ

ンボード・カード」を作成
さくせい

し、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行っています。 

 ※ これまでに作成
さくせい

した「お店用
みせよう

」「救 急
きゅうきゅう

用
よう

」「災害用
さいがいよう

」のボードやカー

ドについては、次
つぎ

のＵＲＬ
ゆーあーるえる

から自由
じ ゆ う

にダウンロードして使えます。 

http://www.yokohamashakyo.jp/siencenter/safetynet/cboard.html 

 

■出前
で ま え

講座
こ う ざ

の実施 

障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

が、地域
ち い き

の人
ひと

たちと災害
さいがい

時
じ

の備
そな

えを一緒
いっしょ

に

取
と

り組
く

めるような関係
かんけい

を作
つく

っていくために、「避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

での自閉症
じへいしょう

や知的
ち て き

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」などをテーマとした講座
こ う ざ

を行
おこな

っています。 

 

■「黄色
き い ろ

と緑
みどり

のバンダナ」の取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

災害
さいがい

時
じ

、配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

であることがわかりにくい障害
しょうがい

のある人
ひと

も、必要
ひつよう

な

支援
し え ん

を受
う

けることができるよう、「配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な人
ひと

は【黄色
き い ろ

】」「支援
し え ん

ができ

る人
ひと

は【緑色
みどりいろ

】」のものを身
み

に着
つ

けようという取組
とりくみ

を進
すす

めています。 
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障害
しょうがい

のある子
こ

どもは、育
そだ

ちと暮
く

らしに個別
こ べ つ

の課題
か だ い

を抱
かか

えています。子
こ

どもとしての育
そだ

ちを支
ささ

えるとともに、発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

です。 

横浜
よこはま

市
し

では、障害
しょうがい

のある子
こ

どもとその家族
か ぞ く

を支援
し え ん

するため、障害
しょうがい

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

の仕組
し く

みづくりを進
すす

め、地域
ち い き

療育
りょういく

センターの機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、療育
りょういく

と

教育
きょういく

の連携
れんけい

に取
と

り組
く

んできました。 

昨今
さっこん

、横浜
よこはま

市
し

における統計
とうけい

では、子
こ

どもの人口
じんこう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にある中
なか

、障害
しょうがい

のある子
こ

ど

もは増加
ぞ う か

しています。一方
いっぽう

で、保育所
ほいくじょ

や幼稚園
ようちえん

では障害
しょうがい

のある子
こ

どもの積極
せっきょく

的
てき

な受入
う け い

れ

が進
すす

むとともに、障害
しょうがい

児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

するなど、障害
しょうがい

のある子
こ

どもを取
と

り巻
ま

く

環境
かんきょう

は大
おお

きく変化
へ ん か

しています。 

引
ひ

き続
つづ

き、障害
しょうがい

児
じ

に関
かか

わる機関
き か ん

が連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある子
こ

どもがそれぞれの生活
せいかつ

の場面
ば め ん

で、きめ細
こま

かな支援
し え ん

が受
う

けられることが必要
ひつよう

です。 

教育
きょういく

の場
ば

では、すべての子
こ

どもが一貫
いっかん

して適切
てきせつ

な指導
し ど う

・支援
し え ん

を受
う

け、必要
ひつよう

な合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

されることが大切
たいせつ

です。そのため、すべての教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

し

て理解
り か い

を深
ふか

め、校内
こうない

支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させていくことが必要
ひつよう

になります。 

そして、「療育
りょういく

、保育
ほ い く

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

等
とう

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

が

多様
た よ う

な人間
にんげん

関係
かんけい

を育
はぐく

み、社会
しゃかい

生活
せいかつ

の経験
けいけん

を積
つ

むことにつながる」という視点
し て ん

で、施策
し さ く

を

展開
てんかい

する必要
ひつよう

があります。 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

横浜市
よこはまし

では、子
こ

どもの人口
じんこう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にある中
なか

、障害
しょうがい

のある子
こ

どもは増加
ぞ う か

しています。

とりわけ、軽度
け い ど

の知的
ち て き

障害児
しょうがいじ

や知的
ち て き

に遅
おく

れのない発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の増加
ぞ う か

が顕著
けんちょ

になっています。 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターにおいても利用
り よ う

希望者
きぼうしゃ

の増加
ぞ う か

だけでなく障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

やニーズの

多様化
た よ う か

に対応
たいおう

するため、新
あら

たな療育
りょういく

の仕組
し く

みを構築
こうちく

していくことが求
もと

められています。 

また、障害
しょうがい

のある子
こ

どももない子
こ

どもも分
わ

け隔
へだ

てなく、共
とも

に育
そだ

ち、学
まな

ぶという理念
り ね ん

の浸透
しんとう

や、保護者
ほ ご し ゃ

の就労
しゅうろう

をはじめとしたライフスタイルの変化
へ ん か

の影響
えいきょう

で、保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

に通
かよ

う障害児
しょうがいじ

が増加
ぞ う か

している他
ほか

、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

し、

障害
しょうがい

のある子
こ

どもが利用
り よ う

できるサービスも拡充
かくじゅう

しています。 

さらに、学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

）における発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する相談
そうだん

件数
けんすう

等
とう

も増加
ぞ う か

しており、支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

障害児
しょうがいじ

やその家族
か ぞ く

の様々
さまざま

なニーズに的確
てきかく

に応
こた

え、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、障害児
しょうがいじ

を

取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

の変化
へ ん か

に合
あ

わせ、支援
し え ん

体制
たいせい

の見直
み な お

しを 行
おこな

うとともに、それぞれの機関
き か ん

がサ

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ 

３－１ 療育
りょういく
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ービスの質
しつ

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

み、これまで以上
いじょう

に各機関
かくきかん

が連携
れんけい

して支援
し え ん

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があ

ります。 

そこで３つの方
ほう

向性
こうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

０歳
さい

から小学校
しょうがっこう

期
き

の障害
しょうがい

がある子
こ

どもやその保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

に、相談
そうだん

から評価
ひょうか

及
およ

び療育
りょういく

までの一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

います。 

相談
そうだん

の初期
し ょ き

段階
だんかい

から、療育
りょういく

センターの持
も

つ知識
ち し き

や経験
けいけん

に基
もと

づく適切
てきせつ

な評価
ひょうか

、療 育
りょういく

計画
けいかく

の作成
さくせい

及
およ

び支援
し え ん

を行
おこな

います。また、保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

等
とう

と地域
ち い き

療育
りょういく

センターを併用
へいよう

する障害児
しょうがいじ

が増加
ぞ う か

していることから、並行
へいこう

通園
つうえん

を前提
ぜんてい

とした集団
しゅうだん

療育
りょういく

、保育所
ほいくしょ

や

幼稚園
ようちえん

への支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

します。 

（２）切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センター等
とう

と保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

及
およ

び、自主的
じしゅてき

な活動
かつどう

である地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

との

連携
れんけい

により、乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

まで、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を目指
め ざ

します。 

国
くに

の 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づいて、福祉
ふ く し

と教育
きょういく

と各家庭
かくかてい

が連携
れんけい

して障害児
しょうがいじ

を支援
し え ん

する体制
たいせい

の

整備
せ い び

や保護者
ほ ご し ゃ

に対する支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

を増
ふ

やし、希望
き ぼ う

する全
すべ

ての人
ひと

が障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

を受
う

けられる

体制
たいせい

をつくることにより、障害児
しょうがいじ

が将来
しょうらい

望
のぞ

む暮
く

らしを実現
じつげん

するために、必要
ひつよう

なサービ

スを継続的
けいぞくてき

に選択
せんたく

することができる相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を目指
め ざ

します 。 

（３）学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

に対する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

学齢期
がくれいき

の障害児
しょうがいじ

が、放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

みなどにのびのびと過
す

ごしながら療育
りょういく

訓練
くんれん

や余暇
よ か

支援
し え ん

を受
う

けられるよう、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどの居場所
い ば し ょ

の確保
か く ほ

を進
すす

めるとともに、

そのサービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。また、引
ひ

き続
つづ

き、放課後
ほ う か ご

キッズクラブなど、

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

育成
いくせい

事業
じぎょう

における受入
う け い

れも推進
すいしん

します。 

学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

）の発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

が、自立
じ り つ

した成人期
せいじんき

を迎
むか

えられるた

めの相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を拡充
かくじゅう

します。
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取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センタ

ー運営
うんえい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

がある、またはその 疑
うたが

いのある児
じ

童
どう

に、専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い評
ひょう

価
か

や支援
し え ん

計
けい

画
かく

に基
もと

づき、

集
しゅう

団
だん

療
りょう

育
いく

や保育所
ほいくしょ

・幼
よう

稚
ち

園
えん

、学校
がっこう

への巡
じゅん

回
かい

訪問
ほうもん

、保護
ほ ご

者
しゃ

支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

います。 

また、区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センターの療育
りょういく

相談
そうだん

への

スタッフ派遣
は け ん

等
とう

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 600人
にん

 650人
にん

 700人
にん

  

4,800人
にん

日
にち

 5,200人
にん

日
にち

 5,600人
にん

日
にち

 

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 
190か所

しょ

 200か所
しょ

 210か所
しょ

 

 3,800人
にん

 4,000人
にん

 4,000人
にん

 

 297,000 

人
にん

日
にち

 

314,900 

人
にん

日
にち

 

327,500 

人
にん

日
にち

 

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

のうち、主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所
しょ

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

医療
いりょう

型
がた

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 9か所
しょ

 9か所
しょ

 9か所
しょ

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 185人
にん

 185人
にん

 185人
にん

 

 18,000人
にん

日
にち

 18,000人
にん

日
にち

 18,000人
にん

日
にち

 

居宅
きょたく

訪問
ほうもん

型
がた

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 1か所
しょ

 1か所
しょ

 1か所
しょ

 

 30人
にん

 30人
にん

 30人
にん

 

 60人
にん

日
にち

 60人
にん

日
にち

 60人
にん

日
にち
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（２）切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

運営
うんえい

費
ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

児
じ

の保護
ほ ご

者
しゃ

等
とう

が自主的
じしゅてき

に組織
そ し き

し、地域
ち い き

で機
き

能
のう

回
かい

復
ふく

訓
くん

練
れん

や保
ほ

育
いく

を 行
おこな

う、地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

の運営
うんえい

費
ひ

を助成
じょせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

障害
しょうがい

児
じ

相談
そうだん

 126か所
しょ

 137か所
しょ

 149か所
しょ

 

 学齢
がくれい

 

8,800人
にん

 

学齢
がくれい

 

9,700人
にん

 

学齢
がくれい

 

10,700人
にん

 

 未就学
みしゅうがく

3,800人
にん

 

未就学
みしゅうがく

4,000人
にん

 

未就学
みしゅうがく

4,200人
にん

 

ペアレントトレーニング実施者
じっししゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

 
15か所

しょ

 30か所
しょ

 30か所
しょ

 

 

（３）学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

に対する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

学齢
がくれい

後期
こ う き

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年
ねん

代
だい

）の発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

等
とう

が安定
あんてい

した成
せい

人
じん

期
き

を迎
むか

えられるよう、児
じ

童
どう

や家族
か ぞ く

等
とう

からの相談
そうだん

に専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

、助言
じょげん

を行
おこな

います。 

また、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

に起因
き い ん

す

る問題
もんだい

の解決
かいけつ

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

います。 

４か所
しょ

 ４か所
しょ

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

等
とう

（保育所
ほいくじょ

、放課後
ほ う か ご

児
じ

童
どう

健
けん

全
ぜん

育成
いくせい

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

）における障害
しょうがい

児
じ

の受入
う け い

れ体制
たいせい

の整備
せ い び

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 推進
すいしん

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

 410か所
しょ

 460か所
しょ

 510か所
しょ

 

 8,800人
にん

 9,700人
にん

 10,700人
にん

 

 1,128,000

人
にん

日
にち

 

1,274,700

人
にん

日
にち

 

1,440,500

人
にん

日
にち
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放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

のうち、主
おも

に

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

 
調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 調 整 中
ちょうせいちゅう

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

のうち、主
おも

に

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所の

ある区
く

の割合
わりあい

 

100 ％
ぱーせんと

 100 ％
ぱーせんと

 100 ％
ぱーせんと

 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターによる相談
そうだん

件数
けんすう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

） 6,000件
けん

 6,000件
けん

 7,200件
けん

 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

セ ン タ ー 及 び 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャーの外部
が い ぶ

機関
き か ん

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

） 

25件
けん

 25件
けん

 30件
けん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

市
し

全体
ぜんたい

の児童
じ ど う

生徒数
せいとすう

が減少
げんしょう

する中
なか

、特別
とくべつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

どもたちは増加
ぞ う か

しています。

一般
いっぱん

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

し特別
とくべつ

な指導
し ど う

や支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どものための通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

や、個別
こ べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

の在籍
ざいせき

児童
じ ど う

数
すう

の増加
ぞ う か

はこの10年間
ねんかん

で1.7倍
ばい

になっています。また、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

では障害
しょうがい

の多様
た よ う

化
か

・重度
じゅうど

化
か

・重複
ちょうふく

化
か

への対応
たいおう

が求
もと

められています。 

障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や特性
とくせい

などが異
こと

なる子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりのニーズに対応
たいおう

した適切
てきせつ

な指導
し ど う

・

支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させていくには、教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

して理解
り か い

を深
ふか

め、専門
せんもん

性
せい

を

向上
こうじょう

させることが不可欠
ふ か け つ

です。さらに、医療
いりょう

的
てき

ケアを必要
ひつよう

とする子
こ

どもへの対応
たいおう

や多様
た よ う

な

ニーズに応
おう

じた学
まな

びの場
ば

の提供
ていきょう

、保護者
ほ ご し ゃ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりくみ

が求
もと

められています。 

また、グループインタビューなどでは、学齢期
がくれいき

の支援
し え ん

だけでなく、療育
りょういく

から教育
きょういく

、教 育
きょういく

から就労
しゅうろう

といったライフステージの継
つ

ぎ目
め

の部分
ぶ ぶ ん

で、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

う

ことを求
もと

める声
こえ

が挙
あ

げられました。 

 こういった現状
げんじょう

を踏
ふ

まえ、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

 

３－２ 教育
きょういく
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（１）療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターや特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

等
とう

の専門
せんもん

性
せい

を活用
かつよう

した学校
がっこう

支援
し え ん

の実施
じ っ し

や、保育
ほ い く

・

療育
りょういく

機関
き か ん

と就学先
しゅうがくさき

の情報
じょうほう

の共有化
きょうゆうか

など、引
ひ

き続
つづ

き、療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ

目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

います。 

（２）教育
きょういく

環境
かんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

第
だい

３期
き

横浜
よこはま

市
し

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

に基
もと

づき、すべての子
こ

どもにあらゆる教育
きょういく

の場
ば

で、

一貫
いっかん

した支援
し え ん

、適切
てきせつ

な指導
し ど う

支援
し え ん

や必要
ひつよう

な合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

するとともに、すべての

教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

して理解
り か い

を深
ふか

め、校内
こうない

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

（３）教育
きょういく

から就労
しゅうろう

への支援
し え ん

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

等
とう

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

をより一層
いっそう

強化
きょうか

し、就労
しゅうろう

支援
し え ん

・職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を進
すす

めていきます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

横浜
よこはま

型
がた

センター

的
てき

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターや特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

、通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

等
とう

の担当
たんとう

者
しゃ

が、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

や児
じ

童
どう

生徒
せ い と

、保護
ほ ご

者
しゃ

からの相談
そうだん

に対応
たいおう

するなど、特
とく

別
べつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な児
じ

童
どう

生徒
せ い と

を支援
し え ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就学
しゅうがく

説明会
せつめいかい

 
特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

を希望
き ぼ う

する幼
よう

児
じ

の就学
しゅうがく

に関
かん

する説明会
せつめいかい

を開催
かいさい

します。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就
しゅう

学
がく

・ 教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

の体制
たいせい

強化
きょうか

 

一人
ひ と り

ひとりの 教
きょう

育
いく

ニーズを的
てき

確
かく

に把
は

握
あく

し、

迅速
じんそく

で適正
てきせい

な就学
しゅうがく

・教育
きょういく

相談
そうだん

を 行
おこな

うため

に関係
かんけい

機関
き か ん

が相互
そ う ご

に連携
れんけい

しながら、 就
しゅう

学
がく

前
まえ

から卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

までを見
み

通
とお

した相談
そうだん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

保
ほ

護
ご

者
しゃ

教
きょう

室
しつ

開
かい

催
さい

事
じ

業
ぎょう

 

横浜
よこはま

市
し

立
りつ

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

、特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の保護
ほ ご

者
しゃ

を対象
たいしょう

とした障害
しょうがい

に対
たい

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

の啓発
けいはつ

を進めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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私 立
わたくしりつ

幼稚園
ようちえん

等
とう

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育費
きょういくひ

補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

 

私 立
わたくしりつ

幼稚園
ようちえん

等
とう

に在園
ざいえん

している障害
しょうがい

児
じ

に対
たい

する教
きょう

育
いく

が、障害
しょうがい

の種類
しゅるい

・程度
て い ど

などに応
おう

じ

て適
てき

切
せつ

に 行
おこな

われるよう、その経費
け い ひ

の一部
い ち ぶ

を

設置
せ っ ち

者
しゃ

に補助
ほ じ ょ

し、障害
しょうがい

児
じ

の教育
きょういく

に役立
や く だ

てま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（２）教育
きょういく

環境
かんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

横浜
よこはま

市
し

立
りつ

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

に在籍
ざいせき

する聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある児
じ

童
どう

生徒
せ い と

にノートテイクによる情報
じょうほう

の保障
ほしょう

を実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネータ

ーの機能
き の う

強化
きょうか

と

スキルアップ 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター養成
ようせい

研修
けんしゅう

を受講
じゅこう

して活動
かつどう

している特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コー

ディネーターを対象
たいしょう

に、さらなるスキルア

ップを目
め

指
ざ

して、事
じ

例
れい

研
けん

究
きゅう

などを中
ちゅう

心
しん

とし

た研修
けんしゅう

を進
すす

めると共
とも

に、関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、専門的
せんもんてき

な資質
し し つ

を高
たか

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に

お け る ＩＣＴ
あいしーてぃー

機器
き き

の活用
かつよう

 

タブレット端末
たんまつ

や各
かく

種
しゅ

支援
し え ん

装置
そ う ち

の活用
かつよう

につ

いて、特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

全
ぜん

校
こう

で実践
じっせん

研究
けんきゅう

を行
おこな

い

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ＩＣＴ
あいしーてぃー

を 活用
かつよう

した 教
きょう

育
いく

環
かん

境
きょう

の充実
じゅうじつ

 

個々
こ こ

の児
じ

童
どう

生徒
せ い と

の障害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

を十分
じゅうぶん

に

踏
ふ

まえ、学 習 上
がくしゅうじょう

、生活上
せいかつじょう

の様々
さまざま

な困難
こんなん

に対
たい

し、ＩＣＴ
あいしーてぃー

を活用
かつよう

した指導
し ど う

や支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

さ

せるとともに、緊急
きんきゅう

時
じ

におけるオンライン

授業
じゅぎょう

や動画
ど う が

コンテンツ配信
はいしん

などについて、

検討
けんとう

、実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の

充実
じゅうじつ

 

在籍
ざいせき

児
じ

童
どう

生徒
せ い と

の 障害
しょうがい

の多様
た よ う

化
か

・重度
じゅうど

化
か

・

重複
じゅうふく

化
か

を踏
ふ

まえ、教
きょう

育
いく

環
かん

境
きょう

の充
じゅう

実
じつ

に取
と

り

組
く

みます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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医療的
いりょうてき

ケア体制
たいせい

整備
せ い び

 

小
しょう

・中
ちゅう

・義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

や特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

にお

ける医療的
いりょうてき

ケアの実施
じ っ し

体制
たいせい

を整備
せ い び

します。 
整備
せ い び

 整備
せ い び

 

校
こう

内
ない

研
けん

修
しゅう

の 実
じっ

施
し

 

一般
いっぱん

学級
がっきゅう

においても特
とく

別
べつ

な支援
し え ん

を要
よう

する児
じ

童
どう

生徒
せ い と

が増加
ぞ う か

し、支援
し え ん

のニーズが多様
た よ う

化
か

して

いる状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、すべての教
きょう

員
いん

が障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や特性
とくせい

に応
おう

じた指導
し ど う

・支援
し え ん

を行
おこな

える

よう、ケーススタディを重視
じゅうし

した研修
けんしゅう

を 

充
じゅう

実
じつ

させます。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援
し え ん

員
いん

事業
じぎょう

 

小
しょう

・中
ちゅう

・義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

で障害
しょうがい

により学
がく

習
しゅう

面
めん

、生
せい

活
かつ

面
めん

や安
あん

全
ぜん

面
めん

への支援
し え ん

が必
ひつ

要
よう

な児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

に対
たい

し、特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援
し え ん

員
いん

を配置
は い ち

しま

す。 

配置
は い ち

 配置
は い ち

 

重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

利
りよう

用者
しゃ

の大
だい

学
がく

修
しゅう

学
がく

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介護
か い ご

を 利用
り よ う

す る 重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

が

大学
だいがく

修学
しゅうがく

するための支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。 

・計
けい

画期
か く き

間中
かんちゅう

に、重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

が修学
しゅうがく

するた

めに必要
ひつよう

な支援
し え ん

体制
たいせい

が構築
こうちく

され、進
しん

学
がく

を希
き

望
ぼう

した場
ば

合
あい

に安
あん

心
しん

して 修
しゅう

学
がく

ができている

状態
じょうたい

にします。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（３）教育
きょういく

から就労
しゅうろう

への支援
し え ん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

企業
きぎょう

就労
しゅうろう

を目
め

指
ざ

す生
せい

徒
と

の実
じっ

習
しゅう

先
さき

開
かい

拓
たく

や 職
しょく

場
ば

定
てい

着
ちゃく

支援
し え ん

を行
おこな

うため、高
こう

等
とう

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

（ 若
わか

葉
ば

台
だい

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

教
きょう

育
いく

部
ぶ

門
もん

を含
ふく

む）に就労
しゅうろう

支援
し え ん

指導
し ど う

員
いん

を配置
は い ち

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、「働
はたら

く」ことは、自立
じ り つ

した生活
せいかつ

や生
い

きがいにつなが

る、暮
く

らしの大切
たいせつ

な要素
よ う そ

です。企業
きぎょう

での障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

が進
すす

み、社会
しゃかい

状 況
じょうきょう

の変化
へ ん か

に合
あ

わせ

て、多
おお

くの業種
ぎょうしゅ

や短時間
たんじかん

での雇用
こ よ う

など、働
はたら

き方
かた

の選択
せんたく

肢
し

は広
ひろ

がっています。また、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

での仕事
し ご と

は、働
はたら

く人
ひと

の得意
と く い

を生
い

かせる、様々
さまざま

な内容
ないよう

に変
か

わって

きています。 

ライフステージの変化
へ ん か

などに合
あ

わせて、どこで何
なに

をして働
はたら

くか、どう働
はたら

き続
つづ

けるかは

人
ひと

それぞれ違
ちが

ってきます。「働
はたら

きたい」「働
はたら

き続
つづ

けたい」という思
おも

いに寄
よ

り添
そ

った支援
し え ん

を

充実
じゅうじつ

させていくとともに、多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

を広
ひろ

く紹介
しょうかい

し、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

についての理解
り か い

を深
ふか

めていく必要
ひつよう

があります。 

また、充実
じゅうじつ

した生活
せいかつ

を過
す

ごすには、日中
にっちゅう

活動
かつどう

やスポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

に取
と

り組
く

め

る環境
かんきょう

も大切
たいせつ

です。文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

を創造
そうぞう

し、享受
きょうじゅ

することは、自己
じ こ

実現
じつげん

や生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

につながることから、身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

での様々
さまざま

な機会
き か い

や場
ば

の創出
そうしゅつ

に取
と

り組
く

みます。好
す

きな

活動
かつどう

などを通
つう

じて、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

とが住
す

む地域
ち い き

や通
かよ

う地域
ち い き

でのふれあいを望
のぞ

む

声
こえ

も、今回
こんかい

のアンケート調査
ちょうさ

などから読
よ

み取
と

れます。一人
ひ と り

ひとりが自分
じ ぶ ん

のやりたいことな

どに取
と

り組
く

むことができ、それが余暇
よ か

になり、生
い

きがいにつながっていくよう、機会
き か い

や場
ば

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

第
だい

４期
き

障害
しょうがい

者
しゃ

プランを策定
さくてい

するために実施
じ っ し

した「当事者
とうじしゃ

ワーキンググループ」に参加
さ ん か

した 中
ちゅう

学
がく

生
せい

が「なれる職 業
しょくぎょう

より、なりたい職 業
しょくぎょう

につきたい」という思
おも

いを伝
つた

えてくれました。

働
はたら

くことは「 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生きる」ことを実現
じつげん

させる、大切
たいせつ

な要素
よ う そ

の一

つなのです。 

近年
きんねん

、障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を取
と

り巻
ま

く環 境
かんきょう

は変
へん

化
か

しています。平成
へいせい

30年
ねん

４月
がつ

の「精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

義務
ぎ む

化
か

」などの法
ほう

改正
かいせい

等
とう

を背景
はいけい

に、 働
はたら

く障害
しょうがい

者
しゃ

の数
すう

は年
ねん

々
ねん

増加
ぞ う か

しています。雇用
こ よ う

者
しゃ

数
すう

の増加
ぞ う か

だけでなく、平成
へいせい

27年
ねん

に国連
こくれん

が採択
さいたく

したＳ
えす

Ｄ
でぃー

Ｇ
じー

ｓ
ず

（持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

）の

目標
もくひょう

の中
なか

に、障害
しょうがい

者
しゃ

を含
ふく

むすべての人
ひと

に「ディーセント・ワーク（働
はたら

きがいのある人間
にんげん

らしい仕事
し ご と

）の実現
じつげん

」が掲
かか

げられるなど、「どんな仕事
し ご と

をして暮
く

らしていくのか」というこ

とも、今後
こ ん ご

ますます重要
じゅうよう

になってきます。 

今回
こんかい

実施
じ っ し

したアンケート調査
ちょうさ

では、全体
ぜんたい

の30 ％
ぱーせんと

弱
じゃく

の人
ひと

が企業
きぎょう

などで働
はたら

く「一般
いっぱん

就労
しゅうろう

」

をしています。 働
はたら

いていない人
ひと

でも、回答
かいとう

者
しゃ

の30 ％
ぱーせんと

強
きょう

の人
ひと

が就労
しゅうろう

意向
い こ う

を持
も

つなど、

多
おお

くの人
ひと

が一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を目指
め ざ

す傾向
けいこう

にあります。さらに、現在
げんざい

働
はたら

いている人
ひと

のうち約
やく

78

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
たの

しむ 

４－１ 就労
しゅうろう
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％
ぱーせんと

の人
ひと

は何
なん

らかの形
かたち

で 働
はたら

き続
つづ

けたいと 考
かんが

えており、ライフステージの変化
へ ん か

等
とう

に応
おう

じ

た、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

での就労
しゅうろう

の場
ば

も重要
じゅうよう

です。 

就労
しゅうろう

の支援
し え ん

はもちろん、就労
しゅうろう

後
ご

も、企業
きぎょう

の障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

など、安心
あんしん

して 働
はたら

き続
つづ

け

るための支援
し え ん

や就労
しゅうろう

の基盤
き ば ん

となる生活
せいかつ

面
めん

の支援
し え ん

も充実
じゅうじつ

が求
もと

められています。 

また、多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

が広
ひろ

がっている障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

について、企業
きぎょう

、市民
し み ん

の方
かた

の理解
り か い

を深
ふか

めるため、様々
さまざま

な機会
き か い

を設
もう

けていく必要
ひつよう

があります。 

 そこで、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

と雇用
こ よ う

後
ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

多様
た よ う

化
か

する就労
しゅうろう

ニーズや生活
せいかつ

面
めん

での支援
し え ん

も含
ふく

めた定着
ていちゃく

支援
し え ん

、障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

の広
ひろ

がり

を踏
ふ

まえた企業
きぎょう

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

など、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

に、関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

を図
はか

りながら障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を支
ささ

えます。 

（２）幅
はば

広
ひろ

い仕事
し ご と

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

による生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

 

働
はたら

く人
ひと

それぞれの 働
はたら

きがいを引
ひ

き出
だ

せるよう、共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

窓口
まどぐち

等
とう

を通
つう

じた企業
きぎょう

等
とう

からの様々
さまざま

な仕事
し ご と

のあっせん、障害
しょうがい

者
しゃ

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

推進
すいしん

法
ほう

に基
もと

づく行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の優
ゆう

先
せん

調
ちょう

達
たつ

、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

からの受注
じゅちゅう

促進
そくしん

や自主
じ し ゅ

製品
せいひん

の販路
は ん ろ

拡大
かくだい

に取
と

り組
く

みます。また、様々
さまざま

な

発注
はっちゅう

ニーズに対応
たいおう

できるよう事業所
じぎょうしょ

のスキルを高
たか

めるなど、受発注
じゅはっちゅう

双方
そうほう

の底
そこ

上
あ

げを

行
おこな

うことで、工賃
こうちん

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

（３）多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

や障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

様々
さまざま

な業種
ぎょうしゅ

や勤務
き ん む

形態
けいたい

など、多様
た よ う

化
か

する 働
はたら

き方
かた

について、市民
し み ん

や企業
きぎょう

の方
かた

に向
む

け

て、シンポジウムやセミナー等
とう

を通
つう

じて広
ひろ

く紹介
しょうかい

します。また、ふれあいショップ等
とう

の就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

拠点
きょてん

を通
つう

じて、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

取組
とりくみ

 

（１）一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

と雇用
こ よ う

後
ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センタ

ー を 中心
ちゅうしん

と し

た、地域
ち い き

における

就労
しゅうろう

支援
し え ん

ネット

ワークの構築
こうちく

 

障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を支
ささ

える関係
かんけい

機関
き か ん

（特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

、就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

所
しょ

、ハローワー

ク等
とう

）との連携
れんけい

・協
きょう

力
りょく

体制
たいせい

を構築
こうちく

します｡ 

就労
しゅうろう

の継続
けいぞく

に欠
か

かせない生活
せいかつ

面
めん

でのサポー

トを充実
じゅうじつ

させるため、地域
ち い き

の関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

し、本
ほん

人
にん

への支援
し え ん

を円滑
えんかつ

に進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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【 再掲
さいけい

】 就労
しゅうろう

支援
し え ん

セ ン タ ー

職員
しょくいん

の人
じん

材
ざい

育成
いくせい

 

多様
た よ う

な就労
しゅうろう

ニーズに対応
たいおう

できるよう、

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルを向
こう

上
じょう

させるため、研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

など、人
じん

材
ざい

育成
いくせい

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【 再掲
さいけい

】 就労
しゅうろう

促進
そくしん

を目的
もくてき

とし

た 事業
じぎょう

所
しょ

職員
しょくいん

向
む

け研修
けんしゅう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を行
おこな

っている企業
きぎょう

での「就
しゅう

業
ぎょう

体
たい

験
けん

」の研修
けんしゅう

を通
つう

じて、事業
じぎょう

所
しょ

職員
しょくいん

の

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルの向
こう

上
じょう

、就労
しゅうろう

に向
む

けた意
い

識
しき

付
づ

けにつなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

雇用
こ よ う

施策
し さ く

と 福祉
ふ く し

施策
し さ く

の連携
れんけい

によ

る 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

への就労
しゅうろう

支援
し え ん

 

（ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

就労
しゅうろう

支援
し え ん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

） 

法定
ほうてい

サービスでの対象外
たいしょうがい

となっている重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の経済
けいざい

活動
かつどう

時
じ

間
かん

中
ちゅう

の支援
し え ん

を雇用
こ よ う

施策
し さ く

と福祉
ふ く し

施策
し さ く

が連携
れんけい

して行
おこな

う制度
せ い ど

を検討
けんとう

し、実施
じ っ し

します。 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移
い

行
こう

者
しゃ

数
すう

 460人
にん

 498人
にん

 536人
にん

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

 1,476人
にん

分
ぶん

 1,547人
にん

分
ぶん

 1,617人
にん

分
ぶん

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

の利用
り よ う

者
しゃ

のうち就労
しゅうろう

移
い

行
こう

率
りつ

が３割
わり

以上
いじょう

の事業
じぎょう

所の割合
わりあい

 
34.2 ％

ぱーせんと

 42.1 ％
ぱーせんと

 50.0 ％
ぱーせんと

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

 1,070人
にん

 1,190人
にん

 1,397人
にん

 

 

（２）幅
はば

広
ひろ

い仕事
し ご と

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

による生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

セ ン

ターによる受
じゅ

注
ちゅう

促
そく

進
しん

 

企業
きぎょう

・行
ぎょう

政
せい

機関
き か ん

から、事業
じぎょう

所
しょ

の特性
とくせい

を生
い

か

した幅
はば

広
ひろ

い仕
し

事
ごと

の受
じゅ

注
ちゅう

ができるよう、コー

ディネートを行
おこな

います。 

市
し

内
ない

イベント等
とう

への出店
しゅってん

や自主
じ し ゅ

製品
せいひん

の

紹介
しょうかい

等
とう

を通
つう

じ、販
はん

路
ろ

を拡
かく

大
だい

するとともに、

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

への理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業
じぎょう

所
しょ

の 受注
じゅちゅう

ス

キルの向
こう

上
じょう

 

発注
はっちゅう

者
しゃ

側
がわ

のニーズに応
こた

えられる商
しょう

品
ひん

の開
かい

発
はつ

や作業
さぎょう

の受注
じゅちゅう

ができるよう、研修
けんしゅう

会
かい

や

モデルケースとなる事例
じ れ い

検討
けんとう

などを実施
じ っ し

し、事業
じぎょう

所
しょ

の受注
じゅちゅう

スキルの向
こう

上
じょう

を図
はか

り、

多
おお

くの受
じゅ

注
ちゅう

につなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

 

横浜
よこはま

市
し

役所
やくしょ

からの事業
じぎょう

所
しょ

への優先的
ゆうせんてき

な発注
はっちゅう

をさらに推進
すいしん

します。 

また、庁内
ちょうない

LAN
ら ん

などを活用
かつよう

し、区
く

局
きょく

等
とう

の発
はっ

注
ちゅう

事
じ

例
れい

を広
ひろ

く周
しゅう

知
ち

し、新
あら

たな発
はっ

注
ちゅう

につな

げます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（３）多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

や障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に

関
かん

する市民
し み ん

啓発
けいはつ

 

シンポジウムの開
かい

催
さい

等
とう

を通
つう

じ、様々
さまざま

な分
ぶん

野
や

で働
はたら

く障害
しょうがい

者
しゃ

や障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を進
すす

めている

企業
きぎょう

の「生
なま

の声
こえ

」を伝
つた

え、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に

対
たい

する理解
り か い

・関心
かんしん

を高
たか

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

に関
かん

する企業
きぎょう

啓発
けいはつ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を検討
けんとう

している企業
きぎょう

に向
む

けて、

雇
こ

用
よう

に関
かん

するセミナー等
とう

を実施
じ っ し

し、合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の必
ひつ

要
よう

性
せい

など企業
きぎょう

内
ない

での障害
しょうがい

理解
り か い

の

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ふれあいショッ

プ等
とう

を活用
かつよう

した

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に

関する理解
り か い

促進
そくしん

 

新
あら

たに開
かい

業
ぎょう

するＪ Ｒ
じぇいあーる

関
かん

内
ない

駅
えき

北
きた

口
ぐち

高
こう

架
か

下
した

の

就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

施設
し せ つ

及
およ

び新
しん

市
し

庁舎内
ちょうしゃない

のふれあい

ショップをはじめ、既存
き そ ん

のふれあいショッ

プ等
とう

の運営
うんえい

を通
つう

じて、就労
しゅうろう

に関
かん

する理解
り か い

の

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が日々
ひ び

の生活
せいかつ

を充実
じゅうじつ

したものにするうえで、日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の拡充
かくじゅう

が求
もと

められています。本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

やその人
ひと

の状態
じょうたい

に合
あ

った場所
ば し ょ

を選
えら

べるようにするためには、

４－２ 日中
にっちゅう

活動
かつどう
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専門
せんもん

的
てき

な支援
し え ん

ができるか、地域
ち い き

ごとにばらつきが生
しょう

じていないかなども考慮
こうりょ

し、各
かく

事業所
じぎょうしょ

がそれぞれの特徴
とくちょう

を生
い

かした運営
うんえい

ができるような仕組
し く

みをつくっていくことが必要
ひつよう

です。 

また、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスとしての日中
にっちゅう

活動
かつどう

だけではなく、自分
じ ぶ ん

が住
す

んでいる地域
ち い き

や

日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

に通
かよ

う地域
ち い き

などで、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も交流
こうりゅう

し、地域
ち い き

とのつながりを

深
ふか

めていくことで、互
たが

いにとってさらに充実
じゅうじつ

した生活
せいかつ

になっていくと考
かんが

えられます。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が希望
き ぼ う

する活動
かつどう

場所
ば し ょ

を選択
せんたく

できる方法
ほうほう

や、医療
いりょう

的
てき

ケアなど専門
せんもん

的
てき

な

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な人
ひと

への支援
し え ん

方法
ほうほう

について検討
けんとう

を行
おこな

い、日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

を

進
すす

めていきます。 

（２）地域
ち い き

でのつながりと広
ひろ

がりの促進
そくしん

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が住
す

んでいる地域
ち い き

や日中
にっちゅう

活動
かつどう

先
さき

がある地域
ち い き

で、様々
さまざま

な地域
ち い き

行事
ぎょうじ

や

施設
し せ つ

のイベント等
とう

を通
とお

して、障害
しょうがい

のない人
ひと

と一緒
いっしょ

になって活動
かつどう

したりすることで、

地域
ち い き

とつながり、互
たが

いに良
よ

い影響
えいきょう

を与
あた

える相乗
そうじょう

効果
こ う か

を広
ひろ

げていきます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 
 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 7,732人分
にんぶん

 7,982人分
にんぶん

 8,232人分
にんぶん

 
 

128,853人日
にんにち

 133,022人日
にんにち

 137,192人日
にんにち

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

） 42人分
にんぶん

 42人分
にんぶん

 42人分
にんぶん

 
 

826人日
にんにち

 826人日
にんにち

 826人日
にんにち

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 359人分
にんぶん

 376人分
にんぶん

 393人分
にんぶん

 
 

5,812人日
にんにち

 6,088人日
にんにち

 6,363人日
にんにち

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

【再掲】 1,476人分
にんぶん

 1,547人分
にんぶん

 1,617人分
にんぶん

 
 

25,099人日
にんにち

 26,303人日
にんにち

 27,507人日
にんにち

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事業
じぎょう

（Ａ型
がた

） 880人分
にんぶん

 919人分
にんぶん

 958人分
にんぶん

 
 

17,203人日
にんにち

 17,962人日
にんにち

 18,721人日
にんにち

 



第３章- 54 - 

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事業
じぎょう

（Ｂ型
がた

） 4,605人分
にんぶん

 4,857人分
にんぶん

 5,109人分
にんぶん

 
 

79,012人日
にんにち

 83,339人日
にんにち

 87,666人日
にんにち

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター作業所
さぎょうじょ

型
がた

 130か所
しょ

 130か所
しょ

 130か所
しょ

 
 

2,600人
にん

 2,600人
にん

 2,600人
にん

 

中途
ちゅうと

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

センター 18か所
しょ

 18か所
しょ

 18か所
しょ

 
 

517人
にん

 517人
にん

 517人
にん

 

※この表
ひょう

における単位
た ん い

の考
かんが

え方
かた

は次
つぎ

のとおりです。 

 ・「人分
にんぶん

」…月間
げっかん

の利用
り よ う

人数
にんずう

 

 ・「人日
にんにち

」…月間
げっかん

の利用
り よ う

人数
にんずう

×一人
ひ と り

一
いっ

か月
げつ

あたりの平均
へいきん

利用
り よ う

日数
にっすう

 
 
 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

スポーツや文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

に親
した

しむことで毎日
まいにち

の生活
せいかつ

が充実
じゅうじつ

する、という人
ひと

も少
すく

なくありま

せん。「今後
こ ん ご

の自由
じ ゆ う

時間
じ か ん

・余暇
よ か

の過
す

ごし方
かた

」を尋
たず

ねたアンケート調査
ちょうさ

では、全体
ぜんたい

の約
やく

４割
わり

の

人
ひと

が「映画
え い が

やコンサート、美術展
びじゅつてん

、図書館
としょかん

、スポーツ観戦
かんせん

に行
い

く」、約
やく

２割
わり

の人
ひと

が「習
なら

い事
ごと

」、

約
やく

15 ％
ぱーせんと

の人
ひと

が「趣味
し ゅ み

のサークル」と回答
かいとう

しました。しかし、希望
き ぼ う

する過
す

ごし方
かた

を実際
じっさい

に

行
おこな

うことができている人
ひと

は、それぞれ５ ％
ぱーせんと

以上
いじょう

少
すく

ない結果
け っ か

となっています。 

このような中
なか

で、余暇
よ か

の過
す

ごし方
かた

として、スポーツや文
ぶん

化
か

活動
かつどう

に取
と

り組
く

むことは、外出
がいしゅつ

のきっかけづくりにもなり、生活
せいかつ

のさらなる充実
じゅうじつ

にもつながります。以前
い ぜ ん

から、スポーツ

や文
ぶん

化
か

活動
かつどう

を楽
たの

しむ場
ば

や機会
き か い

の少なさ、情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

のしづらさを課題
か だ い

として挙
あ

げる声
こえ

が

あったことも踏
ふ

まえ、地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

や施設
し せ つ

等
とう

と連携
れんけい

し、活動
かつどう

の場
ば

や地域
ち い き

の交流
こうりゅう

を深
ふか

め

る機会
き か い

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。スポーツや文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を楽
たの

しみたいと思
おも

う誰
だれ

もが、

障害
しょうがい

のあるなしに関
かか

わらず活動
かつどう

に参加
さ ん か

できるよう、引
ひ

き続
つづ

き、環境
かんきょう

を整
ととの

えていきます。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）スポーツ活動
かつどう

の推進
すいしん

 

市
し

内
ない

２か所
しょ

の障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センターを中核
ちゅうかく

拠点
きょてん

として、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

や施設
し せ つ

等
とう

で、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの取組
とりくみ

が 行
おこな

われるよう積極
せっきょく

的
てき

に 働
はたら

きかけ、

障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの場
ば

の充実
じゅうじつ

や支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

に取
と

り組
く

みます。 

（２）文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のあるなしに関
かか

わらず、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

を創造
そうぞう

し、享受
きょうじゅ

することができるよう、2014

年
ねん

からこれまで開催してきた『ヨコハマ・パラトリエンナーレ』の取組
とりくみ

を生
い

かし、障害
しょうがい

４－３ スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ
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のある人
ひと

とない人
ひと

の協働
きょうどう

によるクリエイティブな活動
かつどう

の場
ば

の創出
そうしゅつ

等
とう

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り

組
く

むとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

で文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

に親
した

しめる環境
かんきょう

づくりを

進
すす

めます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）スポーツ活動
かつどう

の推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ

の啓発
けいはつ

と理解
り か い

の

促進
そくしん

 

東京
とうきょう

2020パラリンピックにより高
たか

まる関心
かんしん

を大会後
たいかいご

の障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

につ

なげるため、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センター

や横浜
よこはま

市
し

スポーツ協
きょう

会
かい

、地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

し、障害者
しょうがいしゃ

スポーツの裾野
す そ の

を広
ひろ

げ

る取組
とりくみ

を行うとともに、障害者
しょうがいしゃ

スポーツを

通
つう

じた障害
しょうがい

への理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

身近
み ぢ か

な地域
ち い き

にお

ける障害
しょうがい

者
しゃ

スポ

ーツの推進
すいしん

 

引
ひ

き続
つづ

き、障害
しょうがい

者
しゃ

が身近
み ぢ か

な地域
ち い き

でスポーツ

に取
と

り組
く

めるよう、各
かく

区
く

のスポーツセンタ

ーや中途
ちゅうと

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

センター等
とう

と連携
れんけい

し、地域
ち い き

の人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

を進
すす

めながら、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの推進
すいしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（２）文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

 

アートイベントの開催
かいさい

や、活動
かつどう

を支
ささ

える人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

、様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

した文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の場
ば

の創
そう

出
しゅつ

に取
と

り組
く

みます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

鑑賞
かんしょう

の支
し

援
えん

 

様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

し、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じ

た鑑賞
かんしょう

の機会
き か い

の充実
じゅうじつ

、円滑
えんかつ

な施設
し せ つ

利用
り よ う

の

ための環境
かんきょう

整備
せ い び

、活動
かつどう

を支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

等
とう

に取
と

り組
く

みます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

実
じつ

現
げん

に向
む

けた取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を深
ふか

め、文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

体験
たいけん

や

公演
こうえん

・展示
て ん じ

等
とう

鑑賞
かんしょう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活動
かつどう

を通
とお

し

て、障害
しょうがい

のあるなしに関
かか

わらず誰
だれ

もが互
たが

い

に対等
たいとう

な立場
た ち ば

で関
かか

わりあうことを進
すす

める活
かつ

動
どう

を促進
そくしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

仮称
かしょう

）読書
どくしょ

バリア

フリー法
ほう

に基
もと

づ

く 横
よこ

浜
はま

市
し

計
けい

画
かく

の

策
さく

定
てい

、推進
すいしん

 

読書
どくしょ

バリアフリー法
ほう

に基
もと

づく、地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の計画
けいかく

として策定
さくてい

し、計画
けいかく

に基
もと

づく

取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

策定
さくてい

 

・ 

推進
すいしん

 

推進
すいしん
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第
だい

３章
しょう

では、様々
さまざま

な事業
じぎょう

を「障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視点
し て ん

に立
た

った

枠組
わ く ぐ

み」に沿
そ

って取
と

り上
あ

げました。 

一方
いっぽう

で、複合的
ふくごうてき

で多面的
ためんてき

な地域
ち い き

課題
か だ い

が表面化
ひょうめんか

する中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

えていく

には、個々
こ こ

の事業
じぎょう

による支援
し え ん

だけでは十分
じゅうぶん

とは言
い

えません。地域
ち い き

社会
しゃかい

の中
なか

で、行政
ぎょうせい

や関係
かんけい

機関
き か ん

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

など多
おお

くの担
にな

い手
て

が対話
た い わ

・協議
きょうぎ

を行
おこな

い、様々
さまざま

な事業
じぎょう

・施策
し さ く

・

取組
とりくみ

が連携
れんけい

することで、基盤
き ば ん

を整備
せ い び

・強化
きょうか

していくことが重要
じゅうよう

です。 

第
だい

４章
しょう

では、障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

で支
ささ

えるための基盤
き ば ん

として、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」と、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」について、将来像
しょうらいぞう

とそれ

に向
む

けた取組
とりくみ

を取
と

り上
あ

げます。 

 

 

 

国
くに

は、平成
へいせい

28年
ねん

に発表
はっぴょう

した「経済
けいざい

財政
ざいせい

運営
うんえい

と改革
かいかく

の基本
き ほ ん

方針
ほうしん

2016～600兆円
ちょうえん

経済
けいざい

へ

の道筋
みちすじ

～」において、「全
すべ

ての人々
ひとびと

が地域
ち い き

、暮
く

らし、生
い

きがいを共
とも

に創
つく

り高
たか

め合
あ

う地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

する」と打
う

ち出
だ

しました。その中
なか

で、「支
ささ

え手
て

側
がわ

と受
う

け手
て

側
がわ

に分
わ

かれ

るのではなく、あらゆる住民
じゅうみん

が役割
やくわり

を持
も

ち、支
ささ

え合
あ

いながら、自分
じ ぶ ん

らしく活躍
かつやく

できる

地域
ち い き

コミュニティを育成
いくせい

し、福祉
ふ く し

などの公的
こうてき

サービスと協働
きょうどう

して助
たす

け合
あ

いながら暮
く

らすことのできる仕組
し く

みを構築
こうちく

する」としています。 

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

のありようとしての「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」を実現
じつげん

する仕組
し く

みとして、高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

の分野
ぶ ん や

では「地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」が導入
どうにゅう

されています。「地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシス

テム」は、高齢者
こうれいしゃ

のケアとして必要
ひつよう

な支援
し え ん

を地域
ち い き

で包括
ほうかつ

的
てき

に提供
ていきょう

し地域
ち い き

での自立
じ り つ

した

生活
せいかつ

を支援
し え ん

するもので、障害
しょうがい

者
しゃ

やこどもの支援
し え ん

にも応用
おうよう

できると考
かんが

えられています。

そこで、平成
へいせい

28年
ねん

度
ど

に、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の一層
いっそう

の地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めるための地域
ち い き

づくりを

推進
すいしん

する視点
し て ん

から、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

を目指
め ざ

す

ことが新
あら

たな理念
り ね ん

とされました。 

一方
いっぽう

、障害
しょうがい

者
しゃ

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

や「親
おや

亡
な

き後
あと

」を見据
み す

え、障害
しょうがい

児
じ

者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で包括
ほうかつ

的
てき

に支
ささ

える体制
たいせい

が必要
ひつよう

とされてきたことから、平成
へいせい

27年
ねん

度
ど

に国
くに

は地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

整備
せ い び

推進
すいしん

モデル事業
じぎょう

を立
た

ち上
あ

げ、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

の整備
せ い び

」を進
すす

めて

きました。「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

」は、地域
ち い き

に存在
そんざい

する社会
しゃかい

資源
し げ ん

を有機
ゆ う き

的
てき

に結
むす

びつけ効率
こうりつ

的
てき

・効果
こ う か

的
てき

な地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

することにより、障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

第
だ い

４章
しょう

 障害
しょうがい

のある人
ひ と

を地域
ち い き

で支
さ さ

える基盤
き ば ん

の整備
せ い び

 

１ 本章
ほんしょう

の位置
い ち

づけ 

２ 国
くに

の動向
どうこう
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えていこうというものです。 

 

 

 

「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

は、まったく新
あたら

しい何
なに

かをつくるものではありま

せん。これまで、横浜市
よこはまし

は、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も含
ふく

め、支援
し え ん

者
しゃ

の方々
かたがた

、事業所
じぎょうしょ

の

みなさん、地域
ち い き

の方々
かたがた

と 協 力
きょうりょく

しながら、地域
ち い き

活動
かつどう

ホームや基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター、

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

などをはじめとする様々
さまざま

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

を整備
せ い び

・推進
すいしん

してきました。こう

いった既存
き そ ん

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

を有機
ゆ う き

的
てき

につないでいくネットワーク型
がた

の手法
しゅほう

により、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

を進
すす

めてきています。 

また、精神
せいしん

障害
しょうがい

特有
とくゆう

の生活
せいかつ

のしづらさについて、地域
ち い き

における関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が

共通
きょうつう

の認識
にんしき

を持
も

ち、これまでのつながりの中
なか

での機能
き の う

の見直
み な お

しや、制度
せ い ど

に基
もと

づかな

い支援
し え ん

も含
ふく

めたつながり同士
ど う し

の結
むす

びつきにより、地域
ち い き

の特性
とくせい

をふまえた多
おお

くの課題
か だ い

に

対応
たいおう

できるよう、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

に取
と

り組
く

ん

できました。 

次
つぎ

から、具体
ぐ た い

的
てき

な「将来像
しょうらいぞう

」と「取組
とりくみ

」として、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

において取
と

り組
く

む５つの居住
きょじゅう

支援
し え ん

機能
き の う

と、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシ

ステム」の６つの仕組
し く

みを説明
せつめい

します。 

 

 

 

機能
き の う

１ 相談
そうだん

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 必要
ひつよう

な人
ひと

すべてが相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

につながっていて、緊急
きんきゅう

時
じ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を

関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が適切
てきせつ

に共有
きょうゆう

するなどの取組
とりくみ

が展開
てんかい

されています。 

また、地域
ち い き

での障害
しょうがい

理解
り か い

が進
すす

み、横浜市
よこはまし

後見
こうけん

的
てき

支援
し え ん

制度
せ い ど

など既存
き そ ん

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

を

活用
かつよう

した緩
ゆる

やかな見守
み ま も

りが機能
き の う

しています。 

【取組
とりくみ

】 

 各区
か く く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

、研修
けんしゅう

、集団指導
しゅうだんしどう

などの様々
さまざま

な場
ば

を活用
かつよう

し、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

に

対
たい

し、緊急
きんきゅう

時
じ

のリスク把握
は あ く

や事前
じ ぜ ん

の備
そな

えの必要
ひつよう

性
せい

と、各
かく

機関
き か ん

が地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の

担
にな

い手
て

であるという認識
にんしき

を持
も

てるよう働
はたら

きかけます。 

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

や障害
しょうがい

のある人
ひと

ご本人
ほんにん

に対
たい

し、あらかじめ緊急
きんきゅう

事態
じ た い

を想定
そうてい

し、そ

の予防
よ ぼ う

とスムーズな対応
たいおう

を計画
けいかく

する「緊急
きんきゅう

時
じ

予防
よ ぼ う

・対応
たいおう

プラン」の作成
さくせい

などを促
うなが

３ 横浜市
よ こ は ま し

の 状 況
じょうきょう

 

（１） 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う
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し、それらを３機関
き か ん

で共有
きょうゆう

することにより、緊急
きんきゅう

時
じ

の支援
し え ん

が見込
み こ

めない世帯
せ た い

を

把握
は あ く

します。 

また、緊急
きんきゅう

事態
じ た い

が発生
はっせい

しないための予防
よ ぼ う

策
さく

や、緊急
きんきゅう

事態
じ た い

を想定
そうてい

した支援
し え ん

体制
たいせい

を

整
ととの

えるため、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

同士
ど う し

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

方法
ほうほう

や考
かんが

え方を整理
せ い り

し、共有
きょうゆう

しま

す。 

 

機能
き の う

２ 緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
う け い

れ・対応
たいおう

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

も含
ふく

め、それぞれの施設
し せ つ

の特性
とくせい

に応
おう

じた役割
やくわり

分担
ぶんたん

のもとで、レス

パイトや計画
けいかく

的
てき

な利用
り よ う

だけではなく、緊急
きんきゅう

時
じ

の利用
り よ う

にも対応
たいおう

できる状態
じょうたい

になって

います。また、横浜市
よこはまし

の拠点
きょてん

施設
し せ つ

である 18 か所
しょ

の社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム及
およ

び 23 か所
しょ

の機能
き の う

強化
きょうか

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム並
なら

びに６か所
しょ

の多
た

機能
き の う

型
がた

拠点
きょてん

において、相
そう

互
ご

連携
れんけい

のもと、他
ほか

に受入
う け い

れ先
さき

がない方
かた

の利用
り よ う

が促進
そくしん

され、緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
う け い

れにも対応
たいおう

できています。 

【取組
とりくみ

】 

各
かく

事業所
じぎょうしょ

に対
たい

して、地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の担
にな

い手
て

との認識
にんしき

のもと、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の

施設
し せ つ

種別
しゅべつ

（入所
にゅうしょ

、通所
つうしょ

、病院
びょういん

、診療所
しんりょうじょ

等
とう

）や、障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホームや多
た

機能
き の う

型
がた

拠点
きょてん

など施設
し せ つ

の設置
せ っ ち

目的
もくてき

に応
おう

じた役割
やくわり

を整理
せ い り

し、理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び 協 力
きょうりょく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を

図
はか

ります。 

また、医療
いりょう

的
てき

ケアが必要
ひつよう

な人
ひと

や重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

、強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

がある人
ひと

な

どの受入
う け い

れ促進
そくしん

、拠点
きょてん

的
てき

施設
し せ つ

等
とう

の定期
て い き

的
てき

な評価
ひょうか

及
およ

び改善
かいぜん

（Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｃ
しー

Ａ
えー

サイクル）を通
つう

じ

た支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

 

機能
き の う

３ 体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

の提供
ていきょう

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を中心
ちゅうしん

に構築
こうちく

されたネットワークが強固
きょうこ

になり、一人
ひ と り

ひとりの

ニーズに合
あ

わせた「体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

」の提供
ていきょう

が行
おこな

われています。また、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターではグループホームや日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス事業所
じぎょうしょ

などの「体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

」

の情報
じょうほう

が随時
ず い じ

更新
こうしん

され、入手
にゅうしゅ

・活用
かつよう

できる状態
じょうたい

です。 
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さらに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、暮
く

らしの場
ば

や過
す

ごし方
かた

の体験
たいけん

をすることで様々
さまざま

な選
せん

択
たく

肢
し

の中
なか

から自身
じ し ん

で選
えら

べるようになり、一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを希望
き ぼ う

する人
ひと

も暮
く

らしたい地
ち

域
いき

で

自分
じ ぶ ん

らしい生活
せいかつ

を実現
じつげん

できます。 

【取組
とりくみ

】 

事業所
じぎょうしょ

情報
じょうほう

が基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターへ適時
て き じ

集約
しゅうやく

される 働
はたら

きかけと、情報
じょうほう

提供
ていきょう

を 行
おこな

うための手法
しゅほう

を整理
せ い り

・検討
けんとう

します。相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

や基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターでの

相談
そうだん

内容
ないよう

等
とう

を活用
かつよう

して把握
は あ く

したニーズを踏
ふ

まえ、様々
さまざま

な住
す

まいの場
ば

の拡充
かくじゅう

と、体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

を提供
ていきょう

しやすくする仕組
し く

みを検討
けんとう

します。居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を通
つう

じて、

不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

のオーナー等
とう

に、障害
しょうがい

理解
り か い

を促進
そくしん

する研修
けんしゅう

、サポート

体制
たいせい

の構築
こうちく

、入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない住宅
じゅうたく

の戸数
こ す う

増
ぞう

への働
はたら

きかけ等
とう

を実施
じ っ し

します。宿泊
しゅくはく

型
がた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

など、生活
せいかつ

環境
かんきょう

を変
か

える意味
い み

での他
ほか

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

の活用
かつよう

・開発
かいはつ

を検討
けんとう

します。 

 

機能
き の う

４ 専門
せんもん

的
てき

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 区域
く い き

では、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

での取組
とりくみ

により、人材
じんざい

育成
いくせい

、サービス水準
すいじゅん

の向上
こうじょう

・

標準化
ひょうじゅんか

ができています。また、市域
し い き

、区域
く い き

における人材
じんざい

育成
いくせい

の取組
とりくみ

を効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

さ

せることにより、発達
はったつ

障害
しょうがい

、行動
こうどう

障害
しょうがい

、高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

、医療
いりょう

的
てき

ケア等
とう

、様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

において専門
せんもん

性
せい

の高
たか

い支援
し え ん

ができる人材
じんざい

が育成
いくせい

できています。 

【取組
とりくみ

】 

 区域
く い き

と市域
し い き

の研修
けんしゅう

が効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

するよう、体系
たいけい

的
てき

な整理
せ い り

を行
おこな

うとともに、区域
く い き

での人材
じんざい

育成
いくせい

を担
にな

える人材
じんざい

を市域
し い き

で育成
いくせい

し、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

が人材
じんざい

育成
いくせい

の場
ば

として

さらに機能
き の う

するよう取
と

り組
く

みます。 

また、研修
けんしゅう

に参加
さ ん か

できない人
ひと

に対
たい

する人材
じんざい

育成
いくせい

手法
しゅほう

や、二次
に じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

のコンサ

ルテーション機能
き の う

の拡充
かくじゅう

および効果
こ う か

的
てき

な運用
うんよう

方法
ほうほう

などを検討
けんとう

します。 

 

 

機能
き の う

５ 地域
ち い き

の体制
たいせい

づくり 

【将来像
しょうらいぞう

】 

区
く

障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

、ブロック連絡
れんらく

会
かい

、市
し

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

の取組
とりくみ

が連携
れんけい

・

連動
れんどう

し、分野
ぶ ん や

を超
こ

えた多様
た よ う

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

が協 力
きょうりょく

することで、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

える具体
ぐ た い

的
てき

な取組
とりくみ

を展開
てんかい

しています。 
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【取組
とりくみ

】 

日
ひ

ごろの見守
み ま も

りの担
にな

い手
て

になる地域
ち い き

住民
じゅうみん

を含
ふく

め、障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

し

て暮
く

らすために、それぞれの立場
た ち ば

でできることを具体
ぐ た い

的
てき

に伝
つた

えることで、障害
しょうがい

分野
ぶ ん や

 

を超
こ

えた多様
た よ う

な方々
かたがた

に協 力
きょうりょく

してもらえる関係
かんけい

づくりを進
すす

めます。 

また、区域
く い き

での取組
とりくみ

や把握
は あ く

された地域
ち い き

課題
か だ い

を全市
ぜ ん し

で共有
きょうゆう

できる体制
たいせい

を整
ととの

えてい

きます。 

 

 

 

仕組
し く

み１ 本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が安心
あんしん

して相談
そうだん

できるための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】  

日常
にちじょう

生活
せいかつ

での困
こま

りごとや障害
しょうがい

により苦
くる

しんでいる場合
ば あ い

に、どこに相談
そうだん

したらよい

のか、わかりやすく情報
じょうほう

を受
う

け取
と

ることができます。 

また相談
そうだん

したことが関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

に適切
てきせつ

に共有
きょうゆう

され、普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

から一緒
いっしょ

に

考
かんが

えていくことで、もしもの事態
じ た い

を視野
し や

に入れた支援
し え ん

が受
う

けられます。 

【取組
とりくみ

】 

   緊急
きんきゅう

時
じ

のリスクを含
ふく

めたニーズを把握
は あ く

・共有
きょうゆう

し、適切
てきせつ

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

できるよう、

関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

それぞれが地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの担
にな

い手
て

となるような働
はたら

きかけ

を行
おこな

います。 

特
とく

に、未
み

治療
ちりょう

や治療
ちりょう

を中断
ちゅうだん

したことで苦
くる

しんでいる方
かた

やその家族
か ぞ く

をふくめ、緊急
きんきゅう

的
てき

な医療
いりょう

を確保
か く ほ

するための対応
たいおう

（精神
せいしん

科
か

救 急
きゅうきゅう

等
とう

）だけではなく、本人
ほんにん

が望
のぞ

まない

入院
にゅういん

や緊急
きんきゅう

事態
じ た い

にならないよう、地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシ

スタントなどを活用
かつよう

した訪問
ほうもん

活動
かつどう

など普段
ふ だ ん

からの支援
し え ん

が途切
と ぎ

れることなく提供
ていきょう

でき

る体制
たいせい

づくりを行
おこな

います。 

 

仕組
し く

み２ 入院
にゅういん

が長期化
ちょうきか

することなく、安心
あんしん

して退院
たいいん

できるための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

病気
びょうき

により入院
にゅういん

となった場合
ば あ い

でも、病気
びょうき

そのものや退院
たいいん

への不安
ふ あ ん

に対
たい

するサポー

トが受
う

けられます。 

また、病気
びょうき

の治療
ちりょう

が終
お

われば、その人
ひと

自身
じ し ん

が望
のぞ

む地域
ち い き

に退院
たいいん

し、生活
せいかつ

するうえで必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けられます。 

（２） 精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム 
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【取組
とりくみ

】 

 病気
びょうき

により入院
にゅういん

（再
さい

入院
にゅういん

）となった場合
ば あ い

でも、地域
ち い き

移行
い こ う

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

や退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

を活用
かつよう

しつつ、医療
いりょう

機関
き か ん

、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

、ピアサポート等
とう

と連携
れんけい

し、支援
し え ん

体制
たいせい

をつくっていきます。 

 

仕組
し く

み３ 安心
あんしん

した生活
せいかつ

を確保
か く ほ

するための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 希望
き ぼ う

する地域
ち い き

で様々
さまざま

な暮
く

らしの場
ば

を自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

で選択
せんたく

できます。アパートなどを希望
き ぼ う

した時
とき

も、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

に 断
ことわ

られることなく、家事
か じ

や手
て

続
つづ

きなど日常
にちじょう

生活
せいかつ

の困
こま

りご

とについても必要
ひつよう

な時
とき

にサポートが受
う

けられる体制
たいせい

ができています。 

【取組
とりくみ

】 

  これまでの社会
しゃかい

資源
し げ ん

の効果
こ う か

的
てき

な活用
かつよう

や拡充
かくじゅう

、事業所
じぎょうしょ

情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

・提供
ていきょう

の働
はたら

き

かけや手法
しゅほう

を検討
けんとう

します。特
とく

に引
ひ

っ越
こ

しや退院
たいいん

などの環境
かんきょう

変化
へ ん か

に伴う手
て

続
つづ

きや家事
か じ

、

体調
たいちょう

変化
へ ん か

などの不安
ふ あ ん

に対
たい

する継続
けいぞく

的
てき

なサポートや、日々
ひ び

の困
こま

りごとを解決
かいけつ

していく

ためのサポート体制
たいせい

を築
きず

いていきます。 

また、居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を通
つう

じて、不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

のオーナー等
とう

に対
たい

し、サポート体制
たいせい

の構築
こうちく

、障害
しょうがい

理解
り か い

を促進
そくしん

する研修
けんしゅう

、入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない住宅
じゅうたく

の戸
こ

数
すう

増
ぞう

への働
はたら

きかけを進
すす

めます。 

 

仕組
し く

み４ 支援
し え ん

者
しゃ

の知識
ち し き

や技術
ぎじゅつ

向上
こうじょう

のための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

と他
ほか

の様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

者
しゃ

が、個別
こ べ つ

支援
し え ん

だけの関
かか

わりだけではなく、 

お互
たが

いの知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

・情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

ができています。 

【取組
とりくみ

】 

 区域
く い き

と市域
し い き

の研修
けんしゅう

が効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

するよう体系
たいけい

的
てき

な整理
せ い り

を行
おこな

うとともに、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

のみならず身体
しんたい

障害
しょうがい

・知的
ち て き

障害
しょうがい

との重複
ちょうふく

や高齢
こうれい

、生活
せいかつ

困窮
こんきゅう

をはじ

めとした多
おお

くの分野
ぶ ん や

と精神
せいしん

科
か

医療
いりょう

機関
き か ん

との情報
じょうほう

および技術
ぎじゅつ

交流
こうりゅう

の機会
き か い

を整
ととの

えてい

きます。 
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仕組
し く

み５ 住民
じゅうみん

への障害
しょうがい

理解
り か い

に関
かん

する仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 地域
ち い き

における、ゆるやかな見守
み ま も

りの担
にな

い手
て

となる住民
じゅうみん

が精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

のしづ

らさを理解
り か い

し、困
こま

った時
とき

には一緒
いっしょ

に協 力
きょうりょく

したり、支援
し え ん

者
しゃ

と相談
そうだん

したりできるような

関
かん

係
けい

が築
きず

けています。 

  【取組
とりくみ

】 

 研修
けんしゅう

や講演会
こうえんかい

その他
た

の地域
ち い き

活動
かつどう

等
とう

を通
つう

じて、それぞれの立場
た ち ば

でできることを具体
ぐ た い

的
てき

に伝
つた

えることで、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

のしづらさを理解
り か い

し、様々
さまざま

な方々
かたがた

から協 力
きょうりょく

を受
う

けられる関係
かんけい

づくりを進
すす

めます。 

 

仕組
し く

み６ お互
たが

いに支
ささ

えあえる仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 精神
せいしん

障害
しょうがい

によって悩
なや

み苦
くる

しんできた経験
けいけん

を、いま苦
くる

しんでいる仲間
な か ま

や家族
か ぞ く

、支援
し え ん

 

者
しゃ

に分
わ

かち合
あ

うことで、支援
し え ん

の「支
ささ

え手
て

」や「受
う

け手
て

」という枠
わく

を超
こ

えて、ともに 

支
ささ

えあっていけるような体制
たいせい

ができています。 

  【取組
とりくみ

】 

関係
かんけい

機関
き か ん

から本人
ほんにん

への支援
し え ん

だけでなく、同じ経験
けいけん

や立場
た ち ば

をもつ人
ひと

同士
ど う し

が互
たが

いに

精神
せいしん

的
てき

な支
ささ

えとなれるような場
ば

や機会
き か い

を整
ととの

えていきます。 

 

 

 

 

これまで横浜市
よこはまし

では、国
くに

の動向
どうこう

に沿
そ

って、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

と「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

を個別
こ べ つ

に検討
けんとう

してきました。しか

し、どちらの仕組
し く

みも、「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

に向
む

けた地域
ち い き

づくりという面
めん

では同
おな

じです。 

今後
こ ん ご

、具体
ぐ た い

的
てき

な課題
か だ い

や必要
ひつよう

とされる事業
じぎょう

・取組
とりくみ

等
とう

が明確
めいかく

になってきた段階
だんかい

を見計
み は か

ら

い、一体
いったい

的
てき

な議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

うことによる相乗
そうじょう

効果
こ う か

で、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の取組
とりくみ

の推進
すいしん

と「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

を進
すす

めていき

ます。「第
だい

４期
き

横浜市
よこはまし

障害
しょうがい

者
しゃ

プラン」の基本
き ほ ん

目標
もくひょう

である「障害
しょうがい

のある人
ひと

も無
な

い人
ひと

も、

相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、自
みずか

らの意思
い し

に

４ 今後
こ ん ご

の方向性
ほうこうせい
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より自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコハマを目指
め ざ

す」の実現
じつげん

に向
む

けた非常
ひじょう

に

重要
じゅうよう

な取組
とりくみ

であり、様々
さまざま

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

の担
にな

い手
て

との連携
れんけい

・協働
きょうどう

と地域
ち い き

とのつながりを

深
ふか

めながら推進
すいしん

していきます。 

 

 

※「横浜市
よこはまし

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

機能
きのう

構築
こうちく

のための連携
れんけい

ガイドライン」から抜粋
ばっすい

したものですが、

おおまかな構造
こうぞう

は「精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム」も同様
どうよう

と 考
かんが

えられま

す。 
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「第
だい

４期
き

横
よこ

浜
はま

市
し

障害者
しょうがいしゃ

プラン」は、令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

から８年
ねん

度
ど

までの６年
ねん

間
かん

を計
けい

画
かく

期
き

間
かん

としています。

そのうち、「横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」及
およ

び「横浜市
よこはまし

障 害
しょうがい

児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」については、３年
ねん

後
ご

の令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

に改
かい

定
てい

を 行
おこな

う予
よ

定
てい

です。その際
さい

、併
あわ

せてプラン全
ぜん

体
たい

の見
み

直
なお

しを 行
おこな

う予
よ

定
てい

です。 

見
み

直
なお

しにあたっては、第
だい

４期
き

プランの策
さく

定
てい

過
か

程
てい

と同
おな

じように、障害者
しょうがいしゃ

やそのご家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

等
とう

との意
い

見
けん

交
こう

換
かん

やインタビューを 行
おこな

うほか、プランの進 捗
しんちょく

管理
か ん り

については「横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」及
およ

びその専
せん

門
もん

委
い

員
いん

会
かい

である「障 害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

検討
けんとう

部会
ぶ か い

」等
とう

の議論
ぎ ろ ん

や、毎
まい

年
ねん

欠
か

かさず開催
かいさい

している市
し

民
みん

向
む

け説
せつ

明
めい

会
かい

などの場
ば

で、各
かく

施
し

策
さく

・事
じ

業
ぎょう

の 評
ひょう

価
か

・検
けん

討
とう

を 行
おこな

います。 

また、社会
しゃかい

情 勢
じょうせい

やニーズの変化
へ ん か

に 伴
ともな

う新
あら

たな課
か

題
だい

にも、柔 軟
じゅうなん

に対応
たいおう

します。 

●見直
み な お

しの時期
じ き

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｃ
し ー

Ａ
え ー

サイクルのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
度

ね

ん

ど 

３年度
ね ん ど

 

(2021年度
ね ん ど

) 

４年度
ね ん ど

 

(2022年度
ね ん ど

) 

５年度
ね ん ど

 

(2023年度
ね ん ど

) 

６年度
ね ん ど

 

(2024年度
ね ん ど

) 

７年度
ね ん ど

 

(2025年度
ね ん ど

) 

８年度
ね ん ど

 

(2026年度
ね ん ど

) 

名
称

め
い
し
ょ
う 

第
だい

４期
き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン 

構
成

こ
う
せ
い 

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（=施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

及
およ

び個別
こ べ つ

の事業
じ ぎ ょ う

等
と う

を定
さだ

める計画
けいかく

） 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

（=サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

） 
障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

（=サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

） 
障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

第
だ い

５章
しょう

 Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｃ
しー

Ａ
えー

サイクルによる計画
け い か く

の見直
み な お

し 

１ Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｃ
し ー

Ａ
え ー

サイクル 

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

計
け い

画
か く

・障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

計
け い

画
か く

・障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

策
さ く

定
て い

にあたって基
き

本
ほ ん

的
て き

な考
かんが

え方
か た

を示
し め

し、施
し

策
さ く

の方
ほ う

向
こ う

性
せ い

やサービスの見
み

込
こ

み量
りょう

を設
せ っ

定
て い

しま

す。 

計画
け い か く

（Plan
ぷ ら ん

） 

計
け い

画
か く

の内
な い

容
よ う

を踏
ふ

まえて、各施策
か く し さ く

及
お よ

びサービ

スを実施
じ っ し

します。 

実行
じ っ こ う

（Do
ど ぅ

） 

各施策
か く し さ く

の年間
ね ん か ん

の実績
じ っ せ き

を把握
は あ く

し、社会
し ゃ か い

情勢
じ ょ う せ い

やニ

ーズの動向
ど う こ う

を把握
は あ く

しながら、障害
し ょ う が い

者
し ゃ

計画
け い か く

の

中間
ち ゅ う か ん

見直
み な お

し（令
れ い

和
わ

６年
ね ん

度
ど

を予
よ

定
て い

）を行
おこな

います。 

障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

計画
け い か く

・障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

については、

国
く に

の方
ほ う

針
し ん

に基
も と

づき、評
ひょう

価
か

を行
おこな

っていきます。 

評価
ひ ょ う か

（Check
ち ぇ っ く

） 

中
ちゅう

間
か ん

評
ひょう

価
か

等
と う

の結
け っ

果
か

を踏
ふ

まえて、必
ひ つ

要
よ う

に応
お う

じ

て障
しょう

害
が い

者
し ゃ

計
け い

画
か く

・障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

計
け い

画
か く

・障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

の見
み

直
な お

しを行
おこな

います。 

改善
か い ぜ ん

（Action
あ く し ょ ん

） 

見 直
み な お

し  見 直
み な お

し  
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Ⅰ．調査概要 

 
◆調査対象：令和元年 12 月１日現在、「身体障害者手帳をお持ちの方」「愛の手帳をお持ちの方」

「精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方」「障害者総合支援法の福祉サービスを利用

している、障害者総合支援法対象疾病の患者の方」 

◆抽出方法：調査対象の約 10％の方 17,098 人を無作為抽出 

◆調査方法：郵送によるアンケート形式 

◆調査期間：令和２年１月 10 日～２月７日 

◆回収数 ：6,997 通（回収率 40.9％）有効回答数 6,954 通 

◆集計結果の見方 

① 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットｎは、その設問に対する回答者数をあ

らわす。 

② 回答の比率（すべて百分率（％）で表示）は、その設問の回答者数を基数（件数）として

算出している。したがって、複数回答の設問の場合、すべての比率を合計すると 100％を超

える場合がある。また、小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、合計が 100％

にならない場合がある。 

③ 回答者の属性別(居住、居住形態など)の回答状況を示す表(クロス集計)を掲載した。 

 

※概要数値の見方 

 数値はそれぞれ割合(％)を表示。基数の記述があるもの以外は有効回収数を基本としている 

全体（ｎ=6594） 

身体障害者（n=4614）、知的障害者（n=1652）、精神障害者（n=1552）、難病（n=491）注：重複有 

（身体障害者の中で点字回答５件） 

※クロス集計表の見方 

網掛：選択肢の中で、第１位の項目については網掛にしている。 

  

4614人, 66.4％

1652人, 23.8％

1552人, 22.3％

491人, 7.1％

112人, 1.6％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害

知的障害

精神障害

難病

無回答

n=6594

複数回答
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＜全体＞ 

 1 

Ⅱ．調査結果 
 

はじめに、このアンケートを記⼊される⽅についておたずねします 
 

問
とい

１  このアンケートはどなたが記入
きにゅう

されますか。（○は１つだけ）  

 

◆ アンケートの記入は、「ご本人」が 66.8％、「ご家族」（29.6％）、「支援者（施設・医療機関の

職員等）」（2.0％）等の順。 

 

 

 

問
とい

１で２番
ばん

から５番
ばん

を選
えら

んだ方
かた

にうかがいます。 

問
とい

１-１ 本人
ほんにん

以外
い が い

の方
かた

が記入
きにゅう

するのは、どのような 状 況
じょうきょう

からですか。（○は１つだけ） 

 

◆ 本人以外の方が記入する状況は、「障害状況により、本人が書くことができない」が 33.4％、

「未成年で、意思表示が難しい」（28.7％）、「本人の意思表示が難しい」（24.8％）の順。 

 

 

 

  

66.8

29.6

2.0

0.6

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

ご本人

ご家族

支援者（施設・医療機関の職員等）

成年後見人等

その他

無回答 n=6954

33.4

28.7

24.8

10.2

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

障害状況により、本人が書くことが

できない

未成年で、意思表示が難しい

本人の意思表示が難しい

その他

無回答
n=2258



＜全体＞ 

 2 

あなたやあなたのご家族のことについておたずねします 
 

問
とい

２ あなたの
ねんれい

年齢 
 

◆ 「60 歳以上」が 33.0％、「50 歳代」（19.7％）、「20・30 歳代」（16.7％）等の順。 

 

 

 

 

問
とい

３ あなたの
せいべつ

性別（○は１つだけ） 
 

◆ 「男性」が 55.6％、「女性」が 44.2％。 

 

 

  

2.4

5.6

6.0

17.9

46.6

9.1

11.9

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳（未就学）

6歳～11歳（小学生）

12歳～17歳（中高生）

18歳～39歳（青年）

40歳～64歳（成年）

65歳～74歳

75歳以上

無回答 n=6954

15.1

16.7

15.0

19.7

33.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40%

20歳未満

20･30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答 n=6954

55.6

44.2

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性

女性

その他

無回答 n=6954



＜全体＞ 

 3 

問
とい

４ あなたは現在
げんざい

どこで暮
く

らしていますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 「自宅（親など家族と同居）」が 75.6％、「自宅（1 人暮らし）」（14.4％）等の順に高い。 

 

 

 

問
とい

４で１番
ばん

を選
えら

んだ方
かた

にうかがいます。 

問
とい

 ４-1 
じたく

自宅で
く

暮らしている
ばあい

場合、
いっしょ

一緒に
く

暮らしているご
かぞく

家族はあなたを
ふく

含めて
なんにん

何人ですか。 

問
とい

 ４-2 あなたが
いっしょ

一緒に
く

暮らしている
かた

方すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 一緒に暮らしている家族は、「２人」が 33.0％、「3 人」（32.3％）、「４人」（22.8％）

等の順。 

◆ 一緒に暮らしている家族は、「母親」（47.6％）、「妻や夫」が 42.9％、「父親」（37.9％）

等の順。 

 

 

 

 

 

  

75.6

14.4

3.7

2.0

2.1

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

自宅(親など家族と同居)

自宅（一人暮らし）

グループホーム

障害児・者の入所施設

（児童養護施設を含む）

高齢者施設、高齢者向け住宅

病院(入院中)

無回答 n=6954

47.6

42.9

37.9

25.3

17.0

15.2

2.8

2.7

1.4

0.4

2.7

1.1

0% 20% 40% 60%

母親

妻や夫

父親

兄弟・姉妹

息子

娘

孫

祖母

祖父

友人・知人・仲間

その他

無回答
n=5260

複数回答

33.0

32.3

22.8

7.4

3.1

1.3

0% 10% 20% 30% 40%

２人

３人

４人

５人

６人以上

無回答 n=5260



＜全体＞ 

 4 

問
とい

５ あなたが
げんざい

現在
く

暮らしているのは
なにく

何区ですか。（○は１つだけ） 

 

 

問
とい

６ あなたの
しゅうにゅう

収入
げん

源は
なん

何ですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 収入源は、「年金」が 51.8％、「給料・工賃」（35.0％）等の順。一方、「収入はない」は

17.8％。 

 

 

  

7.0

6.3

2.1

4.2

5.6

6.6

6.2

7.6

4.1

5.3

6.9

4.9

6.3

5.3

7.4

3.5

5.0

3.8

0.9

1.0

0% 5% 10%

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区

市外

無回答
n=6954

51.8

35.0

12.0

8.7

6.4

4.2

17.8

2.8

0.9

0% 20% 40% 60%

年金

給料・工賃

家族からの援助

生活保護

預貯金・資産

手当

収入はない

その他

無回答

n=6954

複数回答



＜全体＞ 

 5 

問
とい

７ あなたご自身
じ し ん

の年 収
ねんしゅう

をおたずねします。（年金
ねんきん

、手当
て あ て

、生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

、親族
しんぞく

からの援助
えんじょ

も含
ふく

めて） 本人
ほんにん

が 18歳
さい

未満
み ま ん

の児童
じ ど う

の場合
ば あ い

、主
おも

に生計
せいけい

を維持
い じ

する保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

についてお答
こた

えください。（ ○ は １ つ だ け ） 

 

◆ 年収は、「100 万円以上 200 万円未満」が 21.2％、「50 万円以上 100 万円未満」（19.3％）

等の順。一方、「収入はない」は 9.9％。 

 

 

 

問
とい

8 あなたは「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方
かた

は、「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答えください。（○は１つだけ） 

 

◆ 身体障害者手帳を持っている方は、全体の 66.3％。身体障害者手帳の障害の程度は、「１級」

が 24.0％、「2 級」（13.4％）、「４級」（12.8％）等の順。一方、「身体障害手帳はもってい

ない」は 24.3％。 

 

 

  

4.9

19.3

21.2

11.2

6.7

5.5

11.8

2.2

0.5

2.0

9.9

4.9

0% 10% 20% 30%

50万円未満

50万円以上100万円未満

100万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上1000万円未満

1000万円以上1500万円未満

1500万円以上

不明

収入はない

無回答
n=6954

24.0

13.4

9.6

12.8

3.2

3.3

24.3

9.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１級

２級

３級

４級

５級

６級

身体障害者手帳はもっていない

無回答 n=6954

『身体障害者手帳をもっている』 

66.3％ 



＜全体＞ 

 6 

問
とい

８-1 「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」をお
も

持ちの方
かた

は、
きさい

記載されている
こうもく

項目に○をつけてください。 
 

◆ 「肢体不自由（上肢・下肢・体幹・脳原生運動機能障害）」が 51.7％、「内部機能障害」

（32.1％）「聴覚・平衡機能障害」（8.9％）、「視覚障害」（6.6％）等の順。 

 

 

 

問
とい

８-1-1 「内部
な い ぶ

機能
き の う

障 害
しょうがい

」の方
かた

は、障 害
しょうがい

の種別
しゅべつ

に○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 内部機能障害の種別は、「心臓機能」が 54.5％、「腎臓機能」（25.0％）、「ぼうこう又

は直腸機能」（14.7％）等の順。 

 

 

  

51.7

32.1

8.9

6.6

2.9

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

肢体不自由

（上肢・下肢・体幹・脳原生運動機能障害）

内部機能障害

聴覚・平衡機能障害

視覚障害

音声・言語機能又はそしゃく機能障害

無回答
n=4614

複数回答

54.5

25.0

14.7

4.7

2.1

1.5

1.1

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

心臓機能

腎臓機能

ぼうこう又は直腸機能

呼吸器機能

免疫機能

小腸機能

肝臓機能

無回答

n=1479

複数回答

 



＜全体＞ 

 7 

問
とい

８-2 
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は１つだけ）  
 

◆ 身体障害者手帳を取得した年齢は、「40 歳～64 歳」が 54.5％、「0 歳～５歳」（16.6％）

「65 歳以上」（14.5％）、「30 歳～39 歳」（10.2％）等の順。 

 

 

 

問
とい

８-2-1 障 害
しょうがい

の発症
はっしょう

はいつですか。（○はひとつ） 
 

◆ 障害の発症は、「中途（病気や事故）」が 71.2％、「生まれつき（先天性）」が 26.0％。 

 

 

  

16.6

4.3

4.0

8.1

10.2

39.8

14.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=4614

26.0

71.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

生まれつき（先天性）

中途(病気や事故)

無回答 n=4614

 



＜全体＞ 

 8 

問
とい

９ あなたは「
あい

愛の
てちょう

手帳」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方は、「
あい

愛の
てちょう

手帳」に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答

えください。（○は 1 つだけ）   
  
◆ 「愛の手帳」を持っている方は 23.8％、「愛の手帳」に記載された障害の程度は、「B２」が

8.0％、「Ａ１」（6.8％）等の順。一方、「愛の手帳はもっていない」は 57.0％。 

 

 
 

問
とい

10 あなたが「
あい

愛の
てちょう

手帳」を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は 1 つだけ） 
 
◆ 「愛の手帳」を取得した年齢は、「0 歳～5 歳」が 46.5％、「6 歳～12 歳」（18.6％）等の順。 

 

 

 

  

6.8

4.2

4.8

8.0

57.0

19.3

0% 20% 40% 60% 80%

A１

A２

B１

B２

愛の手帳はもっていない

無回答 n=6954

46.5

18.6

16.4

8.9

3.0

4.5

0.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=1652

「愛の手帳」をお持ちの方 

23.8％ 



＜全体＞ 

 9 

問
とい

11 あなたは「精神障害者保健福祉手帳
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう

」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方は、「精神障害者保健福祉
せいしんしょうがいしゃほけんふくし

手帳
てちょう

」

に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答えください。（○は 1 つだけ）   
 

◆ 「精神障害者保健福祉手帳」を持っている方は 22.3％、「精神障害者保健福祉手帳」に記載

された障害の程度は、「２級」が 12.8％、「３級」（7.0％）等の順。一方、「精神障害者保健

福祉手帳はもっていない」は 52.1％。 

 

 

 

問
とい

11-1 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「精神障害者保健福祉手帳」を取得した年齢は、「40 歳～64 歳」が 34.0％、「19 歳～

29 歳」（23.3％）、「30 歳～39 歳」（21.8％）等の順。 

 

 

 

  

2.5

12.8

7.0

52.1

25.6

0% 20% 40% 60% 80%

１級

２級

３級

精神障害者保健福祉手帳はもっていない

無回答
n=6954

1.9

6.4

5.4

23.3

21.8

34.0

4.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答 n=1552

『精神障害者保健福祉手帳をもっている』 

22.3％ 



＜全体＞ 

 10

問
とい

12 あなたは障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 障害支援区分の認定を受けている方は 13.0％、 

 内訳は、「区分６」が 3.5％、「区分 2」（2.5％）、「区分３」（2.4％）等の順。一方、「受けて

いない」は 45.8％。 

 

 

 

  1.1

2.5

2.4

1.9

1.6

3.5

45.8

11.5

29.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

受けていない

18歳未満のため、

障害支援区分の対象外である

無回答 n=6954

『障害支援区分の認定を受けている』 

13.0％ 



＜全体＞ 

 11

問
とい

13 あなたは「難 病
なんびょう

」の診断
しんだん

を受
う

けていますか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「難病」の診断を「受けていない」方は 66.0％、「受けている」方は 7.1％。 

 

 

 

問
とい

14 あなたが「難 病
なんびょう

」の診断
しんだん

を受
う

けた年齢
ねんれい

はいつですか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「難病」の診断を受けた年齢は、「40 歳～64 歳」が 36.0％、「19 歳～29 歳」（14.1％）、

「30 歳～39 歳」「0 歳～5 歳」（13.0％）の順。 

 

 

  

7.1

66.0

27.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

受けている

受けていない

無回答
n=6954

13.0

5.1

5.9

14.1

13.0

36.0

8.4

4.5

0% 10% 20% 30% 40%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=491



＜全体＞ 

 12

問
とい

15 あなたは、医療的
いりょうてき

ケア※を
ひつよう

必要としていますか。
ひつよう

必要している医療的
いりょうてき

ケアに○をつけてください。 

 （○はいくつでも）  

 

◆ 何らかの医療ケアを必要としている方は 23.6％。その内訳は、「経管栄養の注入」が 2.4％、

「口・鼻・咽頭・喉頭吸引」（2.0％）、「導尿」（1.8％）、「インシュリン注射」（1.7％）、「在

宅酸素療法」（1.6％）等の順。 

 

 

 

  

2.4

2.0

1.8

1.7

1.6

1.5

1.4

1.1

1.0

0.8

0.8

0.6

0.6

0.1

6.2

86.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経管栄養の注入

口・鼻・咽頭・喉頭吸引

導尿

インシュリン注射

在宅酸素療法

ネブライザー（噴霧吸入器）吸入

気管内の吸引

経口摂取介助

気管切開のガーゼやベルト交換

人工呼吸器管理

気管カニューレ挿入

点滴

経鼻チューブ挿入・交換

中心静脈栄養の実施

その他

無回答

n=6954

複数回答

合計 自分の避
難先（地
域防災拠
点など）
を確認し
ている

災害時の
水や食糧
を準備し
ている

障害状況
により必
要な装
具・補装
具・薬・
酸素ボン
ベなどを
準備して
いる

在宅医療
機器の予
備電源や
予備バッ
テリーを
準備して
いる

家族や支
援してく
れる人
と、災害
時の対応
につい
て、話を
している

防災訓練
などに参
加してい
る

地域の人
に事情を
伝えてい
る（要援
護者名簿
等への記
載など）

特に何も
していな
い

無回答

全体 6954 45.1 46.4 10.6 2.7 19.8 14.1 8.1 25.0 4.0

医療ケアが必要 935 41.9 43.7 22.5 8.9 20.3 9.3 12.7 22.8 5.5

医療ケアは不要 5932 45.6 46.7 8.7 1.7 19.7 14.8 7.3 25.5 3.7

合計 避難場所
で周りの
人や知ら
ない人と
うまく過
ごせるか

避難場所
の設備が
障害に配
慮されて
いる（バ
リアフ
リーに
なってい
る）か

避難場所
の人が自
分の障害
を理解し
てくれる
か

避難勧告
などの重
要な情報
がきちん
と障害者
にも入っ
てくるか

避難場所
までたど
り着ける
か

停電で在
宅医療機
器が使え
なくなる
のではな
いか

風水害に
対する対
処方法が
わからな
い

避難場所
がわから
ない

その他 無回答

全体 6954 44.6 29.8 40.3 23.6 39.0 7.1 14.4 12.0 17.6 13.1

医療ケアが必要 935 36.8 41.8 43.7 25.0 48.6 23.7 17.2 11.3 24.3 10.8

医療ケアは不要 5932 45.9 27.9 39.8 23.3 37.5 4.5 13.9 12.1 16.6 13.5

問38 災害時への備え

医療ケアの有無

問39 災害に備えていても、不安に思うこと

医療ケアの有無

医療的ケアを

必要としている 

23.6％ 

医療ケアの有無 

医療ケアの有無 



＜全体＞ 

 13

ふだんの⽣活で困っていること、これからの困りごとについておたずねします 
 

問
とい

16  あなたは、
にちじょう

日常 の
せいかつ

生活に
かいじょ

介助を
ひつよう

必要としますか。
かいじょ

介助を
ひつよう

必要とする
こうもく

項目すべてに○をつけてくださ

い。（○はいくつでも）   

 

◆ 日常の生活に介助を必要とする項目は、「家事（食事の支度、洗濯、掃除など）をする」

（31.5％）、「外出する」が 30.4％、「買い物をする」（29.0％）、「入浴する」（22.1％）等

の順。 

 

 
 

  

31.5

30.4

29.0

22.1

16.4

14.0

12.5

8.4

8.3

43.6

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家事（食事の支度、洗濯、掃除など）をする

外出する

買い物をする

入浴する

衣服の着脱をする

トイレを使う

食事をする

家の中を移動する

その他

介助を必要としない

無回答

n=6954

複数回答



＜全体＞ 

 14

問
とい

17  あなたは、
じぶん

自分だけでまわりの
ひと

人に意思
い し

を伝
つた

えることができていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 「誰とでも意思を伝えることができる」（61.7％）と「家族やごく身近な人になら、意思を伝

えることができる」（24.2％）を合わせた 85.9％の方は、何らかの方法で自分の意思を伝え

ることができる。一方、「意思を伝えることは難しい」（8.4％）、「意思を伝えることはできな

い」（2.9％）を合わせた 11.3％の方は、自分の意思を伝えることが困難。 

 

 
 

問
とい

17-1 あなたはどのような
ほうほう

方法で意思
い し

を伝
つた

えていますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 「音声言語」が 74.7％、「表情やジェスチャー」（17.3％）、「スマートフォンやパソコン」

（15.5％）等の順。 

 

 

61.7

24.2

8.4

2.9

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

誰とでも意思を伝えることができる

家族やごく身近な人になら、

意思を伝えることができる

意思を伝えることは難しい

意思を伝えることができない

無回答 n=6954

74.7

17.3

15.5

6.5

2.3

1.2

0.3

16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

音声言語

表情やジェスチャー

スマートフォンやパソコン

筆談

手話言語

日常生活用具・補装具

（重度障害者用意思伝達装置）等

点字

無回答
n=6554

複数回答

意思を伝えることができる 

85.9％ 

意思を伝えることが困難 

11.3％ 



＜全体＞ 

 15

問
とい

18  あなたは生活
せいかつ

の中
なか

で、どのようなことで困
こま

ることがありますか。困
こま

ったときにどこに相談
そうだん

しますか。 

【困りごとの有無】 
 

◆ 生活の中で「困ることがある」の上位７項目は「制度やサービスがわかりにくい」（40.5％）、

「役所や病院、銀行などの手続きが難しい」（38.9％）、「周囲の理解が足りない」（36.9％）、

「外出が困難」（34.2％）、「自分の意思が相手に伝わらない」（33.4％）、「一人で過ごすのが不

安」（31.8％）、「情報を入手しにくい」（31.0％）で 3 割以上の方が挙げている。 

◆ 一方、21 項目中 17 項目で、全体の 5 割以上の方が、生活の中で「困ることはない」と回答し

ている。 

 

 

  

52.0

46.0

45.7

50.9

60.5

52.5

51.7

59.7

54.2

63.4

53.1

61.5

56.5

61.5

61.0

48.4

39.8

61.2

62.5

58.9

62.1

33.4

36.9

38.9

34.2

21.9

29.7

31.8

25.2

30.5

13.4

20.4

12.6

17.3

15.4

17.4

31.0

40.5

16.4

13.3

14.0

15.4

14.6

17.0

15.4

14.8

17.6

17.8

16.5

15.1

15.3

23.2

26.4

25.9

26.2

23.1

21.5

20.6

19.7

22.4

24.3

27.1

22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 自分の意志が相手に伝わらない

2 周囲の理解が足りない

3 役所や病院、銀行などの手続きが難しい

4 外出が困難

5 余暇などを過ごす場や機会がない

6 外出する際、障害に配慮した場所が少ない

7 一人で過ごすのが不安

8 服薬の管理が難しい

9 金銭の管理が難しい

10 利用している施設に不満がある

11 希望する就労の場がない

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便

13 結婚相手や恋人などが見つからない

14 同じ障害のある仲間と出会えない

15 近所で知り合いがいない

16 情報を入手しにくい

17 制度やサービスがわかりにくい

18 必要な介助が受けられない

19 希望する学校や施設を利用できない

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない

n=6954困ることはない 困ることがある 無回答



＜全体＞ 

 16

【困ったときの相談先】順位 
 

◆ 困った時の相談先としては、どの項目も『家族』が一番に挙げられている。次いで、日常生活に

関することは『支援者』、「制度」や「サービス」に関することは『区役所』が多い。 

◆ 「結婚相手や恋人」「同じ障害のある仲間に出会えない」「近所で知り合いがいない」等に関する

ことは「相談先がわからない」あるいは「相談する相手がいない」が多く挙げられている。 

 

 

  

全体
n=

家
族

友
人

近
所
の
人
や
自
治
会
・

 
 

町
内
会

、
民
生
委
員
な
ど

支
援
者

（
医
療
機
関
・

 
 
 
 
 

施
設
等
の
職
員

）

成
年
後
見
人
等

当
事
者
団
体
・
親
の
会
な
ど

区
役
所

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

計
画
相
談

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

学
校

相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
相
手
が
い
な
い

1  自分の意志が相手に伝わらない 2321 1 3 11 2 14 13 5 9 6 12 7 4 10 8

2  周囲の理解が足りない 2569 1 3 11 2 14 12 6 10 7 13 9 4 7 5

3  役所や病院、銀行などの手続きが難しい 2702 1 4 13 2 12 14 3 8 5 9 11 10 7 6

4  外出が困難 2381 1 3 12 2 14 13 4 10 5 8 11 7 9 6

5  余暇などを過ごす場や機会がない 1526 1 3 12 2 14 13 6 8 7 10 11 9 5 4

6  外出する際、障害に配慮した場所が少ない 2066 1 4 13 2 14 9 6 9 7 9 8 12 3 5

7  一人で過ごすのが不安 2212 1 3 12 2 14 13 4 8 6 11 10 9 7 5

8  服薬の管理が難しい 1751 1 5 12 2 13 14 4 10 6 9 10 8 7 3

9  金銭の管理が難しい 2118 1 4 12 2 9 14 5 8 7 11 13 10 6 3

10 利用している施設に不満がある 930 1 3 13 2 14 12 6 9 8 11 10 4 7 4

11 希望する就労の場がない 1421 1 5 13 2 14 10 6 9 8 12 11 7 4 3

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便 877 1 4 13 2 14 12 6 9 8 11 10 7 5 3

13 結婚相手や恋人などが見つからない 1200 1 3 9 5 14 11 6 8 7 9 13 12 4 2

14 同じ障害のある仲間と出会えない 1068 1 5 13 4 14 8 6 7 9 11 10 12 3 2

15 近所で知り合いがいない 1213 1 5 7 4 14 13 6 9 8 10 12 11 3 2

16 情報を入手しにくい 2158 1 5 13 3 14 11 2 9 7 12 10 8 4 6

17 制度やサービスがわかりにくい 2814 1 6 13 3 14 11 2 8 7 12 9 9 4 5

18 必要な介助が受けられない 1138 1 7 13 2 14 12 3 8 6 10 11 9 4 5

19 希望する学校や施設を利用できない 923 1 8 13 2 14 12 3 10 7 11 9 6 4 5

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない 974 1 7 13 3 14 12 6 9 10 11 8 4 2 5

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 1069 1 5 12 2 14 13 6 11 9 10 7 8 3 4

１位 ２位 ３位 ４位 ５位



＜全体＞ 
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【困ったときの相談先】％ 

  

全体

家
族

友
人

近
所
の
人
や
自
治
会
・
町
内
会

、
民
生
委
員
な
ど

支
援
者

（
医
療
機
関
・
施
設
等
の
職
員

）

成
年
後
見
人
等

当
事
者
団
体
・
親
の
会
な
ど

区
役
所

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

計
画
相
談

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

学
校

相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
相
手
が
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

1  自分の意志が相手に伝わらない 2321 67.9 12.6 2.3 29.3 0.9 1.5 7.4 4.2 5.8 1.8 5.4 11.5 2.5 4.5 5.6 9.1

2  周囲の理解が足りない 2569 58.1 13.1 3.0 23.4 0.8 1.8 6.4 3.3 4.4 1.6 4.3 8.6 4.4 7.2 6.6 12.3

3  役所や病院、銀行などの手続きが難しい 2702 67.2 5.3 1.1 17.3 1.3 0.7 10.6 2.3 3.0 1.7 1.4 1.5 2.8 2.8 4.5 12.3

4  外出が困難 2381 65.6 8.3 1.1 21.2 0.6 0.8 5.3 2.0 4.1 2.4 1.7 2.8 2.3 3.4 4.6 14.7

5  余暇などを過ごす場や機会がない 1526 52.0 8.5 1.4 21.2 0.9 1.4 5.6 2.6 5.0 2.1 1.7 2.2 5.6 8.3 5.4 19.1

6  外出する際、障害に配慮した場所が少ない 2066 50.3 8.3 1.3 15.1 0.4 1.8 5.3 1.8 3.3 1.8 1.8 1.7 8.6 7.6 6.6 19.2

7  一人で過ごすのが不安 2212 62.1 10.8 1.7 19.7 0.6 0.9 5.3 2.8 3.6 1.8 1.9 2.7 3.5 5.0 4.5 16.2

8  服薬の管理が難しい 1751 65.2 2.3 0.8 23.4 0.5 0.4 2.4 0.9 1.7 1.1 0.9 1.4 1.5 2.8 3.7 14.6

9  金銭の管理が難しい 2118 68.7 3.4 0.8 15.3 1.7 0.6 3.4 1.9 2.0 0.9 0.7 1.1 2.3 3.8 3.3 14.2

10 利用している施設に不満がある 930 51.3 10.1 1.3 20.6 0.3 1.9 7.1 3.3 5.9 2.2 3.2 7.3 6.1 7.3 8.0 16.3

11 希望する就労の場がない 1421 39.4 8.0 1.1 16.0 0.2 1.6 7.7 3.6 4.6 1.3 1.5 6.3 8.9 10.4 9.2 20.7

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便 877 43.4 7.3 0.7 12.1 0.2 1.1 7.1 2.4 3.4 1.5 2.2 5.0 7.2 8.7 9.6 23.7

13 結婚相手や恋人などが見つからない 1200 31.8 14.7 1.2 8.1 0.4 0.8 2.8 1.5 2.2 1.2 0.7 0.8 12.0 18.3 7.4 24.6

14 同じ障害のある仲間と出会えない 1068 31.8 6.6 1.3 9.5 0.4 2.2 4.3 2.4 2.0 1.7 1.8 1.6 13.5 16.1 6.7 24.5

15 近所で知り合いがいない 1213 38.8 6.1 2.5 8.1 0.4 0.7 4.1 1.8 1.9 1.6 0.8 1.2 10.0 15.0 6.8 25.1

16 情報を入手しにくい 2158 39.7 9.1 1.9 16.8 0.6 2.6 17.7 4.2 4.5 2.1 3.8 4.4 11.5 8.2 6.6 19.4

17 制度やサービスがわかりにくい 2814 37.5 6.6 1.6 17.3 0.9 2.3 22.0 4.3 4.5 2.2 2.8 2.8 11.0 7.3 5.9 20.2

18 必要な介助が受けられない 1138 42.0 5.3 1.5 16.9 0.7 2.0 14.3 3.6 6.0 2.6 2.5 2.7 11.5 8.9 6.1 19.9

19 希望する学校や施設を利用できない 923 39.4 5.6 0.9 16.1 0.3 2.1 13.3 3.7 5.9 2.4 4.4 6.2 11.5 9.3 6.5 21.8

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない 974 42.2 5.6 0.9 12.5 0.2 1.0 6.4 3.1 2.6 1.2 3.7 9.8 13.1 9.1 7.2 20.3

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 1069 38.8 5.4 1.3 18.4 0.4 0.7 5.1 1.6 1.9 1.7 2.6 2.0 11.7 10.5 7.9 20.7
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とい

問19 障 害
しょうがい

のある方
かた

の相談
そうだん

先
さき

についてどう思
おも

いますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 障害のある方の相談先について、「相談先の場所がわからない」が 31.9％、「窓口が細かすぎ

る」（12.9％）、「たらい回しにされる」（12.6％）等の順。一方、「不満はない」は 40.5％。 

 

 

 

とい

問20 
ふだん

普段の
せいかつ

生活で
がいしゅつ

外出 する
とき

時や、
がいしゅつ

外出 したいと
おも

思う
とき

時に
こま

困ることはどのようなことですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 普段の生活で外出時に困ることは、「道路や駅に階段や段差が多い」が 33.0％、「人の目が気

にかかる」（26.3％）、「バスや電車の乗り降りが困難・不便」（19.2％）、「車などに危険を感

じる」（19.0％）等の順。一方、「困ることはない」は 23.1％。 

 

 

  

31.9

12.9

12.6

6.4

40.5

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談先の場所がわからない

窓口が細かすぎる

たらい回しにされる

相談先が多すぎる

不満はない

無回答 n=6954

複数回答

33.0

26.3

19.2

19.0

18.2

18.1

16.8

16.3

12.2

10.5

9.8

5.1

2.4

7.9

10.8

23.1

10.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

道路や駅に階段や段差が多い

人の目が気にかかる

バスや電車の乗り降りが困難・不便

車などに危険を感じる

利用する建物の設備（トイレ・エレベータなど）が不備

交通機関の利用に危険を感じる

いじめや意地悪がこわい

道路に自転車や看板などの障害物が多い

乗務員の障害に対する配慮が足りない

駅や道路や利用する施設の表示がわかりにくい

利用できる交通機関が少ない

余計な世話をやく人がいる

点字ブロックや音の出る信号機がない

介助者がいない

その他

困ることはない

無回答

n=6954

複数回答
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とい

問21 現在
げんざい

、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

にかかわる情報
じょうほう

について、どこから(誰
だれ

から)情報
じょうほう

を入 手
にゅうしゅ

していますか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 障害福祉にかかわる情報の入手先は、「家族」（34.8％）、「区役所（福祉保健センター）」が

34.0％、「支援者（医療機関・施設等の職員）」（26.0％）、「インターネット・ＳＮＳ」

（24.2％）等の順。一方、「どこからも入手していない」は 11.9％。 

 

 

 

 

とい

問21-1 
とい

問21 の場所
ば し ょ

や人
ひと

から入 手
にゅうしゅ

した情報
じょうほう

について、不満
ふ ま ん

に感
かん

じたことはありますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 入手した情報について、不満に感じることは、「特に不満なことはない」が 43.7％、「も

う少し情報が欲しい」（22.1％）、「入手した情報だけでは、どうすれば良いかわからな

い」（19.5％）、「情報の種類や量が多すぎて、自分に必要な情報を見つけることができな

い」（6.0％）の順。 

 

 

  

43.7

22.1

19.5

6.0

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特に不満なことはない

もう少し情報が欲しい

入手した情報だけでは、

どうすれば良いかわからない

情報の種類や量が多すぎて、自分に

必要な情報を見つけることができない

無回答 n=5811
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とい

問22 あなたは
しょうらい

将来に
ふあん

不安がありますか。とくに
ふあん

不安を
かん

感じることを
つぎ

次の
なか

中から 3 つまで
えら

選んで○をつけ

てください。（○は３つまで）   

 

◆ 将来に不安を感じることは、「健康や体力が保てるか」が 50.0％、「十分な収入があるか」

（44.4％）、「災害時に安全が確保できるか」（32.3％）等の順。 

 

 
とい

問23 
しょうらい

将来の
しょうがいしゃ

障害者
ふくし

福祉を
かんが

考 えるとき、あなたが
とく

特に
じゅうよう

重要と
おも

思うものに３つまで○をつけてください。

（○は３つまで）  

 

◆ 将来の障害者福祉を考えるとき、特に重要と思うものは、「必要なときに十分な介助が受けられ

る」が 41.5％、「介助に必要な経済面での支援が受けられる」（36.5％）、「安心して住めると

ころがある」（31.9％）等の順。 

 

 

 

  

50.0

44.4

32.3

27.6

25.3

22.3

14.0

12.0

7.5

4.6

6.8

4.7

0% 20% 40% 60%

健康や体力が保てるか

十分な収入があるか

災害時に安全が確保できるか

介助してくれる人がいるか

働く場があるか

一緒に暮らす家族がいるか

趣味や生きがいを持てるか

生活する上で必要な情報が入手できるか

学校など希望する進路に進めるか

その他

不安はない

無回答 n=6954

複数回答

41.5

36.5

31.9

29.4

24.1

21.1

18.3

14.8

13.8

13.5

10.5

6.5

3.8

2.7

6.0

0% 20% 40% 60%

必要なときに十分な介助が受けられる

介助に必要な経済面での支援が受けられる

安心して住めるところがある

困ったときの相談体制が整っている

災害時に安全が確保できる

周囲の人が理解してくれる

健康管理や治療・リハビリを受けやすい

自分に適した学校や就職が選択できる

施設が整備されている

趣味や生きがいを持てる

街の中が障害者にとって安全で快適である

旅行などの外出が気兼ねなくできる

障害のない人との交流の機会が多くある

その他

無回答
n=6954

複数回答
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とい

問24 あなたは
しょうらい

将来どこで
せいかつ

生活したいと
かんが

考 えますか。（○は 1 つだけ）   
 

◆ 将来、生活したいと考えている場所は、「自宅」が 72.8％で最も多く、「グループホーム」「特

別養護老人ホームなど高齢者の入所施設」「障害者の入所施設」は 1 割以下で拮抗している。 

 

 

 

 

とい

問24-1 
しょうらい

将来どなたと暮
く

らしたいですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 将来、一緒に暮らしたい人は、「妻又は夫」が 42.7％、「一人」（23.9％）、「親」（20.2％）、

子（18.9％）等の順。 

 

 

  

72.8

8.0

5.8

4.9

4.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

グループホーム

特別養護老人ホームなど高齢者の入所施設

障害者の入所施設

その他

無回答
n=6954

問24 将来、生活したいところ

合計 自宅 グループ
ホーム

障害者の
入所施設

特別養護
老人ホー
ムなど高
齢者の入
所施設

その他 無回答

全体 6954 72.8 8.0 4.9 5.8 4.0 4.4

ご本人 4645 80.2 3.8 1.9 6.1 4.3 3.7

ご家族 2055 60.8 15.6 10.6 4.4 3.2 5.5

支援者（施設・医療機関の 140 22.1 39.3 19.3 11.4 1.4 6.4

成年後見人等 39 25.6 12.8 28.2 10.3 5.1 17.9

その他 24 54.2 0.0 0.0 20.8 12.5 12.5

問１ アン
ケート記入
者

42.7

23.9

20.2

18.9

15.0

9.4

5.9

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

妻又は夫

一人

親

子

友人・知人・仲間など

兄弟・姉妹

その他

無回答
n=6954

複数回答

アンケート記入者別 



＜全体＞ 

 22

 

 

 

  

問24-1 将来、一緒に暮らしたい人

合計 一人 妻又は
夫

子 親 兄弟・
姉妹

友人・
知人・
仲間な
ど

その他 無回答

全体 6954 23.9 42.7 18.9 20.2 9.4 15.0 5.9 5.5

ご本人 4645 29.5 51.4 21.8 11.3 7.4 11.5 4.6 3.8

ご家族 2055 10.9 26.6 14.1 41.4 14.6 21.6 7.8 8.2

支援者（施設・医療機関の職員等） 140 22.1 5.0 2.1 12.1 3.6 34.3 17.9 14.3

成年後見人等 39 28.2 5.1 2.6 7.7 5.1 17.9 15.4 23.1

その他 24 45.8 25.0 16.7 8.3 4.2 12.5 8.3 8.3

問１ アン
ケート記入
者

問24-1 将来、一緒に暮らしたい人

合計 一人 妻又は
夫

子 親 兄弟・
姉妹

友人・
知人・
仲間な
ど

その他 無回答

全体 6954 23.9 42.7 18.9 20.2 9.4 15.0 5.9 5.5

自宅(親など家族と同居) 5260 17.0 50.4 21.4 24.5 10.9 13.5 4.8 4.4

自宅（一人暮らし） 999 60.0 21.8 13.0 4.3 3.9 14.4 7.3 4.1

グループホーム 255 25.9 11.8 4.7 9.4 7.1 41.6 12.2 8.6

障害児・者の入所施設（児童養護施設を含む） 138 13.0 4.3 0.0 15.2 10.1 30.4 20.3 21.0

高齢者施設、高齢者向け住宅 148 33.8 12.8 18.9 5.4 1.4 16.9 10.8 16.2

病院(入院中) 91 20.9 27.5 12.1 15.4 9.9 9.9 6.6 26.4

問４ 現在
の生活場所

アンケート記入者別 

現在の生活場所別 
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あなたの地域での⽣活状況についておたずねします 
 

とい

問25 あなたは
ふだん

普段どのような
がっこう

学校、
しごと

仕事の
ば

場、
しせつ

施設などに通
かよ

っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

みしゅうがく

未就学(おおむね６歳
さい

まで)の
かた

方 
 
◆ 「地域療育センター」が 56.0％、「保育所」（30.9％）、「幼稚園」（25.6％）、「児童発達支援

事業所」（24.2％）等の順。一方、「特に通っているところはない」は 8.7％。 

 

がくれい

学齢
き

期（おおむね 18歳
さい

まで）の
かた

方 
 
◆ 「特別支援学校・養護学校」が 36.5％、「小・中学校等の個別支援学級」（32.8％）、「小・中

学校等の一般学級」（21.1％）、「高等学校」（8.0％）等の順。一方、「特に通っているところ

はない」は 0.6％。 

 

青
せい

年期
ね ん き

（おおむね 18歳
さい

以上
いじょう

）の
かた

方 
 
◆ 「企業･官公庁」が 17.3％、「デイケア（病院等）」（8.0％）、「就労移行支援・生活介護等の福

祉サービス事業所」（7.3％）、「地域活動支援センター（作業所）」（5.5％）等の順。一方、「特

に通っているところはない」は 25.4％。 

 

  

207人, 3.0%

802人, 11.5%

5927人, 85.2%

18人, 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学

学齢期

青年期

無回答
n=6954
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56.0

30.9

25.6

24.2

3.4

2.4

2.9

8.7

2.4

0% 20% 40% 60%

地域療育センター

保育所

幼稚園

児童発達支援事業所

訓練会

児童施設

その他

特に通っているところはない

無回答
n=207

複数回答

36.5

32.8

21.1

8.0

0.5

0.0

5.6

0.6

1.0

0% 10% 20% 30% 40%

特別支援学校・養護学校

小・中学校等の個別支援学級

小・中学校等の一般学級

高等学校

ハートフルフレンド・ハートフルルーム・…

専門学校・大学・大学院

その他

特に通っているところはない

無回答
n=802

複数回答

17.3

8.0

7.3

5.5

2.0

2.0

1.8

1.3

0.3

8.4

25.4

24.8

0% 10% 20% 30%

企業･官公庁

デイケア（病院等）

就労移行支援・生活介護等の福祉サー…

地域活動支援センター（作業所）

自営業

生活支援センター

就労支援センター・職業訓練校

専門学校・大学・大学院

生活教室（区役所）

その他

特に通っているところはない

無回答

n=5927

複数回答

みしゅうがく

未就学(おおむね６歳
さい

まで)の
かた

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がくれい

学齢
き

期（おおむね 18歳
さい

まで）の
かた

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青
せい

年期
ね ん き

（おおむね 18歳
さい

以上
いじょう

）の
かた

方 

 

 

 

  

就労移行支援・生活介護等の福祉サービス事業所 
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※ 次
つぎ

からの設問
せつもん

（問
とい

25-１～問
とい

25～7）は、 最
もっと

も多
おお

く通
かよ

っているところについてお答
こた

えください。 

とい

問25-1 
りよう

利用の
かいすう

回数は、
しゅう

週 に
なんかい

何回ですか。（○は１つだけ）   

◆ 利用回数は、生活年齢状況にかかわらず「週５日」が最も高い。特に「学齢期」では

80.9％と「未就学」「青年期」に比べて高くなっている。 

 

 

 

とい

問25-2 
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所には片道
かたみち

でどのくらいの
じかん

時間がかかりますか。 最
もっと

も多
おお

く通
かよ

って

いるところについてお答えください。（○は１つだけ）  
 

◆ 通園・通学・通勤・通所にかかる片道の時間は、「未就学」で 80.4％、「学齢期」で

65.8％と「青年期」に比べて「30 分以内」が特に高くなっている。 

 

 

 

  

6.5

1.6

5.5

32.6

7.5

24.7

58.7

80.9

51.0

2.2

4.2

10.4

0.0

5.8

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

週に１日

週に２～４日

週に５日

その他

無回答

80.4

65.8

37.0

17.9

24.3

36.8

1.1

7.5

17.6

0.0

0.3

0.9

0.5

2.2

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

30分以内

１時間以内

２時間以内

２時間以上

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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とい

問25-3 
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所に
そうげい

送迎がありますか。（○はいくつでも）  
 

◆ 通園・通学・通勤・通所の送迎は、「未就学」では「家族の送迎」が 80.4％、「学齢期」

では「家族の送迎」が 46.4％、「送迎なし（1 人）」が 43.3％、「青年期」では「送迎

なし（一人）」が 65.6％で高くなっている。 

 

とい

問25-4 
げんざい

現在、
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所のときには、
なに

何を
りよう

利用していますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 通園・通学・通勤・通所のときに利用するのは、「未就学」では「自家用車」が

45.1％、「学齢期」では「徒歩」が 63.0％、「青年期」では「電車」が 48.8％で最も高

くなっている。 

 

  

2.2

43.3

65.6

80.4

46.4

10.1

33.2

20.0

15.4

0.5

5.8

3.6

0.0

4.9

5.5

0.5

2.9

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

送迎なし（一人）

家族の送迎

通所先・学校の送迎

ヘルパー

その他

無回答

30.4

63.0

40.3

25.0

2.8

4.0

13.0

19.0

40.1

14.1

17.5

48.8

28.3

18.3

13.9

45.1

26.1

15.0

2.7

3.5

6.7

0.5

1.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

徒歩

自転車

バス

電車

送迎バス

自家用車

その他

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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とい

問25-5 
こんご

今後、
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所のときには、できれば
なに

何を
りよう

利用したいですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 今後、通園・通学。通勤・通所のときに利用したいのは、「未就学」では「送迎バス」が

51.6％、「学齢期」では「徒歩」が 49.9％、「青年期」では「電車」が 41.9％で最も高

くなっている。 

 

とい

問25-6 主
おも

に
りよう

利用している
がっこう

学校、
しごと

仕事の
ば

場、
しせつ

施設（
とい

問25 の
かいとう

回答）には
まんぞく

満足していますか。 
 

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設について、「とても満足している」と「まあ満足

している」を合わせた『満足している』は、「未就学」で 83.2％、「学齢期」で

62.6％、青年期では 51.7％となっている。一方、「学齢期」で「改善してほしい部分が

ある」が 13.6％、「青年期」で「不満である」が 4.1％と他より高くなっている。 

 

  

40.2

49.9

31.6

15.8

6.8

6.0

12.0

28.5

34.7

8.7

27.6

41.9

51.6

31.1

20.7

27.2

14.8

16.8

6.0

12.7

3.8

1.1

3.0

6.0

1.6

2.8

8.2

0% 20% 40% 60%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

徒歩

自転車

バス

電車

送迎バス

自家用車

ヘルパー

その他

無回答

42.4

27.2

17.8

40.8

35.4

33.9

7.6

19.1

27.6

7.6

13.6

10.7

1.1

2.3

4.1

0.5

2.4

6.0

0% 20% 40% 60%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

とても満足している

まあ満足している

普通だと思う

改善してほしい部分がある

不満である

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度 
   

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度は、「未就学」では、「幼稚園」「保育園」

「地域療育センター」では「とても満足している」が、「児童発達支援事務所」では「まあ

満足している」が最も高い。 

◆ 「学齢期」では、どれも「まあ満足している」が最も高い。 

◆ 「青年期」では、「専門学校・大学・大学院」「自営業」「生活教室（区役所）」で「普通だと

思う」が、それ以外では「まあ満足している」が最も高い。 

 

 

 

 

  

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

児童施設 5 20.0 40.0 0.0 40.0 0.0 0.0

幼稚園 53 45.3 37.7 7.5 7.5 1.9 0.0

保育所 64 50.0 32.8 7.8 6.3 1.6 1.6

地域療育センター 116 43.1 38.8 7.8 9.5 0.9 0.0

児童発達支援事業所 50 42.0 48.0 4.0 6.0 0.0 0.0

訓練会 7 14.3 42.9 0.0 42.9 0.0 0.0

その他 6 50.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0

問25 普段、
通っているところ
（未就学）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

小・中学校等の一般学級 169 21.9 29.0 24.9 16.6 5.9 1.8

小・中学校等の個別支援学級 263 25.9 34.6 19.0 14.4 3.0 3.0

高等学校 64 20.3 40.6 20.3 14.1 1.6 3.1

特別支援学校・養護学校 293 33.4 37.5 15.4 10.6 1.0 2.0

専門学校・大学・大学院 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾚﾝﾄﾞ･ﾊｰﾄﾌﾙﾙｰﾑ･ﾊｰﾄﾌﾙｽﾍﾟｰｽ 4 75.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

その他 45 20.0 37.8 13.3 26.7 2.2 0.0

問25 普段、
通っているところ
（学齢期）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

専門学校・大学・大学院 79 15.2 25.3 29.1 10.1 5.1 15.2

自営業 119 11.8 22.7 28.6 5.9 0.8 30.3

企業･官公庁 1025 16.2 34.4 28.5 12.3 6.1 2.4

就労移行支援・生活介護等の福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 435 23.0 34.0 23.9 14.3 1.8 3.0

地域活動支援センター（作業所） 327 23.9 37.3 24.5 7.6 3.1 3.7

デイケア（病院等） 472 17.2 35.8 27.1 9.7 2.5 7.6

生活支援センター 119 21.0 31.9 25.2 9.2 4.2 8.4

就労支援センター・職業訓練校 109 15.6 33.0 31.2 13.8 3.7 2.8

生活教室（区役所） 20 15.0 30.0 35.0 15.0 0.0 5.0

その他 499 16.2 32.3 29.3 10.6 3.8 7.8

問25 普段、
通っているところ
（青年期）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

普段、通っているところ×年齢期ごとのクロス 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 
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とい

問25-7 
とい

問25-6 で回答
かいとう

した理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設についての満足度の判断理由は、「未就学」と

「学齢期」では「支援者の対応」がそれぞれ 73.4％、54.6％、「青年期」では「人間関

係」が 37.5％で最も高くなっている。 

 

 

  

26.6

23.2

24.9

73.4

54.6

32.2

40.2

43.9

37.5

56.0

41.6

32.4

25.0

14.3

16.5

4.3

6.1

15.5

2.2

4.2

9.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

施設の設備

支援者の対応

人間関係

活動内容

施設の立地

その他

無回答

年齢期別 
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主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度の理由 
   

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度の理由は、「その他」以外の全てのところ

で「支援者の対応」が最も高い。 

◆ 「学齢期」では、「小・中学校等の個別支援学級」「特別支援学校・養護学校」では「支援者

の対応」が、「小・中学校等の一般学級」「高等学校」では「人間関係」が最も多く高い。 

◆ 「青年期」では、「就労移行支援・生活介護等の福祉サービス事業所」「地域活動支援センタ

ー（作業所）」「デイケア（病院等）」「生活支援センター」「就労支援センター・職業訓練

校」「生活教室（区役所）」では「支援者の対応」が最も高く、「専門学校・大学・大学院」

「自営業」「企業・官公庁」では「人間関係」が最も高い。 

 

 

 

 

 

  

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

児童施設 5 60.0 100.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0

幼稚園 53 26.4 75.5 39.6 66.0 28.3 5.7 0.0

保育所 64 20.3 78.1 43.8 43.8 26.6 3.1 3.1

地域療育センター 116 33.6 70.7 42.2 60.3 25.9 5.2 1.7

児童発達支援事業所 50 26.0 80.0 50.0 62.0 20.0 2.0 2.0

訓練会 7 14.3 57.1 14.3 42.9 28.6 0.0 0.0

その他 6 16.7 66.7 66.7 66.7 50.0 0.0 0.0

問25 普段、
通っているところ
（未就学）

問25-7 満足度の理由

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

小・中学校等の一般学級 169 19.5 32.5 53.3 28.4 13.0 10.1 4.1

小・中学校等の個別支援学級 263 11.8 61.6 51.0 43.3 13.3 4.9 4.2

高等学校 64 28.1 35.9 53.1 28.1 15.6 7.8 3.1

特別支援学校・養護学校 293 33.4 65.5 31.1 50.2 15.7 4.8 4.4

専門学校・大学・大学院 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾚﾝﾄﾞ･ﾊｰﾄﾌﾙﾙｰﾑ･ﾊｰﾄﾌﾙｽﾍﾟｰｽ 4 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

その他 45 33.3 68.9 46.7 55.6 17.8 8.9 0.0

問25 普段、
通っているところ
（学齢期）

問25-7 満足度の理由

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

専門学校・大学・大学院 79 22.8 25.3 32.9 15.2 17.7 10.1 19.0

自営業 119 13.4 6.7 22.7 19.3 16.0 22.7 32.8

企業･官公庁 1025 24.5 12.9 47.7 27.6 16.0 19.6 6.3

就労移行支援・生活介護等の福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 435 29.7 63.0 32.2 52.2 22.1 8.5 6.2

地域活動支援センター（作業所） 327 18.7 60.2 39.8 49.8 15.3 7.0 7.6

デイケア（病院等） 472 36.7 45.1 32.2 27.5 15.5 9.5 11.2

生活支援センター 119 29.4 53.8 30.3 39.5 22.7 7.6 8.4

就労支援センター・職業訓練校 109 24.8 46.8 36.7 31.2 14.7 10.1 8.3

生活教室（区役所） 20 5.0 40.0 35.0 30.0 10.0 10.0 15.0

その他 499 21.0 19.8 36.9 26.7 14.4 25.5 8.6

問25 普段、
通っているところ
（青年期）

問25-7 満足度の理由

普段、通っているところ×年齢期ごとのクロス 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 
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とい

問25-8  
とい

問25 で「特
とく

に通
かよ

っているところはない」と
こた

答えた
かた

方は、通
かよ

っていない理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。 

 （○はいくつでも） 
 

◆ 特に通っているところはない理由は、「未就学」では「どこかに通いたいが、受け入れてくれる

ところがない」が 11.1％で最も高く、「青年期」では、「どこにも通いたくないと思っている

から」が 18.4％、「在宅で、家事・育児・介護をしているから」が 12.9％、「どこかに通いた

いが、参加したい活動がない」が 9.4％の順に高くなっている。 

 

 

 

  

5.6

20.0

18.4

5.6

0.0

12.9

5.6

20.0

3.5

5.6

0.0

8.0

0.0

0.0

3.3

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

5.4

0.0

20.0

9.4

11.1

0.0

5.3

22.2

60.0

24.4

50.0

0.0

29.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=18）

学齢期（n=5）

青年期（n=1503）

どこにも通いたくないと思っているから

在宅で、家事・育児・介護をしているから

在宅で、仕事・勉強をしているから

趣味などの活動をしているから

就職活動をしているから

どこかに通いたいが、空きがない

どこかに通いたいが、近くにない

どこかに通いたいが、参加したい活動が

ない

どこかに通いたいが、受け入れてくれる

ところがない

その他

無回答

年齢期別 
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とい

問26 
がくれいき

学齢期の
かた

方におたずねします。
ほうかご

放課後は
おも

主にどのように
す

過ごしていますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 学齢期の方が放課後、主に過ごす場所は、「自宅で過ごす」が 60.3％、「放課後等デイサービ

ス」（46.9％）、「塾・習い事」（20.6％）、「友人と遊ぶ」（13.6％）、「部活・サークル活動に

参加」（11.8％）等の順。 

 

 

 

とい

問27 あなたは福祉
ふ く し

特別
とくべつ

乗車券
じょうしゃけん

をどのくらい利用
り よ う

していますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 福祉特別乗車券の利用は、生活年齢状況にかかわらず「利用していない」が最も高い。特に

「未就学」で 57.0％、「学齢期」で 38.2％と「青年期」の 23.0％に比べて高くなってい

る。また、「青年期」では「ほぼ毎日」が 23.5％で他と比べて高くなっている。 

 

 

  

60.3

46.9

20.6

13.6

11.8

9.7

5.1

2.5

0.4

7.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で過ごす

放課後等デイサービス

塾・習い事

友人と遊ぶ

部活・サークル活動に参加

放課後キッズクラブ

はまっこふれあいスクール

学童保育

居場所づくり事業

その他

無回答

n=802

複数回答

1.4

15.1

23.5

4.8

15.3

19.1

10.6

17.8

12.8

8.2

12.6

6.5

57.0

38.2

23.0

17.9

1.0

15.1

0% 20% 40% 60%

未就学（n=207）

学齢期（n=802）

青年期（n=5927）

ほぼ毎日

週に１～２回

月に１～２回

年に数回

利用していない

無回答

年齢期別 
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近所の⼈とのおつきあいや余暇についておたずねします 
 

 
とい

問28  
げんざい

現在、あなたは近所
きんじょ

の
ひと

人とどのようなおつきあいをしていますか。また、
こんご

今後、できればどのようにお

つきあいしたいと思
お も

っていますか。（○は現在
げんざい

、今後
こ ん ご

それぞれにいくつでも） 

 

◆ 現在、近所の人とのおつきあいは、「挨拶をする程度」が 64.7％、「時々話をする」（37.9％）

等の順。一方、「特につきあいはない」は 12.9％。 

◆ 今後、近所の人とどうつきあいたいかについて、「よく相談や愚痴を聞いてもらう」、「地域の趣

味やスポーツのサークルで一緒に活動する」、「お互いの家を訪問する」では、それぞれ 6.8 ポ

イント、5.5 ポイント、4.8 ポイント、現在の状況より高くなっている。 

 

 

  

64.7

37.9

6.6

5.5

7.9

3.0

9.1

10.7

4.2

3.2

12.9

5.1

41.2

34.1

10.0

8.4

10.7

5.6

13.9

16.2

11.0

3.9

8.6

21.2

0% 20% 40% 60% 80%

挨拶をする程度

時々話をする

祭りなどの地域のイベントを一緒に

楽しむ

子供会や自治会・町内会など地域

の活動を一緒にする

たまに相談や愚痴を聞いてもらう

一緒に外出したり遊んだりする

お互いの家を訪問する

地域の趣味やスポーツのサークル

で一緒に活動する

よく相談や愚痴を聞いてもらう

その他

特につきあいはない

無回答 n=6954

複数回答

現在

今後

現在より今後

の以降の割合

が高い 
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とい

問29 あなたは
じゆうじかん

自由時間や
よかじかん

余暇時間をどのように過
す

ごしていますか。また、
こんご

今後、できればどのように過
す

ごし

たいですか。（○は現在
げんざい

、今後
こ ん ご

それぞれにいくつでも）   

 

◆ 自由時間や余暇時間の過ごし方は、「障害者が集まる団体の活動に参加している」が 76.7％、

「家で過ごす」が 62.6％、「動物園、水族館、遊園地などに行く」（48.7％）、「買い物に行く」

（34.8％）、「障害福祉の事業所で行っている行事に参加している」（29.5％）等の順。 

◆ 今後、どのように過ごしたいかについて、「障害福祉の事業所で行っている行事に参加する」、

「趣味のサークルに入る」、「映画やコンサート、美術展、図書館、スポーツ観戦に行く」、「散歩

する」などでは、それぞれ 11.2 ポイント、9.0 ポイント、7.9 ポイント、7.5 ポイント、現在

の状況より高くなっている。 

 

 
 
 

62.6

34.8

18.9

10.9

7.8

9.7

7.2

48.7

15.6

40.7

23.2

29.5

76.7

9.4

5.4

51.2

40.1

24.9

18.4

15.7

12.6

10.9

43.0

19.7

39.4

32.3

40.7

54.5

8.6

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家で過ごす

買い物に行く

外食する

散歩する

映画やコンサート、美術展、

図書館、スポーツ観戦に行く

旅行する

運動する

動物園、水族館、遊園地などに行く

友人宅を訪問する

習い事をしている

趣味のサークルに入っている

障害福祉の事業所で行っている

行事に参加している

障害者が集まる団体の

活動に参加している

その他

無回答
n=6954

複数回答

現在

今後



＜全体＞ 

35 
 

とい

問29-1 あなたは、運動
うんどう

をどこでしていますか。（○はいくつでも） 
 

◆ どこかで運動をしている方は 40.2％、運動をしている場所は、「公園・学校」が

13.9％、「横浜ラポール、ラポール上大岡」（5.2％）、「民間のジムなど」（4.7％）等の

順。一方、「運動はしていない」は 52.3％。 

 

 

 

 

とい

問29-2 
こんご

今後、
がっこう

学校や
しょくばいがい

職場以外での
かつどう

活動に
さんか

参加するにはどのようなことが
ひつよう

必要ですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 今後、学校や職場以外での活動に参加するのに必要なのは、「内容に興味があること」が

51.9％、「活動の場が近いこと」（37.8％）、「障害に対して配慮があること」（35.4％）

等の順。 

 

 

 
 

13.9

5.2

4.7

4.0

20.0

52.3

7.5

0% 20% 40% 60%

公園・学校

横浜ラポール、ラポール上大岡

民間のジムなど

各区のスポーツセンター

その他

運動はしていない

無回答
n=6954

複数回答

合計 薬の管理 栄養面で
の管理・
指導

口腔ケア 訪問看護
や往診な
ど、在宅
医療の利
用

自分の障
害・病気
につい
て、相談
できる場
所

自分の体
調につい
て、相談
できる場
所

定期的な
健康診断

適度な運
動

十分な睡
眠と休養

特に何も
ない

無回答

全体 6954 37.3 24.9 23.5 10.7 32.5 28.1 36.7 49.6 49.7 11.7 5.0

横浜ラポール、ラポール上大岡 361 40.2 27.4 27.1 6.4 36.6 31.0 44.3 58.7 52.9 7.5 3.0

各区のスポーツセンター 275 38.5 28.0 16.7 4.7 33.5 25.8 45.5 66.2 61.8 8.4 2.9

民間のジムなど 327 32.7 20.5 17.4 4.3 33.0 29.4 44.0 63.0 59.0 14.7 2.4

公園・学校 970 41.6 26.7 29.8 6.3 41.5 29.3 42.2 59.4 58.6 8.6 2.8

その他 1388 39.7 29.3 26.4 11.1 35.1 29.9 40.3 60.8 54.6 11.0 3.0

運動はしていない 3639 37.8 25.0 23.5 12.9 32.5 30.1 36.1 45.1 49.1 12.0 3.3

問29-1 運動
をする場所

問36 健康・医療について、必要だと思うこと

51.9

37.8

35.4

20.8

15.6

7.5

18.5

0% 20% 40% 60%

内容に興味があること

活動の場が近いこと

障害に対して配慮があること

送迎サービスがあること

介助があること

その他

無回答

n=6954

複数回答

どこかで運動をしている 

40.2％ 

運動をする場所別 



＜全体＞ 

36 
 

就労の状況についておたずねします 
 

とい

問30 あなたは、現在
げんざい

働
はたら

いていますか。（○は１つだけ）  
 

◆ 現在働いている方は 38.8％、内訳は「会社員」が 16.9％、「パート・アルバイト」（7.8％）、

「地域活動支援センター（作業所）」（4.5％）、「就労移行支援・生活介護などの福祉サービス事

業所」（4.1％）、等の順。「家事・介護・育児」は 2.6％、「働いていない」は 50.8％。 

 

問
とい

30 で 1番
ばん

から７番
ばん

までに回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-1 自分
じ ぶ ん

の障 害
しょうがい

のことを職場
しょくば

に伝
つた

えていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 自分の障害のことを職場に「伝えている」が 88.0％、「伝えていない」が 9.6％。 

 

 

  

16.9

7.8

4.5

4.1

2.2

1.8

0.9

2.6

50.8

2.2

6.1

0% 20% 40% 60%

会社員

パート・アルバイト

地域活動支援センター（作業所）

就労移行支援・生活介護などの福

祉サービス事業所

自営業

公務員

就労継続支援Ａ型事業所

家事・介護・育児

働いていない

その他

無回答
n=6954

88.0

9.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝えている

伝えていない

無回答
n=2664

働いている 

38.8％ 

就労状況別 合計 伝えてい
る

伝えてい
ない

無回答

全体 2664 88.0 9.6 2.4
問30 現在の就 会社員 1178 91.3 7.4 1.3

公務員 127 91.3 7.1 1.6

自営業 155 74.8 19.4 5.8

パート・アルバイト 543 75.5 22.7 1.8

就労継続支援Ａ型事業所 63 96.8 1.6 1.6

地域活動支援センター（作業所） 311 92.6 1.6 5.8

就労移行支援・生活介護などの福祉サービス事業所 287 96.5 0.7 2.8

問30-1 自分の障害のことを職場
に伝えているか



＜全体＞ 
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とい

問30-2 仕事上
しごとじょう

で困
こま

っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 仕事上で困っていることがある方は 53.7％。困っていることは、「職場までの通勤が大変」

が 15.7％、「職場でのコミュニケーションがうまくとれない」（15.3％）、「障害がない人と

比べて仕事の内容や昇進などに差がある」（12.6％）、「障害について理解をしてもらえな

い」（11.0％）、等の順。一方、「困っていることはない」は 44.9％。 

◆ 就労別にみると、「会社員」「パート・アルバイト」は「職場までの通勤が大変」が、「自営

業」は「休みがない」が、「就労継続支援Ａ型事業所」「地域活動支援センター（作業所）」

「就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所」は「職場でのコミュニケーションがう

まくとれない」が、「公務員」は「職場までの通勤が大変」と「職場の建物や設備が配慮が

足りない」が同率で最も高くなっている。 

 

  

15.7

15.3

12.6

11.0

9.4

7.8

7.2

7.1

14.0

41.9

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場までの通勤が大変

職場でのコミュニケーションが

うまくとれない

障害がない人と比べて仕事の内容

や昇進などに差がある

障害について理解をしてもらえない

職場や仕事について相談するところ

がない

休みが少ない

仕事がむずかしい

職場の建物や設備に配慮が

足りない

その他

困っていることはない

無回答

n=2664

複数回答

仕事上で 

困っていることがある 

53.7％ 

就労状況別 

合計 仕
事
が
む
ず
か
し
い

休
み
が
少
な
い

障
害
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
も
ら
え
な
い

職
場
ま
で
の
通
勤
が
大
変

職
場
の
建
物
や
設
備
に
配
慮
が
足
り
な
い

職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
う
ま
く
と
れ

な
い

障
害
が
な
い
人
と
比
べ
て
仕
事
の
内
容
や
昇
進
な

ど
に
差
が
あ
る

職
場
や
仕
事
に
つ
い
て
相
談
す
る
と
こ
ろ
が
な
い

そ
の
他

困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体 2664 7.2 7.8 11.0 15.7 7.1 15.3 12.6 9.4 14.0 41.9 4.4

会社員 1178 8.6 10.1 14.1 21.7 7.8 15.3 18.3 10.0 12.6 37.8 2.4

公務員 127 10.2 11.8 11.0 16.5 15.0 11.8 9.4 12.6 11.0 37.0 3.9

自営業 155 7.1 8.4 4.5 6.5 0.6 1.9 3.9 7.7 16.1 54.8 8.4

パート・アルバイト 543 6.3 6.6 14.5 13.3 7.2 16.0 13.3 12.5 16.4 42.7 2.6

就労継続支援Ａ型事業所 63 6.3 12.7 4.8 17.5 9.5 23.8 17.5 11.1 15.9 41.3 6.3

地域活動支援センター（作業所） 311 3.9 2.6 1.6 7.7 5.1 13.8 1.9 4.8 14.5 49.2 10.9

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 5.9 2.8 7.0 8.4 5.9 22.3 4.2 4.9 14.3 44.3 6.6

問30-2 仕事上で困っていること

問30
現在
の就
労



＜全体＞ 

38 
 

とい

問30-3 今後
こ ん ご

の就労
しゅうろう

意向
い こ う

についておたずねします。（○は１つだけ）    
 

◆ 今後の就労意向について、「今後も今の仕事を続けたい」が 65.2％、「違う仕事に変わりた

い」が 12.5％、一方、「仕事をやめたい」は 2.7％。 

 

 

 

  

65.2

12.5

2.7

16.7

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今後も今の仕事を続けたい

違う仕事に変わりたい

仕事をやめたい

どちらとも言えない

無回答
n=2664

合計 今後も今
の仕事を
続けたい

違う仕事
に変わり
たい

仕事をや
めたい

どちらと
も言えな
い

無回答

全体 2664 65.2 12.5 2.7 16.7 2.9

会社員 1178 69.6 11.8 3.7 13.7 1.3

公務員 127 77.2 6.3 4.7 11.0 0.8

自営業 155 71.0 7.1 2.6 16.1 3.2

パート・アルバイト 543 58.2 16.0 2.6 20.3 2.9

就労継続支援Ａ型事業所 63 61.9 20.6 3.2 14.3 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 63.3 10.6 1.0 18.6 6.4

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 55.1 14.3 0.0 23.7 7.0

問30-3 今後の就労意向

問30
現在
の就
労

就労状況別 



＜全体＞ 
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とい

問30-4 今
いま

の仕事
し ご と

の賃金
ちんぎん

・ 給 料
きゅうりょう

についておたずねします。（○は１つだけ）   
 

◆ 今の仕事の賃金・給料について、『満足している』（「十分満足している」（23.0％）+「十分

ではないが満足している」（52.4％））は 75.4％、一方、「不満である」は 21.2％。 

 

 

 

 

 

  

23.0

52.4

21.2

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分満足している

十分ではないが満足している

不満である

無回答
n=2664

合計 十分満足
している

十分では
ないが満
足してい
る

不満であ
る

無回答

全体 2664 23.0 52.4 21.2 3.4

会社員 1178 26.5 52.6 19.3 1.6

公務員 127 42.5 50.4 7.1 0.0

自営業 155 20.0 53.5 20.0 6.5

パート・アルバイト 543 19.5 55.4 23.6 1.5

就労継続支援Ａ型事業所 63 20.6 60.3 19.0 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 13.5 51.8 26.7 8.0

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 19.5 44.9 25.8 9.8

問30-4 今の仕事の賃金・給料について

問30
現在
の就
労

『満足している』 

75.4％ 

就労状況別 



＜全体＞ 
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とい

問30-5 あなたが感
かん

じる 働
はたら

きがいについておたずねします。（○はいくつでも）   
 

◆ なんらかの働きがいを感じている人は 91.8％、具体的には、「好きなことにお金が使える」

が 53.0％、「働くことが楽しい」（37.8％）、「貯金ができる」（36.8％）等の順。一方、

「特にない」は 5.9％。 

◆ 「会社員」「自営業」「パート・アルバイト」「就労継続支援Ａ型事業所」「地域活動支援セ

ンター（作業所）」は「好きなことにお金が使える」が、「公務員」は「社会の役に立って

いる」が、「就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所」は「仲間ができて楽しい」

が最も高くなっている。 

 

 

 

  

53.0

37.8

36.8

36.7

33.3

32.7

30.7

30.3

3.5

5.9

2.3

0% 20% 40% 60%

好きなことにお金が使える

働くことが楽しい

貯金ができる

自立した生活が送れる

家族の生活を支えられる

社会の役に立っている

仲間ができて楽しい

自分の成長につながっている

その他

特にない

無回答

n=2664

複数回答

合計 貯
金
が
で
き
る

好
き
な
こ
と
に
お
金

が
使
え
る

社
会
の
役
に
立
っ

て

い
る

自
分
の
成
長
に
つ
な

が
っ

て
い
る

仲
間
が
で
き
て
楽
し

い 自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る

家
族
の
生
活
を
支
え

ら
れ
る

働
く
こ
と
が
楽
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 2664 36.8 53.0 32.7 30.3 30.7 36.7 33.3 37.8 3.5 5.9 2.3

会社員 1178 43.6 55.3 37.4 32.2 27.1 42.2 46.3 36.3 2.3 4.0 1.1

公務員 127 34.6 54.3 59.1 39.4 25.2 47.2 48.0 28.3 0.8 2.4 0.8

自営業 155 29.7 47.7 30.3 22.6 15.5 34.8 41.9 36.1 5.2 6.5 5.2

パート・アルバイト 543 42.7 60.0 33.5 30.6 29.1 37.6 30.9 40.3 4.1 5.0 1.8

就労継続支援Ａ型事業所 63 39.7 63.5 20.6 28.6 46.0 33.3 22.2 39.7 4.8 6.3 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 17.7 42.1 17.4 22.8 39.5 21.9 4.5 38.6 4.5 12.2 4.5

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 22.3 41.8 20.9 31.0 46.0 25.8 7.0 42.5 5.9 10.1 5.6

問30
現在
の就
労

問30-5 働きがいについて

働きがいを感じる 

91.8％ 

就労状況別 



＜全体＞ 
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問
とい

30 で「９． 働
はたら

いていない」と回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-6 あなたは過去
か こ

に 働
はたら

いていたことがありますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 過去に「働いていたことがある」が 60.9％、「働いていたことはない」が 30.1％。 

 

 

 

 

とい

問30-7 働
はたら

いていない理由
りゆう

は何
なん

ですか。（○はいくつでも）   
 

◆ 働いていない理由は、「体調が悪いため」（26.2％）、「未就学又は就学中のため」（22.7％）、

「高齢のため」20.9％、等の順。一方、「働きたくない」は 4.7％。 

 

 

  

合計 貯金が
できる

好きな
ことに
お金が
使える

社会の
役に
立って
いる

自分の
成長に
つな
がって
いる

仲間が
できて
楽しい

自立し
た生活
が送れ
る

家族の
生活を
支えら
れる

働くこ
とが楽
しい

その他 特にな
い

無回答

全体 2664 36.8 53.0 32.7 30.3 30.7 36.7 33.3 37.8 3.5 5.9 2.3

一人 703 40.3 59.3 33.4 31.9 25.2 45.5 19.6 34.3 3.3 6.1 2.0

妻又は夫 1320 42.6 55.5 40.4 35.1 30.8 41.1 50.6 41.4 3.4 3.6 1.1

子 455 44.4 55.4 39.6 34.9 31.9 39.8 53.0 41.8 4.4 2.9 1.1

親 434 41.5 58.1 27.6 33.2 35.9 32.9 24.7 41.7 3.9 5.5 2.5

兄弟・姉妹 223 47.1 61.9 35.9 38.6 35.9 36.8 27.8 44.8 4.0 4.0 1.3

友人・知人・仲間など 475 31.8 52.4 29.3 33.3 46.9 32.0 16.0 44.0 4.0 5.7 4.0

その他 134 29.9 44.8 27.6 26.9 29.1 32.8 15.7 32.8 8.2 13.4 3.7

問30-5 働きがいについて

問24-1 将来、
一緒に暮らし
たい人

16.9

7.8

4.5

4.1

2.2

1.8

0.9

2.6

50.8

2.2

6.1

0% 20% 40% 60%

会社員

パート・アルバイト

地域活動支援センター（作業所）

就労移行支援・生活介護などの福

祉サービス事業所

自営業

公務員

就労継続支援Ａ型事業所

家事・介護・育児

働いていない

その他

無回答
n=6954

60.9

30.1

9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

働いていたことがある

働いていたことはない

無回答
n=3535

再掲 

将来一緒に 

暮らしたい人別 

26.2

22.7

20.9

12.3

11.2

11.2

7.6

4.7

1.5

15.6

15.2

0% 10% 20% 30%

体調が悪いため

未就学又は就学中のため

高齢のため

働くところがないため

自分に合う仕事がないため

自信がないため

通勤が困難なため

働きたくない

家族などの反対があるため

その他

無回答

n=3535

複数回答



＜全体＞ 
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とい

問30-8 今後
こんご

の就労希望
しゅうろうきぼう

についておたずねします。（○は１つだけ）   
 

◆ 働いていない方のうち、今後働きたい方は 38.7％、具体的には、「一般企業の常勤従業

員や公務員などの常勤従業員として働きたい」が 15.5％、「障害福祉サービス事業所等

を利用して働きたい」（12.7％）、「パートやアルバイトとして働きたい」（8.9％）等の

順。一方、「働きたくない」は 22.1％。 

 

 

 

     問
とい

30-8 で 1番
ばん

から～4番
ばん

までに回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-8-1 どのようなところで 働
はたら

きたいですか。（○は１つだけ） 
 

◆ 働きたい場所は、「できる限り自宅の近くが良い」が 45.4％、「自宅から通える範囲な

らどこでも良い」（38.0％）、「自宅で働きたい」（6.7％）等の順。 

 

 

 

 

 

  

15.5

12.7

8.9

1.6

17.5

22.1

21.8

0% 5% 10% 15% 20% 25%

一般企業の常勤従業員や公務員などの

常勤従業員として働きたい

障害福祉サービス事業所等を利用して働

きたい

パートやアルバイトとして働きたい

起業したり、家業を継いだりしたい

その他

働きたくない

無回答

n=3535

45.4

38.0

6.7

6.1

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

できる限り自宅の近くが良い

自宅から通える範囲ならどこでも良い

自宅で働きたい

どこでも良い

無回答 n=1367

働きたい 

38.7％ 



＜全体＞ 
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とい

問31  全
すべ

ての方
かた

におたずねします。 新
あたら

しい仕事
しごと

についたり、仕事
しごと

を続
つづ

けるために、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
お も

いますか。（○はいくつでも）   

 

◆ 新しい仕事についたり、仕事を続けるために何らかの支援が必要と思う人は 78.8％、具体的

には、「一人ひとりの状況にあった仕事の紹介」が 52.0％、「企業や雇用主の障害者に対する

理解の促進」（43.3％）、「勤務時間、勤務形態への配慮」（41.1％）、「今の職場で働く上で困

ったときに気軽に相談できるところ」（33.2％）、「新しい仕事に関する相談、情報提供」

（30.6％）等の順。一方「そのような支援は必要ない」は 6.1％。 

 

 

 

  

52.0

43.3

41.1

33.2

30.6

28.8

21.0

19.7

17.6

14.6

13.6

8.1

6.1

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

一人ひとりの状況にあった仕事の紹介

企業や雇用主の障害者に対する理解の促進

勤務時間、勤務形態への配慮

今の職場で働く上で困ったときに気軽に相談

できるところ

新しい仕事に関する相談、情報提供

仕事に慣れるまで助言や手助けをするコー

ディネーター

新しい技術や職業能力を身につける場や機

会

軽作業などを通じて対人関係を学んだり、日

常生活のリズムを身につける

仕事や職場環境に慣れるための手伝いをし

てくれる専門家（ジョブコーチ）の派遣

作業を通して就労の訓練を行う

企業への職場実習等を通じた就労に向けた

訓練

その他

上記のような支援は必要ない

無回答

n=6954

複数回答

必要だと思う 

78.8％ 



＜全体＞ 
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医療と健康についておたずねします 
 

とい

問32 あなたは現在
げんざい

医療
いりょう

機関
きかん

にかかっていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 現在医療機関に「通院している」が 78.9％、「往診を受けている」が 4.0％、「入院している」

が 1.6％。一方、「かかっていない」は 12.5％。 

 

 

 

 
とい

問33 あなたは、 障 害
しょうがい

を専門
せんもん

に診察
しんさつ

してくれる主治医
し ゅ じ い

の他
ほか

に、風邪
か ぜ

をひいた時
とき

などに診察
しんさつ

を受
う

ける近
ちか

く

のクリニックなどへ受診
じ ゅ し ん

していますか。（○はいくつでも）  
 

とい

問34 あなたは、 障 害
しょうがい

を専門
せんもん

に診察
しんさつ

してくれる主治医
し ゅ じ い

の他
ほか

に、歯
は

のことで診察
しんさつ

を受
う

ける近
ちか

くの歯科
し か

クリ

ニックへ受診
じ ゅ し ん

していますか。（○はいくつでも）  

 

◆ 障害を専門に診察してくれる主治医の他にクリニックなどへ「受診している」が 77.4％、「受

診したいが、受信できない」が 1.9％、「受診していない」が 16.8％。 

◆ 障害を専門に診察してくれる主治医の他に歯科クリニックへ「受診している」が 66.9％、「受

診したいが、受信できない」が 3.8％、「受診していない」が 24.8％。 

 

 

 

  

78.9

4.0

1.6

12.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院している

往診を受けている

入院している

かかっていない

無回答
n=6954

77.4

1.9

16.8

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受診している

受診したいが、受診できない

受診していない

無回答
n=6954

クリニックなどへ受診 

歯科クリニックへ受診 66.9

3.8

24.8

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

受診している

受診したいが、受診できない

受診していない

無回答
n=6954



＜全体＞ 
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とい

問35 病 院
びょういん

での
こま

困りごとはなんですか。（○はいくつでも）  
 

◆ 病院での困りごとがある方は 25.9％、具体的には、「待合室での居場所がない、または、待合

室に居づらい」が 10.0％、「治療の説明がよくわからない」（9.0％）、「障害特性を理解しても

らえない」（7.7％）、「話をきちんと聞いてもらえない」（6.0％）等の順。一方、「特に困った

ことはない」は 63.4％。 

 

 

 
  

10.0

9.0

7.7

6.0

3.3

2.9

2.7

1.1

63.4

10.7

0% 20% 40% 60% 80%

待合室での居場所がない、または、待合室に居づらい

治療の説明がよくわからない

障害特性を理解してもらえない

話をきちんと聞いてもらえない

障害特性に応じたコミュニケーション手段を用意してもらえない

障害を理由に受診を断わられる

移動する手段がない等の理由で、病院に行くことができない

障害を理由に診察の順番を後回しにされる

特に困ったことはない

無回答
n=6954

複数回答

合計 障害特
性に応
じたコ
ミュニ
ケー
ション
手段を
用意し
てもら
えない

障害を
理由に
受診を
断わら
れる

障害特
性を理
解して
もらえ
ない

話をき
ちんと
聞いて
もらえ
ない

待合室
での居
場所が
ない、
また
は、待
合室に
居づら
い

障害を
理由に
診察の
順番を
後回し
にされ
る

治療の
説明が
よくわ
からな
い

移動す
る手段
がない
等の理
由で、
病院に
行くこ
とがで
きない

特に
困った
ことは
ない

無回答

全体 6954 3.3 2.9 7.7 6.0 10.0 1.1 9.0 2.7 63.4 10.7

受診している 4653 3.2 2.6 6.9 5.4 8.7 0.8 9.0 2.0 68.0 8.0

受診したいが、受診できない 267 7.5 9.4 20.6 14.2 30.3 3.0 13.5 11.6 34.8 8.2

受診していない 1728 3.0 2.7 8.2 6.8 11.1 1.5 8.8 3.2 63.1 9.0

問35 病院での困りごと

問34 障害を専門に診察し
てくれる主治医以外の歯
科クリニックへ受診

病院での困りごとがある 

25.9％ 

障害を専門に診察してくれる 

主治医以外のクリニックなど 

へ受診状況別 



＜全体＞ 
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問
とい

36 あなたの健康
けんこう

・医療
いりょう

について、必要
ひつよう

だと思
おも

うことはなんですか。（○はいくつでも）  
 

◆ 健康・医療について必要だと思うことは、「十分な睡眠と休養」（49.7％）、「適度な運動」が

49.6％、「薬の管理」（37.3％）、「定期的な健康診断」（36.7％）等の順。一方、「特に何もな

い」は 13.3％。 

 

 

 

  

49.7

49.6

37.3

36.7

32.5

28.1

24.9

23.5

10.7

11.7

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分な睡眠と休養

適度な運動

薬の管理

定期的な健康診断

自分の障害・病気について、相談できる場所

自分の体調について、相談できる場所

栄養面での管理・指導

口腔ケア

訪問看護や往診など、在宅医療の利用

特に何もない

無回答
n=6954

複数回答



＜全体＞ 
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※１年
ねん

以上
いじょう

、病 院
びょういん

で過
す

ごしている方
かた

にうかがいます。 

とい

問37 病 院
びょういん

での生活
せいかつ

が長
なが

くなっている理由
りゆう

はどのようなものですか。（○は１つだけ）   
 

◆ 病院での生活が長くなっている理由は、「治療の継続が必要」が 66.2％。 

 

 

 

災害関係についておたずねします 
 

問
とい

38  災害
さいがい

時
じ

への備
そな

えとして、どんなことをしていますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 災害時への備えとして、「災害時の水や食糧を準備している」が 46.4％、「自分の避難先(地域

防災拠点など)を確認している」（45.1％）等の順。一方、「特に何もしていない」は 25.0％。 

 

 

 

  

66.2

2.7

1.5

1.2

0.3

0.0

19.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80%

治療の継続が必要

退院に向けた環境は整っているが、退院後の生活が不安

退院したあと、施設やグループホームでの暮らしを考えているが、空きがない

帰る家がない

情報がないため、退院するイメージがわかない

退院したいが協力してくれる人がいない

わからない

無回答 n=331

46.4

45.1

19.8

14.1

10.6

8.1

2.7

25.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

災害時の水や食糧を準備している

自分の避難先（地域防災拠点など）を確認している

家族や支援してくれる人と、災害時の対応について、話をしている

防災訓練などに参加している

障害状況により必要な装具・補装具・薬・酸素ボンベなどを準備している

地域の人に事情を伝えている（要援護者名簿等への記載など）

在宅医療機器の予備電源や予備バッテリーを準備している

特に何もしていない

無回答

n=6954

複数回答

災害時への 

備えをしている 

71.0％ 
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問
とい

39 災害
さいがい

に備
そな

えていても、不安
ふあん

に思う
おも 

ことは何
なん

ですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 災害に備えていても、不安に思うことは、「避難場所で周りの人や知らない人とうまく過ごせる

か」（44.0％）、「避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか」（40.3％）、「避難場所まで

たどり着けるか」39.0％、「避難場所の設備が障害に配慮されている(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰになっている)

か」（29.8％）等の順。 

 

 

 

 

44.6

40.3

39.0

29.8

23.6

14.4

12.0

7.1

17.6

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難場所で周りの人や知らない人とうまく過ごせるか

避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか

避難場所までたどり着けるか

避難場所の設備が障害に配慮されている（バリアフリーになっている）か

避難勧告などの重要な情報がきちんと障害者にも入ってくるか

風水害に対する対処方法がわからない

避難場所がわからない

停電で在宅医療機器が使えなくなるのではないか

その他

無回答

n=6954

複数回答
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精神保健福祉対策事業について 

令和元年度 精神保健福祉対策事業実績

１  こころの健康相談センター事業 

(1) 精神保健福祉相談

① こころの電話相談（平日夜間・休日、365日・21時30分まで受付）

相談実件数 2,336件 

相談延べ件数 7,152件 

２ 精神医療適正化対策事業 

(1) 精神科病院実地指導等

① 精神科病院等実地指導（精神保健福祉法第38条の６）

市内の精神科病床を持つ全病院に対し、入院患者の処遇、定床数の遵守や人員配置、

施設・設備の管理、入院者の届出事務等について実地に調査し、入院患者の人権に配慮

した適正な医療が確保されるよう指導しています。 

② 入院患者実地審査（精神保健福祉法第38条の６）

入院後３か月(及び必要に応じ１年)を経過した横浜市の措置入院者全員、及び横浜市

内の精神科病院等に入院している入院患者の一部を対象に、本市の依頼した精神保健

指定医が、入院の要否と処遇の適否について審査しています。 

令和元年度実施者数 51人（措置9人、医療保護42人） 

３ 医療費公費負担事業 

(1) 自立支援医療（精神通院）（令和元年度実績）

精神障害の治療のために要した通院医療費の一部を公費で負担しています。

対 象 者 数 支  払  総  額 

62,972 人 7,936,032,911円 

資料５
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(2) 措置入院医療費（令和元年度実績）

市長の命令により措置入院した患者の入院医療費を公費負担しています。

対 象 者 数 支  払  総  額 

994人 260,831,407円 

(3) 重度障害者医療費助成（元年度実績）

重度の障害のある方が、医療機関にかかった時の保険診療の一部負担金を助成して

います。 

対 象 者 数 支  払  総  額 

2,356人 236,896,493円 

※対象者数及び支払総額は精神障害者にかかる実績です。

４ 精神障害者保健福祉手帳 

   精神障害の状態を証する手段となる手帳を交付して、手帳所持者に対する各種の支援 

策を講じやすくし、精神障害者の社会復帰の促進と自立と社会参加の促進を図ることを目

的としています。 

(1) 自立支援医療(精神通院医療)及び精神障害者保健福祉手帳の判定

自立支援医療（障害者総合支援法第52条）及び精神障害者保健福祉手帳交付（精神

保健福祉法45条）申請に伴う判定業務を行いました。 

① 意見聴取の開催

嘱託医師（精神保健指定医）から意見を聴取し、センター長が判定を行いました。

  年間24回   毎月２回（変則あり）  第２水曜日、第４火曜日 

② 自立支援医療(精神通院医療)の判定

申請書に添えられた診断書に基づき、公費負担医療の適否を判定しました。

判定件数 判定結果 

38,614 件 （承認）38,579 件 
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③ 精神保健福祉手帳の判定

申請書に添えられた診断書に基づき、手帳交付の可否及び障害等級を判定しまし

た。 

 判定件数   判定結果 

13,138件 

（１  級）   1,247件 

（２  級）   6,003件 

（３  級）     5,820件 

（不承認）     68件 

(2) 令和元年度手帳所持者数(令和２年３月末)  （人） 

総  計 １ 級 ２ 級 ３ 級 

39,232 3,809 22,264 13,159 

(3) 令和元年度新規交付者数  4,462件

５  精神障害者入院医療援護金助成事業 

市民税所得割額１０４，４００円以下の世帯で同一病院につき20日以上入院した場合に、１

か月につき１万円を助成しています。（令和元年度実績） 

対 象 者 数 助 成 件 数 支 払 総 額 

2,505人 16,967件 175,285,000円 

６ 自殺対策事業 

(1)区局の取組 

ア 普及啓発

講演会開催 ６回（※） 762 人 

※ 西区、南区、港南区、金沢区、こころの健康相談センター

イ 人材育成

研修開催 54 回（※） 7,198 人 

※ 鶴見区、西区、中区、南区、保土ケ谷区、旭区、金沢区、港北区、緑区、

青葉区、都筑区、戸塚区、栄区、泉区、瀬谷区、青少年相談センター、

健康福祉局福祉保健課、健康福祉局障害企画課、こころの健康相談センター
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(2) ゲートキーパー数（自殺対策研修受講者数）

6,794 人  【横浜市中期４か年計画 2018 年度～2021 年度 想定事業量：15,000 人】

(3) 自死遺族支援

自死遺族ホットライン 

（毎月第１、３水曜日） 

22 回 延べ 68 件 

自死遺族の集い「そよ風」 11 回 延べ 98 人 

(4) 連携会議開催

総合的な自殺対策の推進のため、有識者や各関係団体、庁内関係課との連携会議を

開催した。 

よこはま自殺対策ネットワーク協議会 １回 

横浜市庁内自殺対策連絡会議 １回 

(5) 自殺未遂者支援

ア 救命救急センターによる自殺未遂者再発防止事業

自殺未遂者の再企図防止のため、委託先医療機関（救命救急センター）に搬送され

た自殺企図者 112名（既遂者を含む）に対して、精神科医や臨床心理士によるケースマ

ネジメント(精神科受領促進・調整、社会資源情報提供、家族支援等)による支援を行い

ました。 

イ 自殺未遂者フォローアップ調査事業

自殺未遂者の再企図防止のため、二次救急医療機関に搬送された自殺未遂者のうち、

本人の同意を得られた者 14 名に対して、委託先医療機関（精神科診療所）によるケー

スマネジメント（精神科受領促進・調整、社会資源情報提供、家族支援）や一定期間継

続したフォローアップを実施しました。



○横浜市精神保健福祉審議会条例

平成 8 年 3 月 28 日  

条例第 12 号  

横浜市精神保健福祉審議会条例をここに公布する。

横浜市精神保健福祉審議会条例  

(設置 ) 

第 1 条  精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 (昭和 25 年法律

第 123 号 )第 9 条第 1 項の規定に基づき、横浜市精神保健福祉審議会

(以下「審議会」という。 )を設置する。  

(平 18 条例 8・全改 ) 

(組織 ) 

第 2 条  審議会は、委員 20 人以内をもって組織する。  

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。

(1) 精神保健又は精神障害者の福祉に関し学識経験のある者

(2) 精神障害者の医療に関する事業に従事する者

(3) 精神障害者の社会復帰の促進又はその自立及び社会経済活動へ

の参加の促進を図るための事業に従事する者  

3 審議会に、特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、臨

時委員若干人を置くことができる。  

4 臨時委員は、当該特別の事項に関係のある者のうちから市長が任命

する。  

(平 18 条例 8・追加 ) 

(委員の任期 ) 

第 3 条  委員の任期は、3 年とする。ただし、委員が欠けた場合にお

ける補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。  

2 委員は、再任されることができる。  

3 臨時委員の任期は、当該特別の事項に関する調査審議が終了したと

きまでとする。  

(平 18 条例 8・追加 ) 

(会長及び副会長 ) 

第 4 条  審議会に、会長及び副会長 1 人を置く。

2 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。  

3 会長は、審議会を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。  

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠け

たときは、その職務を代理する。

(平 18 条例 8・旧第 2 条繰下 ) 
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(会議 ) 

第 5 条  審議会の会議は、会長が招集する。  

2 審議会の会議は、委員 (特別の事項を調査審議する場合にあっては、

そのために置かれた臨時委員を含む。次項において同じ。)の半数以

上の出席がなければ開くことができない。  

3 審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、会長の決するところによる。  

(平 18 条例 8・旧第 3 条繰下 ) 

(分科会 ) 

第 6 条  審議会に、分科会を置くことができる。

2 分科会の委員は、審議会の委員のうちから、会長が指名する。  

3 分科会に、分科会長を置き、分科会長は、分科会の委員の互選によ

って定める。  

(平 23 条例 50・追加 ) 

(部会 ) 

第 7 条  審議会に、部会を置くことができる。

2 部会の委員は、審議会の委員のうちから、会長が指名する。  

3 部会に、部会長を置き、部会長は、部会の委員の互選によって定め

る。  

(平 18 条例 8・旧第 5 条繰下、平 23 条例 50・旧第 6 条繰下 ) 

(幹事 ) 

第 8 条  審議会に、幹事を置く。  

2 幹事は、横浜市職員のうちから市長が任命する。  

3 幹事は、会長の命を受け、審議会の所掌事務について委員を補佐す

る。  

(平 18 条例 8・旧第 6 条繰下、平 23 条例 50・旧第 7 条繰下 ) 

(庶務 ) 

第 9 条  審議会の庶務は、健康福祉局において処理する。  

(平 17 条例 117・一部改正、平 18 条例 8・旧第 7 条繰下、平 23 条例

50・旧第 8 条繰下 ) 

(委任 ) 

第 10 条  この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な

事項は、会長が審議会に諮って定める。  

(平 18 条例 8・旧第 8 条繰下、平 23 条例 50・旧第 9 条繰下 ) 

附  則  

(施行期日 ) 



1 この条例は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。

(経過措置 ) 

2 この条例の施行後最初の審議会の会議は、市長が招集する。

附  則 (平成 17 年 12 月条例第 117 号 )抄  

(施行期日 ) 

1 この条例は、規則で定める日から施行する。

(平成 18 年 2 月規則第 9 号により同年 4 月 1 日から施行 ) 

附  則 (平成 18 年 2 月条例第 8 号 ) 

(施行期日 ) 

1 この条例は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。

(経過措置 ) 

2 この条例の施行の日 (以下「施行日」という。)において、障害者自

立支援法 (平成 17 年法律第 123 号 )附則第 45 条の規定による改正前

の精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 (昭和 25 年法律第 123

号 )第 10 条第 3 項の規定により横浜市精神保健福祉審議会の委員 (以

下「委員」という。)に任命されている者は、この条例による改正後

の横浜市精神保健福祉審議会条例第 2 条第 2 項の規定により任命さ

れた委員とみなす。  

3 施行日において、委員に任命されている者に係る任期は、平成 20

年 3 月 31 日までとする。  

附  則 (平成 23 年 12 月条例第 50 号 )抄

(施行期日 ) 

1 この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。



横浜市精神保健福祉審議会運営要領

最近改正 令和２年３月 31 日 健障企 4094 号（局長決裁） 

（目的）

第１条 この要領は、横浜市精神保健福祉審議会条例（平成８年３月横浜市条例第 12 号。 

以下「条例」という。）第９条の規定に基づき、横浜市精神保健福祉審議会（以下「審議

会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとする。

（議事日程）

第２条 審議会の会長（以下「会長」という。）は、審議会の議事日程を定め、あらかじめ

審議会の委員（以下「委員」という。）に通知するものとする。ただし、急を要する場合

は、この限りでない。

２ 会長が必要と認めるとき、又は委員からの発議があったときは、会長は、会議に諮り、

討議を行わないで、議事日程を変更することができる。

（開会等）

第３条 審議会の開会、閉会、中止等は、会長がこれを宣告する。

２ 会長は、開会の宣告後、会議の定足数を確認するものとする。

３ 会長は、委員の出席数が定数に満たないとき、又は会議中出席者数が定足数を欠けた 

ときは、延会又は休憩を宣告するものとする。

（議事の運営）

第４条 議事の運営は、前回の会議録の承認、報告、説明、質疑、討論及び議決の順序に 

よる。ただし、会長が必要と認める場合は、この限りでない。

（発言及び採決）

第５条 会議において発言しようとする者は、会長を呼び、会長の許可を得た上、簡潔に、

かつ議題に即して発言するものとする。

２ 会長は、質疑及び討論の終結を宣告しようとするときは、会議に諮り、討議を行わな 

いで、これを決定するものとする。

３ 会長は、採決するときは、その旨を宣告するものとする。

（会議録）

第６条 審議会は、会議録を作成するときは、次の事項を記録するものとする。

  ( 1 ) 開会及び閉会に関する事項並びに開催年月日時

  ( 2 ) 出席委員及び欠席委員の氏名

  ( 3 ) 議事日程等

  ( 4 ) 議案に関する議事及び議決の状況

  ( 5 ) 議案及び関係資料

  ( 6 ) その他審議会が必要と認める事項

２ 前項の場合において、会議録は、審議経過、結論等が明確となるよう作成し、審議会 

の会議において確認を得るものとする。ただし、非公開の会議に係る会議録の確認を得

る場合、又は次回の会議開催まで１か月以上を要する場合は、各委員への持ち回り又は

会長があらかじめ指名した者により、確認を得るものとすることができる。

（部会）
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第７条 条例第６条の規定に基づき設置する部会に副部会長を置き、部会の委員の互選に

より定める。 
２ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、

その職務を代行する。 
３ 部会には、会長の指名により部会委員以外のものを出席させ、意見を求めることがで

きる。 
（部会の開催） 

第８条 部会の会議は、必要に応じ、部会長が招集し、その議長となる。 
２ 部会の会議は、部会の委員の過半数の出席がなければ、開くことができない。 
３ 部会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、部会長の決するところ

による。 
４ 部会の議事内容は、部会長が精神保健福祉課長に報告する。また、精神保健福祉課長

は、部会長から報告を受けた内容を審議会において報告する。 
 （会議の公開） 
第９条 審議会の会議は、公開とする。 
２ 審議会の会議の傍聴を希望する者は、会議の受付で氏名及び住所を記入し、係員の指 

示により、傍聴席に入るものとする。 
３ 傍聴定員は、申し込み先着順とする。 
 （会議資料の配付） 
第 10 条 審議会の会議を公開するときは、会議を傍聴する者（以下「傍聴者」という。） 

に会議資料を配付する。この場合において、傍聴者に配付する会議資料の範囲は、会長

が定める。 
 （秩序の維持） 
第 11 条 傍聴者は、会場の指定された場所に着席するものとする。  
２ 傍聴者は、会場において、写真撮影、録画、録音等を行ってはならない。ただし、会 

長が許可した場合は、この限りでない。 
３ 危険物を持っている者、酒気を帯びている者その他会長が会議の運営に支障がある  

と認める者は、会場に立ち入ってはならない。 
 （会場からの退去） 
第 12 条 会長は、傍聴者が会議の進行を妨害する等、会議の運営に支障となる行為をする 

ときは、当該傍聴者に会議の運営に協力するよう求めるものとする。この場合において、

会長は、当該傍聴者がこれに従わないときは、会場からの退去を命じることができる。 
 （会議の非公開） 
第 13 条 横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第１号） 

第 31 条ただし書の規定により会議を非公開とするときは、会長は、その旨を宣告するも

のとする。 
２ 会長は、委員の発議により会議を非公開とするときは、各委員の意見を求めるものと 

する。 
３ 会議を非公開とする場合において、会場に傍聴者等がいるときは、会長は、その指定 

する者以外の者及び傍聴者を会場から退去させるものとする。 
 （幹事） 



第 14 条 条例第７条に定める幹事は、健康福祉局障害福祉保健部長が行う。  
 （庶務） 
第 15 条 審議会の運営に必要な事務は、健康福祉局障害福祉保健部精神保健福祉課におい

て処理する。 
 （委任） 
第 16 条 条例及びこの要領に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、審議  

会の議決を経て会長が定め、部会の運営に関し必要な事項は、部会の議決を経て部会長

が定める。 
   附 則 
  この要領は、平成８年４月 15 日から施行する。 
   附 則 

この要領は、平成 12 年 11 月 29 日から施行する。 
      附 則 

  この要領は、平成 14 年４月１日から施行する。 
      附 則 
 この要領は、平成 15 年３月 15 日から施行する。 

   附 則 
 この要領は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 
 この要領は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 
 この要領は、令和２年４月１日から施行する。 
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